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最
近
の
お
も
な
出
来
事

５
月
17
日
（
木
）

▽
２
０
１
８「
黄
玄
会
」水
彩
画
展(

〜
20
日
、お
菓
子
の
香
梅
人
吉
店
）

５
月
19
日
（
土
）

▽
画
家
・
流
郷
由
紀
子
と
染
織
家
・
佐
藤
美
恵
子
の
コ
ラ
ボ
展
（
〜

26
日
、
ひ
と
よ
し
森
の
ホ
ー
ル
）

５
月
20
日
（
日
）

▽
第
32
回
「
繊
月
ま
つ
り
」（
人
吉
市
・
繊
月
酒
造
敷
地
内
）

５
月
21
日
（
月
）

▽
人
吉
球
磨
日
本
遺
産
活
用
協
議
会
総
会
（
県
球
磨
地
域
振
興
局
）

５
月
27
日
（
日
）

▽
「
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
８
６
８
」
３
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
（
人
吉
駅
横
・
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

▽
人
吉
市
梅
園
梅
狩
り
開
放
（
同
市
大
畑
梅
園
）

▽
人
吉
市
東
西
コ
ミ
セ
ン
「
子
ど
も
・
成
人
講
座
開
講
式
」（
同
コ
ミ

セ
ン
）

▽
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
（
く
ま
川

鉄
道
「
錦
町
木
上
駅
」
近
く
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
群
生
地
）

６
月
１
日
（
金
）

▽
球
磨
川
水
系
「
鮎
漁
解
禁
」

６
月
７
日
（
木
）

▽
近
代
日
本
美
術
協
会
人
吉
グ
ル
ー
プ
作
品
展
（
〜
10
日
、
ひ
と
よ

し
森
の
ホ
ー
ル
）

６
月
９
日
（
土
）

▽
青
井
阿
蘇
神
社
国
宝
指
定
10
周
年
記
念
「
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
」（
〜

10
日
、
同
神
社
境
内
と
参
道
）

今
月
の
一
言

　『文
読
む
月
日
』（

　
　
　
　

   

）
よ
り

　
肉
体
労
働
は
、
く
だ
ら
ぬ
お
喋
り
を
免
れ
さ
せ

て
く
れ
る
と
い
う
だ
け
で
も
、
す
で
に
有
益
で
あ

る
。

表
紙
写
真

　昭
和
20
年
代
の
「
球
磨
川
の
い
か
だ
流
し
」

　撮
影
／
麦
島 

勝

　写
真
提
供
／
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　林
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
昭
和
20
年

代
は
、
豊
富
な
木
材
を
筏
に
組
ん
で

球
磨
川
を
下
り
、
流
れ
の
緩
や
か
な

場
所
で
は
櫓
を
漕
い
で
、
八
代
の
製

材
所
ま
で
運
ん
で
い
た
。

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
編
著

北

御

門

二

郎

訳
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ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
開
花
の
時
期
に
合

わ
せ
て
球
磨
郡
錦
町
の
群
生
地
で
は

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
爽
や

か
な
風
が
吹
く
な
か
で
多
く
の
人
が
花

を
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
催
し
は
、
球
磨
川
ツ
ク
シ
イ
バ

ラ
の
会
（
桑
原
史
佳
会
長
）
が
中
心

と
な
っ
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

広
場
で
の
お
も
て
な
し
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
が
行
わ
れ
た
。
今
回
か
ら
始

ま
っ
た
「
球
磨
川
ロ
ー
ズ
ボ
ー
ト
」
は

球
磨
川
か
ら
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
を
見
学
す

る
も
の
で
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
多
く
の

人
々
が
楽
し
ん
だ
。

　

５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ツ
ク
シ

イ
バ
ラ
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
人
吉
球
磨

の
首
長
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
代
表
、

国
土
交
通
省
関
係
者
ら
が
一
堂
に
会
し
、

「
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
を
観
光
資
源
に
」
な

ど
の
声
が
上
が
っ
た
ほ
か
、
地
域
の
魅

力
や
夢
を
語
り
合
っ
た
。

巻頭言

　
　
天
草
と
人
吉
の
ご
禁
制
の
世
に
は

　

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
天
草
の
崎
津
教
会
を
訪
れ
た
。
崎
津
教
会
を
見
お
ろ
す
崎
津
諏
訪
神
社
か
ら
教
会
と
崎

津
の
集
落
を
望
む
風
景
に
、
何
を
残
し
た
か
ら
世
界
文
化
遺
産
へ
な
る
の
か
と
目
を
大
き
く
見
開
い
た
。
静
か
な
た
た
ず
ま
い
の
小
さ
な
漁

村
が
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
中
で
、
観
光
案
内
人
が
そ
こ
に
集
ま
っ
た
観
光
客
相
手
に
懸
命
に
話
を
し
て
い
る
。

　
「
皆
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
教
会
は
昭
和
２
年
に
赴
任
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
司
祭
ハ
ル
ブ
神
父
の
希
望
で
、
踏
み

絵
の
場
所
の
こ
こ
に
教
会
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
教
会
の
中
は
撮
影
禁
止
で
す
よ
。
お
祈
り
を
さ
れ
て
い
る
信
者
の
方
に
ご
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
お
静
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

向
こ
う
を
ご
覧
下
さ
い
。
あ
そ
こ
に
崎
津
諏
訪
神
社
が
見
え
ま
す
ね
。
あ
の
石
の
鳥
居
が
見
え
ま
す
か
。
あ
の
鳥
居
は
天
草
・
島
原
の
乱

が
起
き
て
、
そ
の
約
50
年
後
に
こ
こ
に
建
っ
た
の
で
す
。
勿
論
、
建
て
た
者
は
そ
う
潜
伏
切
支
丹
。
彼
ら
は
他
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
「
あ

ん
め
ん
り
う
す
（
ア
ー
メ
ン
デ
ウ
ス
）」
と
唱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
江
戸
時
代
の
こ
の
崎
津
集
落
の
人
は
踏
み
絵
を
拒
絶
せ
ず
に
審
議
を

免
れ
て
い
た
の
で
す
よ
。
ど
う
や
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
足
の
裏
に
紙
を
貼
っ
て
直
接
マ
リ
ア
様
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
踏
ん
だ
足
を

洗
っ
て
そ
の
水
を
飲
ん
だ
り
と
集
落
の
者
が
全
員
で
工
夫
し
た
の
で
す
ね
。こ
の
約
６
０
０
人
の
集
落
の
中
で
５
５
０
人
が
切
支
丹
で
し
た
。

　

こ
こ
の
状
況
と
似
た
場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
崎
津
か
ら
真
東
の
人
吉
球
磨
と
い
う
場
所
に
隠
れ
念
仏
者
（
一
向
宗
信
者
）
が
ご
禁
制
の

世
に
あ
っ
て
同
じ
様
に
自
分
た
ち
の
信
仰
を
守
っ
た
の
で
す
。

　

天
草
に
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
た
の
は
ア
ル
メ
イ
ダ
、
永
禄
９
年
（
１
５
６
６
年
）
で
す
が
、
人
吉
の
一
向
宗
禁
教
令
が
そ
の
11
年
前
で

す
か
ら
、
同
じ
苦
し
み
の
時
代
が
明
治
の
西
南
戦
争
終
結
後
ま
で
続
い
て
い
た
の
で
す
ね
。

　

西
郷
さ
ん
、
せ
ご
ど
ん
も
切
支
丹
や
一
向
宗
禁
教
令
は
よ
く
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
え
。
こ
の
隠
れ
念
仏
の
資
料
館
は
山
江
村
の

役
場
の
近
く
に
あ
り
ま
す
の
で
、
次
回
は
そ
こ
へ
足
を
延
ば
し
て
下
さ
い
ま
せ
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
私
が
案
内
人

な
ら
言
う
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 （
宮
原
信
晃
）

ツクシイバラを後世に

可
憐
な
花
に
囲
ま
れ
て

群
生
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

記念撮影する家族連れ

好評だった球磨川ローズボート

様 な々提言が出た「ツクシイバラサミット」は夕暮れまで続いた
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と
の
意
味
を
含
め
て
は
じ
ま
っ

た
。
今
年
は
旅
館
で
な
く
夢

倉
庫
で
開
催
さ
れ
た
。
毎
年
、

５
月
末
に
開
催
さ
れ
る
。

　

４
つ
の
ち
が
う
楽
器
と
歌
を

合
奏
し
た
ら
、
ど
う
い
う
音

楽
に
な
る
の
か
。
異
種
格
闘
技

戦
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
５

月
20
日
に
、
八
代
市
日
奈
久

で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
「
割

り
勘
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
」。

　

演
奏
者
の
出
演
料
も
含
め
て

コ
ン
サ
ー
ト
に
必
要
な
費
用
す

べ
て
を
参
加
者
一
同
が
割
り
勘

で
負
担
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で

は
じ
ま
り
、
今
年
は
そ
の
22
回

目
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
金

波
楼
、
あ
た
ら
し
や
旅
館
な

ど
の
日
奈
久
の
老
舗
旅
館
な
ど

を
会
場
に
し
て
、
建
物
の
歴

史
・
構
造
な
ど
も
知
り
、
日

奈
久
地
区
の
活
性
化
も
図
る

和
洋
４
楽
器
と
歌
の
共
演

第
22
回
割
り
勘
コ
ン
サ
ー
ト

尺八（田嶋直さん）

ギター（山口修さん）

キーボード（宮嶋のぞみさん）

ソプラノ（山口純子さん）

ハンドフルート（高山大
知さん）。指をつかいフ
ルートに似た音を出す

　

昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
今
年
も

開
催
さ
れ
る
。
昨
年
は
「
笑

顔
」
を
テ
ー
マ
に
、
23
カ
国
の

児
童
の
絵
画
を
７
会
場
で
展

示
し
た
。
同
じ
子
ど
も
で
も
、

同
じ
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
も
、
国

に
よ
っ
て
児
童
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
を
展

示
会
で
知
っ
た
。
展
示
作
品
は

熊
本
地
震
の
被
災
地
、
北
海

道
な
ど
で
巡
回
展
示
さ
れ
た
の

ち
、
オ
ラ
ン
ダ
の
学
校
に
送
ら

れ
て
、多
く
の
人
々
に
「
笑
顔
」

を
紹
介
す
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
わ
た
し

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」。
世
界

の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ん
な
人

に
、
ど
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
し
た
い
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま

か
ら
、
楽
し
み
で
あ
る
。

　

応
募
資
格
は
15
歳
未
満
の

世
界
の
こ
ど
も
た
ち
。
た
だ
し

１
人
１
枚
。
用
紙
の
大
き
さ

は
B4
版（
26
×
37
㎝
）以
内
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
相
手
、
応

募
者
名
、
都
道
府
県
市
町
村

名
、
学
年
・
年
齢
を
書
く
。

主
催
は
坂
本
住
民
自
治
協
議

会
。
八
代
市
教
育
委
員
会
な

ど
が
後
援
す
る
。

　

絵
の
送
付
先
は
、
〒
８
６
９

︱
7
６
０
５　

八
代
市
坂
本

町
坂
本
４
２
２
８
︱
24
「
さ

か
も
と
国
際
児
童
画
展
」。
締

切
は
７
月
15
日
。

募集中
第２回さかもと国際児童画展

昨年の道の駅坂本での展示の様子昨年のオープニングセレモニー
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６
月
２
日
、
水
俣
市
環
境

ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
い
て
、
同
会

は
平
成
30
年
度
の
研
究
発
表

会
を
開
催
し
た
。
高
岡
利
治

水
俣
市
長
の
来
賓
挨
拶
の
あ

と
、
正
岡
裕
子
さ
ん
（
水
俣

市
生
涯
学
習
課
）
が
「
梅
北

の
乱
の
時
期
の
水
俣
城
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
お
こ

な
っ
た
。
平
成
21
年
度
か
ら
発

掘
調
査
を
実
施
し
、

石
垣
の
累
線
が
複
雑

で
城
跡
近
く
に
石
垣

の
石
切
場
が
あ
る
こ

と
、
慶
長
12
年
銘
の

瓦
が
出
土
し
た
こ
と

か
ら
佐
敷
城
、
宇
土

城
と
の
類
似
性
が
推

測
さ
れ
る
こ
と
な
ど

紹
介
し
た
。
そ
の
後
、

６
名
が
個
別
の
報
告

を
お
こ
な
っ
た
。
ロ

ビ
ー
を
利
用
し
た
ポ

ス
タ
ー
発
表
も
あ
っ

た
。
基
調
講
演
・
個

別
報
告
の
内
容
は
同

学
会
の
学
会
誌
に
掲

載
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

水
俣
市
で
研
究
発
表
会

不
知
火
海
・
球
磨
川
流
域
圏
学
会

会場（水俣環境アカデミア）

基調講演をおこなう正岡
裕子さん

高岡水俣市長

ポスター発表

柳人があじわう漱石俳句

別
る
ゝ
や
夢
一
筋
の
天
の
川（

漱
石
43
歳
）

影
二
つ
う
つ
る
夜
あ
ら
ん
星
の
井
戸

（
漱
石
30
歳
）

病
ん
で
夢ゆ

め

む
天
の
川
よ
り
出で

水み
ず

か
な

（
漱
石
43
歳
）

落
ち
て
来
て
露
に
な
る
げ
な
天
の
川

（
漱
石
30
歳
）

︱ 

七
夕
を
詠
む
︱

　

こ
れ
は
こ
れ
は
、
熊
本
弁
を
使
う
漱
石
先
生
を
発
見

か
。
熊
本
で
は
よ
く
使
う
言
い
方
だ
。「
げ
な
」
は
「
ら

し
い
」
の
意
味
が
あ
る
。
い
や
い
や
江
戸
っ
子
の
漱
石
先

生
が
熊
本
弁
を
使
う
は
ず
が
な
い
。「
涼
し
げ
な
」
と
同

じ
「
げ
な
」
の
使
い
方
な
の
だ
。「
露
に
な
る
よ
う
な
天

の
川
」
と
読
む
な
ら
納
得
が
い
く
。
明
治
時
代
は
い
ま

と
は
異
な
る
助
詞
の
使
い
方
を
し
た
。

　

こ
の
こ
と
と
直
接
関
係
は
な
い
が
「
小
学
校
令
施
行

規
則
」
で
今
日
の
平
仮
名
の
五
十
音
に
統
一
さ
れ
た
の
は

こ
の
三
年
後
。
近
代
は
日
本
語
の
過
渡
期
に
あ
っ
た
。

　

め
ず
ら
し
く
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
句
を
見
つ
け
た
。
２

句
目
は
井
戸
に
織
姫
星
と
彦
星
が
写
っ
て
い
る
よ
う
す
。

　

俳
句
に
は
星ほ

し
あ
ひ合

と
い
う
美
し
い
季
語
が
あ
る
。
星
逢

う
夜
、
星
の
契
、
星
の
恋
、
星
の
別
れ
な
ど
も
七
夕
の
こ

ろ
の
季
語
。

　

漱
石
は
こ
の
句
の
年
の
８
月
、
胃
潰
瘍
の
療
養
の
た
め

伊
豆
で
療
養
を
始
め
た
。
と
こ
ろ
が
数
日
後
、
修
善
寺

の
大
患
と
い
わ
れ
る
重
篤
な
状
態
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ

の
時
は
か
ろ
う
じ
て
回
復
し
て
い
る
。
こ
の
句
は
回
復
後

の
随
筆
に
書
か
れ
た
句
だ
が
、
七
夕
は
８
月
が
一
般
的

だ
っ
た
よ
う
だ
。
七
夕
は
秋
の
季
語
で
あ
る
。

　
　

予
報
士
に
一
任
し
ま
す
星
の
恋

　
　

七
夕
の
笹
も
願
い
も
燃
や
す
ゴ
ミ

【
い
わ
さ
き
楊よ

う

子こ

／
川
柳
と
俳
句
の
愛
好
家
、
熊
本
市
在
住
】

いわさき楊子

─ ㉗ ─
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昔
は
霧
も
濃
く
、
こ
の
踏
切
で
の
バ
イ
ク

や
人
身
事
故
が
多
か
っ
た
と
か
。
今
は

周
囲
の
畑
に
は
メ
ロ
ン
ハ
ウ
ス
が
目
立
つ
。

新し
ん
つ
る鶴
羽ば

駅

　

こ
の
駅
は
、
く
ま
川
鉄
道
開
業
と
同

時
の
平
成
元
年
10
月
１
日
に
造
ら
れ
た

新
駅
。
こ
の
駅
の
少
し
先
ま
で
が
多
良

木
町
の
範
囲
で
、
駅
は
多
良
木
町
大
字

多
良
木
植
木
１
０
５
２
︱
３
に
位
置
す

る
１
面
１
線
の
無
人
駅
で
あ
る
。
人
吉

駅
か
ら
は
23
㎞
３
５
０
ｍ
、
次
の
湯
前

　

東
多
良
木
駅
か
ら
新
鶴
羽
駅
ま
で
は

１
・
５
㎞
。
線
路
は
直
線
か
ら
百
太
郎
溝

を
跨
ぎ
、
そ
の
支
間
12
・
８
ｍ
の
百
太

郎
橋
梁
の
手
前
１
０
０
ｍ
辺
り
か
ら
Ｓ

字
カ
ー
ブ
を
つ
く
り
始
め
る
。瀬
井
第
３
・

第
４
踏
切
を
過
ぎ
て
、
植
木
跨
線
橋
の

下
を
潜
る
と
、
そ
の
先
に
新
鶴
羽
の
駅
が

見
え
て
く
る
。
以
前
、
こ
こ
に
は
２
１
９

号
線
の
植
木
踏
切
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
45

年
３
月
か
ら
は
陸
橋
に
変
わ
っ
て
い
る
。

連載その㉗  くま川鉄道・新鶴羽駅
熊本産業遺産研究会　松本晉一

河口から上流まで、その駅を訪ねる

百太郎橋梁

植木跨線橋

植木陸橋上より新鶴羽方面

球磨川の駅・ものがたり

造
ら
れ
て
い
る
。
階
段
は
中
央
に
左
右
２

か
所
、
公
立
病
院
駅
ほ
ど
の
傾
斜
は
な

く
段
数
も
少
な
い
が
、
足
が
不
自
由
な

人
に
は
少
し
気
に
な
る
。

　

平
成
27
年
春
に
は
ホ
ー
ム
の
支
柱
や

壁
を
、
職
員
ら
が
竹
を
用
い
た
手
作
り
の

風
除
け
壁
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
さ
ら
に
装

丁
を
屏
風
状
に
和
風
な
感
じ
を
出
し
て
、

地
元
の
日
本
遺
産
の
存
在
に
も
一
役
買
っ

て
い
る
。
特
に
湯
前
寄
り
の
竹
柱
の
そ
の

駅
ま
で
は
１
㎞
５
１
０
ｍ
の
距
離
に
あ

る
。
駅
名
は
鶴
羽
の
地
元
名
か
ら
だ
が
、

新
の
文
字
は
Ｊ
Ｒ
四
国
高
徳
線
の
鶴つ

る

羽わ

駅
と
の
同
名
を
避
け
て
新
鶴
羽
と
し
た
と

か
。
開
業
当
時
は
原
野
で
国
道
２
１
９

号
線
か
ら
こ
の
駅
が
良
く
見
え
た
と
の

こ
と
。
今
は
国
道
沿
い
に
民
家
も
増
え
、

遠
目
に
は
見
え
に
く
い
。

　

駅
の
構
造
は
公
立
病
院
駅
と
同
様
、

盛
土
で
は
な
く

Ｈ
鋼
材
を

土
台
に
し

て
、
そ
の

上
に
鋼
鈑

を
載
せ
て

舗
装
し
た

プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
（
約

70
ｍ
）
で

彫
刻
模
様
は
、
鉄
ち
ゃ
ん
の
ネ
ッ
ト
紙
上

で
も
絶
賛
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地

元
の
生
産
物
と
し
て
の
竹
製
品
の
存
在
を

も
再
確
認
さ

せ
ら
れ
る
。

ま
た
木
製
の

待
合
用
椅
子

も
そ
の
雰
囲

気
に
一
役
買
っ

て
い
る
。

新鶴羽駅

東多良木側ホーム 駅名標

ホーム中央

湯前側ホーム
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は
百
太
郎
堰
を
模
し
た
洒
落
た
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
公
園
内
に
は

地
元
の
俳
人
、
宗
像
夕
野
火
の
「
首
振

れ
ば 

か
わ
る
瀬
の
音 

鮎
帰
る
」
の
記
念

碑
も
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
当
駅
の
南
側
、
３
０
０
ｍ
の
と

こ
ろ
に
は
古
い
レ
ン
ガ
煙
突
を
有
す
る
恒

松
酒
造
本
店
が
あ
り
、
手
前
の
東
多
良

木
駅
傍
の
宮
本
酒
造
と
同
様
、
産
業
遺

産
と
し
て
の
焼
酎
工
場
見
学
に
も
都
合
の

良
い
駅
で
も
あ
る
。

　

多
良
木
地
区
に

は
こ
の
他
５
カ
所
も

の
球
磨
焼
酎
醸
造

所
が
あ
り
、
そ
の
数

７
つ
は
人
吉
球
磨
で

も
群
を
抜
く
。
い

ず
れ
も
こ
の
地
区
が

豊
か
な
米
ど
こ
ろ
で

あ
る
こ
と
の
象
徴
で
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

南
奥
の
中
原
地
区
に

は
旧
相
良
家
の
家
臣

で
、焼
酎
製
造
業
（
茶

屋
）
も
営
ん
だ
安
政
期
の
鈎
屋
造
り
「
太

田
家
住
宅
」
が
あ
り
、
そ
の
近
く
に
在
る

多
良
木
菅
原
神
社
と
共
に
日
本
遺
産
を

構
成
す
る
地
域
で
も
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

・
盆
地
を
走
る
駅
シ
リ
ー
ズ
13
「
新
鶴
羽
」
平
成
21
年
５
月
22
日　

人
吉
新
聞

・
く
ま
川
鉄
道
「
幸
せ
探
し
」
へ
出
発　

平
成
29
年
４
月
10
日　

人
吉
新
聞

・
村
田
公
三
郎
「
球
磨
地
方
の
自
然
と
生
活
」
昭
和
54
年
２
月　

球
磨
商
業
高

校
社
会
科

・
湯
前
線
沿
線
地
域
振
興
調
査
報
告
書　

昭
和
元
年
３
月　

熊
本
県

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料

太田家住宅

恒松酒造本店とレンガ造煙突

百太郎溝デザインマンホール

現取入れ口（左）

れ
て
い
る
。
東
多
良
木
寄
り
に
は
鋼
製
の

丈
夫
な
自
転
車
置
場
が
造
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
田
園
地
帯
の
線
路
を
跨
ぐ
灌
漑

施
設
と
し
て
、
各
所
に
サ
イ
フ
ォ
ン
を
利

用
し
た
施
設
が
見
ら
れ
る
。
途
中
、
駅

手
前
の
蓮
花
寺
第
一
踏
切
で
は
定
期
的
な

信
号
保
守
点
検
作
業
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

当
駅
か
ら
２
１
９
号
線
を
横
切
り
、

北
へ
９
０
０
ｍ
ほ
ど
先
に
は
球
磨
川
が

望
め
る
。
大
王
橋
か
ら
上
流
に
は
、
川

鵜
の
親
子
が
川
面

に
た
む
ろ
し
て
い

た
。
そ
の
先
、
川

が
カ
ー
ブ
す
る
所

に
３
０
０
年
前
に

開
削
さ
れ
、
上
中

球
磨
の
１
５
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
を

潤
す
百
太
郎
溝

　

駅
の
利
用
状
況
を
聞
く
と
、
多
良
木

町
で
の
会
合
等
に
は
町
民
も
使
う
が
、
15

名
程
度
の
通
学
生
が
主
体
と
の
返
事
。
こ

の
駅
周
辺
を
２
カ
月
毎
に
地
元
５
班
の

地
区
で
、
草
刈
り
な
ど
の
清
掃
作
業
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
国
道
か
ら
も
近
く

駅
の
利
便
性
も
あ
り
、
付
近
を
住
宅
地

と
し
て
開
発
す
る
案
や
、
駅
利
用
の
た
め

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
拡
幅
、
駐
車
場
設

置
な
ど
、
鉄
道
振
興
へ
の
方
策
案
が
出
さ

（
百
太
郎
が
人
柱
に
立
っ
た
難
工
事
で

１
７
１
０
年
に
完
成
、
全
長
19
㎞
）
が

あ
る
。
そ
の
公
園
に
百
太
郎
堰
の
旧
取
入

れ
樋
門
（
凝
灰
岩
造
）
が
保
存
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
す
ぐ
下
手
に
は
新
し
い
取
入

れ
口
が
造
ら
れ
て
い
る
。
周
辺
の
道
路
に

信号の保守点検

百太郎堰の旧取入れ口

線路を潜る灌漑施設
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げ
て
、
な
に
や
ら
お
っ
し
ゃ
っ
た
お
姿
に
、

甘
茶
を
３
度
掛
け
た
。

　

お
売
り
頂
く
甘
茶
を
買
い
求
め
参
道

を
下
っ
て
、
左
膝
を
立
て
て
お
ら
れ
る
お

地
蔵
さ
ん
に
も
ご
挨
拶
。

　
「
江
戸
の
頃
の
お
地
蔵
さ
ま
、
い
つ
も

お
見
守
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

手
を
合
わ
せ
て
こ
の
場
を
去
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
日
後
で
あ
る
。

　

編
集
長（
ま
）さ
ん
が
慌
て
る
様
に
や
っ

て
き
た
。

　
「
大
変
で
す
。
西
福
寺
跡
の
お
位
牌
が

わ
か
り
ま
し

た
」
と
興
奮

し
て
い
る
。

　

人
吉
市

内
は
九
日
町

に
あ
る
つ
ぼ

や
の
店
主
、

仏壇の中にあった大きな位牌

士
」
と
読
め
た
。

　

し
か
も
、
金
の
輝
き
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
ど
う
見
て
も
名
の
あ
る
方
の

お
位
牌
に
間
違
い
な
し
、「（
ま
）
さ
ん
、

益
田
啓
三
さ
ん
が
書
か
れ
た
『
南
無
』

と
い
う
本
に
資
料
が
あ
る
筈
ば
い
」
と
阿

弥
陀
様
に
も
聞
こ
え
る
程
に
興
奮
し
て
伝

え
た
。

　

阿
弥
陀
堂
の
中
に
は
花
御
堂
（
花
の

屋
根
で
作
ら
れ
た
お
釈
迦
様
の
小
さ
な

お
堂
）
が
あ
り
、
誕
生
仏
と
い
わ
れ
る
お

釈
迦
様
が
お
生
ま
れ
に
な
り
右
手
を
あ

益
田
啓
三
さ
ん
の
報
告
書
を
持
っ
て
き
て

く
れ
た
の
だ
。

　
「
万
江
宇
右
衛
門
晶
純
」
と
い
う
お
方

で
、
人
吉
藩
相
良
家
25
代
の
長
在
時
代

の
家
老
を
勤
め
た
お
方
で
あ
る
。
資
料
で

は
55
歳
で
亡
く
な
り
４
４
０
石
の
お
侍

様
で
あ
っ
た
。

　

寛
保
３
年
は
１
７
４
３
年
に
亡
く
な
っ

て
お
ら
れ
る
。
そ
の
年
齢
を
逆
算
す
れ

ば
、
生
ま
れ
た
の
は
１
６
８
８
年
。
元

禄
元
年
、
江
戸
中
期
で
は
な
い
か
。
相

良
城
下
は
ど
ん
な
風
景
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
、
ど
ん
な
事
件
が
相
良
の
人
々
に
降

り
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

観
音
寺
に
肥
前
（
佐
賀
）
か
ら
左
膝

を
立
て
た
お
地
蔵
さ
ん
が
持
ち
込
ま
れ

た
の
は
元
禄
13
年
。
と
い
う
こ
と
は
13
歳

の
こ
ろ
に
、
相
良
の
城
下
に
初
め
て
左
膝

を
立
て
た
お
地
蔵
さ
ん
が
来
て
、
そ
れ

　

灌か
ん
ぶ
つ
え

仏
会
（
一
般
に
は
、「
花
祭
り
」
が

有
名
）
と
い
う
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
日

を
祝
う
行
事
を
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
近

く
の
松
本
佳
久
さ
ん
が
甘
茶
の
用
意
や
、

お
茶
の
接
待
も
と
大
忙
し
の
様
で
あ
る
。

こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
当
誌
主
幹
の
上
村
雄

一
さ
ん
が
阿
弥
陀
堂
の
中
に
お
ら
れ
て
取

材
を
さ
れ
て
い
た
。

　

私
は
阿
弥
陀
様
に
「
ご
無
沙
汰
し
て

お
り
ま
す
。
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
つ
」
と
お
参

り
を
し
て
、
ひ
ょ
い
と
左
の

方
を
見
た
。

　

大
き
な
お
仏
壇
で
あ
る
。

　

中
に
は
数
本
の
お
位
牌
が

あ
り
、
元
は
金
ピ
カ
の
お
位

牌
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と

思
え
る
大
き
な
お
位
牌
に
目

が
い
っ
た
。

　
「
節
心
院
義
岳
英
忠
居

　

昨
年
も
だ
が
、
今
年
も
山
江
村
は
万

江
地
区
に
あ
る
「
西
福
寺
跡
」
と
い
う
古

い
阿
弥
陀
如
来
様
が
お
ら
れ
る
寺
跡
へ
、

編
集
部
の
（
ま
）
さ
ん
と
一
緒
に
お
参
り

に
行
っ
た
。

く
ま
が
わ
の
神
さ
ん
仏
さ
ん 

㉒

山
江
村
万
江
、西
福
寺
跡
に
て

宮原信晃

阿弥陀如来像（松本佳久さん撮影）

西福寺跡での灌仏会の朝（5月19日、松本佳久さん撮影）
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家
老
様
が
亡
く
な
っ
て
10
年
後
で
あ
る
。

　

ひ
ょ
っ
と
し
て
、
西
福
寺
跡
の
山
門
入

り
口
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
殿
の
お
抱
え

石
工
の
松
尾
傳
六
の
作
か
も
し
れ
な
い
。

松
尾
傳
六
は
神
瀬
の
住
吉
神
社
の
石
の

鳥
居
を
、
家
老
様
が
亡
く
な
っ

た
翌
年
の
寛
保
４
年
に
建
て
て

い
る
。
相
良
家
の
家
臣
達
が

万
江
家
の
た
め
に
殿
に
直
訴
し

て
、
地
蔵
さ
ん
を
建
立
し
た

の
か
、
も
う
訳
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
、
ご
位
牌
事
件
で
あ
っ

た
。

【
み
や
は
ら
・
の
ぶ
あ
き
／
Ｆ
Ｂ

お
地
蔵
さ
ん
調
査
隊
代
表
・
人

吉
お
お
く
ま
座
の
会
事
務
局
】

く
は
五
日
町
の
石
工
作
右
衛
門
に
左
膝

を
立
て
た
お
地
蔵
さ
ん
を
依
頼
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
ひ
と
山
こ
え
た
山
田
の
高
寺

院
の
北
に
は
五
日
町
の
作
右
衛
門
作
の
お

地
蔵
さ
ん
が
お
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の

を
少
年
の
頃
に
み
た
筈
。
大
人
に
な
っ
て
、

相
良
家
の
家
老
に
な
り
、
自
分
の
自
宅

近
く
の
西
福
寺
の
山
門
の
入
り
口
に
左
膝

の
お
地
蔵
さ
ん
が
欲
し
い
と
、
相
良
藩

の
お
抱
え
石
工
の
松
尾
傳
六
か
、
も
し

益田啓三氏著『南無』より

　

麦
島
勝
は
、２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）

５
月
、
写
真
集
「
球
磨
川
と
50
年
」
を

世
に
問
う
た
。
昭
和
20
年
代
の
写
真
を

ま
と
め
た
冊
子
と
昭
和
40
年
代
の
写
真

を
ま
と
め
た
冊
子
の
２
冊
本
で
あ
っ
た
。

前
者
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、
後
者
は
カ
ラ
ー

写
真
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
20
年

代
と
昭
和
40
年
代
を
対
比
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
時
代
の
変
化
を
視
覚
的
に
示
そ
う

と
い
う
意
図
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
モ
ノ
ク

ロ
写
真
と
カ
ラ
ー
写
真
の
２
冊
組
の
採
用

は
偶
然
で
は
な
い
。
問
題
は
、
そ
こ
に
お

い
て
麦
島
が
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な

問
題
関
心
を
も
っ
て
い
た
か
に
あ
る
。
本

人
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
２
点
あ
っ
た
。

　

第
一
に
、
貧
困
か
ら
の
脱
出
で
あ
る
。

麦
島
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
終
戦
後
、
復
員
し
て
き
た
私
が
見
た

故
郷
は
あ
ま
り
に
も
荒
廃
し
て
い
ま
し

た
。
荒
れ
果
て
た
町
や
田
畑
、
家
、
人

の
心
も
な
に
も
か
も
す
べ
て
が
貧
し
か
っ

た
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
今
の
日
本
の
復
興

が
は
じ
ま
り
ま
す
。（
写
真
を
見
て
）
球

磨
川
流
域
の
う
つ
り
行
く
姿
を
見
て
頂
き

た
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
現
在
あ
る
豊
か

な
く
ら
し
に
行
き
着
く
ま
で
の
先
人
達
の

努
力
を
知
っ
て
欲
し
い
の
で
す
」。

　

第
二
に
、
川
と
人
間
の
関
係
性
の
再

構
築
で
あ
る
。
麦
島
は
言
う
。

麦島勝の
仕事と課題

追悼・麦島勝さん
５月17日、八代市で没。享年 90 歳

麦島 勝（むぎしま・まさる）

　昭和 2 年、 八代市生ま
れ。熊本県立熊本工業学
校機械科卒業。昭和 20
年、復員後は技術者として
工場に勤務する傍ら、余
暇に写真を撮り続け、写
真家として活躍。（八代市
立博物館未来の森ミュージ
アム資料より）
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は
本
誌
の
課
題
と
重
な
る
。
今
月
号
で

は
、彼
が
特
に
関
心
を
寄
せ
た
「
筏
流
し
」

に
注
目
し
、
そ
れ
に
関
係
す
る
写
真
な

ど
を
紹
介
す
る
。
い
ま
は
失
わ
れ
っ
て
し

ま
っ
た
仕
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
注
目
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
に
が
み
え
て
く
る

で
あ
ろ
う
か
。

　

写
真
家
・
麦
島
勝
は
５
月
17
日
に
逝

去
し
た
。
享
年
90
歳
で
あ
っ
た
。
謹
ん
で
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

　

こ
の
展
示
会
が
最
後
の
展
示
会
に
な
っ

た
。
麦
島
さ
ん
の
写
真
は
球
磨
川
に
限

定
さ
れ
て
い
な
い
広
が
り
が
あ
っ
た
。
そ

の
全
体
は
味
わ
い
深
い
魅
力
に
満
ち
て
い

る
。そ
れ
に
つ
い
い
て
は
別
に
検
討
す
る
。

〈
文
中
敬
称
略
〉

（
春
秋
）

れ
に
せ
よ
、「
豊
か
に
」
な
る
過
程
は
球

磨
川
が
大
き
く
変
貌
す
る
過
程
で
も
あ
っ

た
。
古
い
時
代
の
素
朴
の
関
わ
り
方
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
人
々
の
価
値
観
は

多
様
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
率
直
に
受

け
入
れ
た
う
え
で
、
川
と
人
間
の
関
係

を
再
度
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
彼
の

ス
タ
ン
ス
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ

て
は
状
況
の
変
化
を
記
録
す
る
こ
と
に
ひ

と
ま
ず
力
点
を
置
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ

ろ
う
、
記
録
者
と
し
て
の
立
場
を
徹
底

す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
変
化
す

る
状
況
を
記
録
し
つ
づ
け
、
そ
の
こ
と
を

通
じ
て
、
川
と
人
間
の
関
係
を
再
度
構

築
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
俗
的
に

い
え
ば
「
温
故
知
新
」
に
な
る
。
い
ず

め
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
う
し

た
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
は
、
現
在
で
も
、
多

く
の
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
使

用
し
て
い
る
や
り
方
で
、
現
実
社
会
に
そ

う
し
た
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
反

映
で
あ
る
と
も
い
え
る
、
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
問
題
一
点
に
固
執
し
て
議
論
を
進
め
て

も
生
産
的
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
率
直
に
、

戦
争
直
後
の
状
況
と
の
対
比
で「
豊
か
さ
」

を
実
感
す
る
ま
で
に
日
本
社
会
を
頑
張
っ

た
と
素
朴
に
理
解
し
て
よ
い
よ
う
に
み
え

る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
は
第

二
の
課
題
の
設
定
に
み
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
川
と
人
間
と
の
関
係
は
以
前

と
は
ち
が
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
の
認

識
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
写
真
家
・
麦
島

勝
が
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
み

て
い
い
た
か
は
写
真
を
み
る
だ
け
で
は
直

ち
に
分
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
麦
島
と
し

川
と
人
の
関
係
を
考
え
ま
す
」。

　

前
者
は
平
凡
な
指
摘
に
み
え
る
が
、
よ

く
考
え
て
み
る
と
、「
豊
か
さ
」
と
は
な

に
か
と
い
う
根
本
的
に
問
題
に
か
か
わ
っ

て
い
て
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
大
量

生
産
大
量
消
費
の
物
資
文
明
を
麦
島
が

ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
か
は
別
に
し
て
、

カ
ラ
ー
写
真
版
を
見
る
と
き
、
源
流
地
、

釣
り
、
遡
上
す
る
鮎
を
写
し
つ
つ
、
多
数

の
ダ
ム
・
堰
の
写
真
も
紹
介
し
、
電
力

を
生
み
出
す
近
代
的
措
置
の
代
表
者
と

し
て
の
ダ
ム
の
存
在
価
値
を
肯
定
的
に
受

け
止
め
て
い
る
よ
う
で
も
あ
っ
て
、
自
然

世
界
の
重
要
性
を
強
調
し
つ
つ
、
そ
れ
を

阻
害
す
る
状
況
も
否
定
し
な
い
と
い
う
、

ひ
ど
く
わ
か
り
に
く
い
。
矛
盾
す
る
も
の

を
同
時
に
肯
定
す
る
と
い
っ
た
「
豊
か
さ
」

に
つ
い
て
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
態
度
が
し

　
「
昔
か
ら
、
川
は
人
々
の
く
ら
し
を
支

え
て
き
ま
し
た
。
川
か
ら
水
を
引
い
て
農

作
を
行
い
、
川
の
魚
を
食
べ
、
川
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。（
と
こ
ろ
が
）
人
々
の
く

ら
し
方
も
考
え
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
、
…
…
（
そ
こ
で
）
球
磨
川
の
半

世
紀
を
検
証
し
、
こ
れ
か
ら
の
、
新
し
い

麦島さんは晩年には、八代駅前の喫茶店「ミック」で前山
光則さん（作家）、森山学さん（熊本高専教員）、石原浩さ
ん（八代市立博物館学芸員）と写真集の出版・展示会の
準備のため打ち合わせをしていた

生前最後の写真展となった２年前のチラシとチケット
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で
の
旧
日
本
セ
メ
ン
ト
八
代
工
場
の
閉
鎖
に

伴
う
大
築
島
の
見
学
会
（
平
成
17
年
10
月

29
日
）、
そ
し
て
同
じ
大
築
島
を
10
年
後
の

平
成
27
年
11
月
29
日
に
記
録
し
た
時
、
次

い
で
平
成
28
年
４
月
の
人
吉
石
野
公
園
で
の

熊
日
写
真
撮
影
会
の
時
で
あ
っ
た
。
あ
の
時

は
日
本
橋
で
買
っ
た
ば
か
り
の
昔
の
ポ
ケ
ッ

ト
カ
メ
ラ
で
白
黒
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
た
憶
え

が
あ
る
。
そ
の
時
の
氏
の
撮
影
の
仕
方
は
、

何
も
構
え
ず
に
、
サ
ラ
ッ
と
愛
用
の
小
型
望

遠
デ
ジ
カ
メ
を
使
っ
て
お
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
す
。

　

氏
曰
く
「
風
景
を
写
し
撮
る
こ
と
、
そ
れ

は
時
を
絡
め
取
る
こ
と
で
す
。
写
真
機
と
い

う
も
の
が
発
明
さ
れ
る
以
前
か
ら
瞬
間
の
風

景
を
何
ら
か
の
形
に
し
て
、
永
遠
に
留
め
て

お
き
た
い
と
願
っ
た
の
で
す
。（
中
略
）
わ
れ

わ
れ
は
デ
ジ
カ
メ
付
き
ケ
ー
タ
イ
と
い
う
道

具
を
手
に
入
れ
た
。
気
軽
に
風
景
が
写
し

撮
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
瞬
間
が
小
さ
な
チ
ッ

な
か
な
か
、
あ
の
昔
の
重
い
一
眼
レ
フ
を
構

え
て
で
は
、
サ
ッ
と
〝
は
い
・
パ
チ
リ
〟
と

は
い
か
な
い
も
の
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
そ

れ
が
素
直
に
、
自
然
に
フ
ィ
ル
ム
に
顕
わ
れ

て
い
る
の
は
、
氏
の
性
格
そ
の
も
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
氏
と
共
に
写
真
撮
影
に
同
行
し

た
の
は
、
最
初
は
熊
本
産
業
遺
産
研
究
会

ま
だ
あ
の
頃
は
お
元
気
で
、
氏
か
ら
写
真

撮
影
の
コ
ツ
、
ポ
イ
ン
ト
等
を
お
聞
き
し
た

経
緯
が
あ
る
。
そ
の
時
、
併
せ
て
「
人
吉
繁

盛
期
」
の
写
真
を
撮
影
し
た
明
治
の
写
真

家
・
小
川
一
眞
の
「
人
吉
繁
盛
期
の
写
真
に

見
る
明
治
の
人
吉
」
も
作
製
紹
介
し
た
。

　

氏
の
写
真
術
の
ポ
イ
ン
ト
は
、そ
の
時
代
、

そ
の
当
時
の
生
活
を
、
そ
の
在
る
が
ま
ま
に

被
写
体
を
写
し
撮
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の

無
垢
な
表
情
、
繕
い
の
な
い
雰
囲
気
は
、
こ

れ
は
恐
ら
く
、
氏
の
撮
影
時
の
表
情
、
顔
、

あ
の
目
の
優
し
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

十島文庫にて（平成 26 年 10月26日）

「熊本の写真を楽しむ、写真で
語る」抄録集

真
２
点
も
入
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経
緯
も

あ
っ
た
。

　

同
じ
く
八
代
の
鉄
道
写
真
家
、
小
澤
年

満
氏
と
の
ご
縁
で
は
、
小
澤
氏
所
有
の
地
元

八
代
の
産
業
遺
産
の
一
つ
、艦
上
爆
撃
機
「
流

星
」
の
風
防
装
置
製
作
に
、
麦
島
氏
が
学

徒
動
員
で
携
わ
っ
て
お
ら
れ
た
内
容
を
取

材
、
八
代
の
産
業
の
す
そ
野
の
広
さ
も
知
る

こ
と
が
出
来
た
。

　

そ
ん
な
中
、
写
真
集
「
昭
和
の
貌か

お

」
が

熊
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
出
版
祝
い
も
兼
ね
て
、
平
成

26
年
10
月
、
十
年
振
り
に
開
催
し
た
第
８

回
球
磨
川
ア
カ
デ
ミ
ア
の
企
画
で
は
「
熊
本

の
写
真
を
楽
し
む
、
写
真
で
語
る
」
の
テ
ー

マ
で
、
麦
島
氏
と
前
山
氏
を
お
迎
え
し
て
、

テ
ー
マ
ト
ー
ク
「
球
磨
川
を
撮
り
続
け
て
・

残
し
た
い
写
真
、
写
し
た
い
写
真
」
の
お
話

を
聞
く
会
と
写
真
展
を
企
画
し
た
。
ま
だ

〝
あ
の
時
〟を
撮
り
続
け
た

   
麦
島
勝
氏
の
こ
と

熊
本
産
業
遺
産
研
究
会　

松
本
晉
一

　

最
初
の
氏
と
私
と
の
出
会
い
は
、
恐
ら
く

氏
の
人
吉
方
面
撮
影
の
折
、
駒
井
田
町
の

花
田
桂
助
先
生
宅
訪
問
の
帰
り
、
八
代
で
の

写
真
展
の
会
場
な
ど
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。

特
に
協
力
者
の
前
山
光
則
氏
（
私
の
後
輩
で

八
代
在
住
）
と
の
ご
縁
も
あ
り
、
写
真
集

の
中
で
も
、
乗
り
物
、
特
に
自
動
車
や
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
お
二
人
に
「
ぜ
ひ
、
ク
ル
マ
、

船
、
鉄
道
な
ど
乗
り
物
特
集
企
画
展
を
！
」

と
常
々
お
願
い
し
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
の
熊
日
主
催
「
昭
和

の
思
い
出
・
写
真
展
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

昭
和
34
年
頃
、
父
の
撮
影
し
た
大
工
町
写

　

先
月
５
月
17
日
に
90
歳
で
亡
く
な
ら
れ

た
八
代
の
市
井
の
写
真
家
、
麦
島
勝
氏
の
こ

と
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。

大築島調査時に（平 27.11.29）
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「筏流し」撮影者／麦島勝　
撮影場所／八代市萩原町　旧萩原橋下流
撮影年月日／昭和 25 年（1950）5月2日
（八代市立博物館未来の森ミュージアム蔵）

た
。
時
代
と
と
も
に
変
容
す
る
日
常
を
撮

り
続
け
た
麦
島
氏
の
写
真
は
、「
記
録
写

真
」
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
あ

の
時
私
が
感
じ
た
の
は
「
芸
術
写
真
」
と

し
て
の
魅
力
だ
っ
た
。
球
磨
川
の
「
静
」
と

「
動
」
が
対
峙
す
る
構
図
の
な
か
、
筏
の

舵
取
り
を
す
る
船
頭
た
ち
の
「
緊
張
」
が

画
面
を
支
配
す
る
。
と
は
い
っ
て
も
船
頭

の
姿
は
小
さ
く
顔
も
見
え
な
い
。
緊
張
は

微(

か
す)

か
に
し
か
伝
わ
ら
な
い
の
だ
が
、

こ
の
「
微
か
」
の
匙
加
減
に
こ
そ
、
麦
島

写
真
の
魅
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

氏
の
写
真
を
見
る
者
は
、
そ
の
「
微
か
」

を
汲
み
取
ろ
う
と
無
に
な
る
瞬
間
、
先
の

写
真
で
い
う
な
ら
水
飛
沫
の
音
や
冷
た
さ

に
触
れ
た
か
の
よ
う
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
体

感
す
る
の
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
の
麦
島
写

真
は
、
こ
の
時
以
来
、
静
か
な
る
芸
術
写

真
と
し
て
存
在
し
続
け
て
い
る
。

【
い
し
は
ら
・
ひ
ろ
し
／
八
代
市
】

静
か
な
る
芸
術
写
真

八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員　

石
原　

浩

　

麦
島
勝
氏
と
の
出
会

い
は
、
私
が
八
代
市
立

博
物
館
建
設
準
備
室
に

勤
務
し
は
じ
め
た
平
成

２
年
、「
八
代
の
今
昔
」

の
取
材
で
氏
の
自
宅
を

訪
ね
た
こ
と
に
は
じ
ま

る
。
部
屋
一
面
に
広
げ

ら
れ
た
写
真
の
な
か
で

ひ
と
き
わ
印
象
に
残
っ

た
の
が
「
筏
流
し
」。

　

そ
れ
は
荒
瀬
ダ
ム

が
完
成
す
る
ま
で
の
球

磨
川
の
風
物
詩
で
あ
っ

球
磨
川
流
域
、
八
代
・
水
俣
・
天
草
・
有

明
海
流
域
の
そ
の
時
代
の
す
べ
て
の
情
景
が

蘇
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
氏
へ
の
追
悼
企
画
と
し
て
、

ぜ
ひ
、
八
代
市
立
博
物
館
に
は
「
麦
島
勝

の
写
真
を
語
る
」
な
ど
と
題
す
る
追
悼
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
追
悼
企
画
展
を
お
願
い
し
た
い

と
個
人
的
に
願
っ
て
い
る
。
そ
し
て
氏
の
写

真
ク
ラ
ブ
「
ざ
ぼ
ん
」
の
愛
弟
子
、
森
口
昭

十
四
さ
ん
に
は
、
そ
こ
の
場
で
麦
島
写
真
術

に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
も
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

　

今
秋
開
催
予
定
の
第
12
回
球
磨
川
ア
カ

デ
ミ
ア
「
演
芸
を
語
る
」
で
は
、
氏
の
撮
影

し
た
〝
大
道
芸
、
門
付
芸
〟
の
写
真
を
紹

介
し
て
み
た
い
。

〈
参
考
資
料
〉

　

第
８
回
球
磨
川
ア
カ
デ
ミ
ア
抄
録
集
「
熊

本
の
写
真
を
楽
し
む
、
写
真
で
語
る
」

平
成
26
年

く
の
あ
ち
こ
ち
で
写
真
を
撮
っ
て
る
時
に
、

深
田
あ
た
り
で
出
会
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
そ

れ
か
ら
の
ご
縁
で
あ
る
。
彼
の
写
真
は
芸
術

性
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
記
録
性
の

あ
る
普
通
の
写
真
を
撮
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う

だ
。
で
も
、氏
は
舶
来
の
カ
メ
ラ
も
数
台
持
っ

て
お
ら
れ
て
、
恐
ら
く
芸
術
写
真
も
大
分

撮
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
し

か
し
、
写
真
の
役
割
と
は
結
局
は
、
彼
の
よ

う
な
記
録
性
に
あ
る
の
だ
と
思
う
」
と
。

　

勿
論
、
氏
の
著
作
「
球
磨
川
の
50
年
」

（
２
０
０
０
年
建
設
省
）「
川
の
記
憶
」

（
２
０
０
２
年
葦
書
房
）、「
麦
島
勝
写
真
集
」

（
２
０
０
５
年
八
代
市
立
博
物
館
）、「
昭

和
の
貌
」（
２
０
１
３
年
葦
書
房
）、「
写
真

家
麦
島
勝
の
世
界
」（
平
成
28
年
八
代
市
立

博
物
館
）
の
中
に
は
優
れ
た
生
活
の
記
憶
、

歴
史
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら

を
テ
ー
マ
別
に
光
を
当
て
れ
ば
、
そ
し
て
そ

れ
に
背
景
解
説
と
索
引
を
付
け
れ
ば
、
こ
の

プ
に
た
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
再

生
可
能
な
時
間
の
蓄
積
が
出
来
ま
す
。
画

像
を
呼
び
出
す
た
び
に
、
脳
内
タ
イ
ム
マ
シ

ン
が
わ
れ
ら
を
〝
あ
の
時
〟
に
い
ざ
な
っ
て

く
れ
ま
す
」
と
。

　

同
じ
く
地
元
写
真
家
の
花
田
桂
助
氏
（
花

田
歯
科
医
院
院
長
）
は
、
氏
の
撮
影
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
、「
麦
島
氏
と
は
若
い
時
、
近テーマトークでのお話（就職列車）



23  くまがわ春秋　Vol.27　2018.6.15 22くまがわ春秋　Vol.27　2018.6.15

　

何
気
な
い
風
景
写
真
に
懐
か
し
さ
を

覚
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
景
が
、

麦
島
勝
さ
ん
の
「
立
岩
」
で
す
。
そ
れ

は
、
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
深
田
西
の
県

道
三
三
号
人
吉
水
上
線
の
路
肩
、
球
磨

川
沿
い
に
立
つ
奇
岩
。

　

か
つ
て
大
根

や
木
炭
を
荷
に

し
た
舟
が
八
代

方
面
に
下
っ
た

船
着
場
の
跡
で

も
あ
り
、
井
上

微
笑
が
「
大
根

舟　

続
く
炭
舟

　

下
り
舟
」
と

詠
ん
だ
、
ち
ょ
っ

と
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
な
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
か
し
ら
ず
か
、

番
傘
を
さ
し
て
、
学
び
舎
に
向
か
う
子

供
た
ち
は
、
実
に
爽
快
で
す
。「
父
や
母

が
夜
な
べ
し
て
む
い
た
楮
の
皮
」
を
携

え
「
小
学
校
近
く
の
紙
漉
屋
」
に
届
け

る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ま
さ
に
家
計
助
け
の
、

子
ど
も
な
り
の
表
現
形
で
も
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
場
面
を
惜
し
げ
も
な
く
、
被

写
体
に
収
め
た
麦
島
の
眼
差
し
は
、
ま
さ

に
人
間
愛
そ
の
も
の
で
す
。
大
通
峠
越
え

で
実
家
に
帰
る
時
、
い
や
が
応
に
も
目
に

入
っ
て
し
ま
う
、
何
と
も
言
え
な
い
安
堵

感
を
覚
え
る
場
で
す
。
そ
ん
な
次
第
か
ら

こ
の
一
景
を
選
び
ま
し
た
。

【
き
ざ
き
・
や
す
ひ
ろ
／
熊
本
市
】

懐
か
し
き
一
景

木
﨑
康
弘

　

麦
島
勝
さ
ん
は
、私
よ
り
10
歳
年
上
。

　

あ
る
雑
誌
社
の
編
集
会
議
で
度
々
顔

を
合
わ
せ
た
。
い
つ
も
柔
和
な
表
情
で
、

強
い
自
己
主
張
を
さ
れ
る
人
で
は
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
、
何
か
に
つ
い
て
激
し
く
議

論
し
た
記
憶
も
な
い
。
し
か
し
、
麦
島

さ
ん
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
と
ら
え
方

は
抜
群
だ
っ
た
。
膨
大
な
作
品
集
の
中
か

ら
、
私
好
み
の
作
品
を
挙
げ
て
み
た
い
。

　

そ
の
一
。
一
台
の
自
転
車
で
八
俵
の
炭

俵
を
運
ぶ
場
面
。

　

次
は
現
在
も
、
ほ
ぼ
昔
の
ま
ま
の
姿
で

残
っ
て
い
る
「
立
岩
」
と
い
う
旧
深
田
村

の
球
磨
川
べ
り
の
岩
の
風
景
。
ま
る
で
江

戸
時
代
の
版
画
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

よ
う
な
作
品
。
登
校
す
る
学
童
は
、
油

紙
の
傘
を
さ
し
て
、
右
の
手
に
は
和
紙
の

原
料
で
あ
る
楮こ

う
ぞ

の
皮
を
持
っ
て
い
る
。
家

族
が
夜
、
な
め
し
て
皮
を
む
い
た
の
を
、

小
学
校
近
く
の
紙
漉
屋
に
届
け
る
の
だ
っ

た
。

　

劇
的
な
の
が
散
髪
の
場
面
。「
痛
か
ー
」

と
泣
き
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
。
兄
は
容

赦
な
く
「
じ
っ
と
し
と
れ
！
」
と
言
い
な

が
ら
、
バ
リ
カ
ン
を
進
め
る
。

　

麦
島
さ
ん
が
残
し
た
も
の
は
、
計
り

知
れ
な
い
。
合
掌
。

【
さ
か
も
と
・
ふ
く
じ
／
人
吉
市
】

麦
島
さ
ん
の
こ
と

画
家　

坂
本
福
治

「立岩」昭和 25 年、球磨郡深田村（現
あさぎり町）撮影／麦島 勝（八代市立博物
館未来の森ミュージアム蔵）

現在の立岩と、井上微笑の歌碑（下） 人吉市にて。左から麦島氏、中村幸子さん、私



25  くまがわ春秋　Vol.27　2018.6.15 24くまがわ春秋　Vol.27　2018.6.15

　

現
在
の
安
楽
院
の
本
尊
・
木
造
薬
師
如

来
坐
像
は
、
焼
失
を
逃
れ
た
中
光
寺
の
本

尊
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
平
安
時
代
後

期
の
作
で
、
五
十
年
に
一
度
だ
け
開
帳
さ

れ
る
秘
仏
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
参
道
か
ら
先
へ
進
み

た
い
（
写
真
②
）。
参
道
の
一
対
の
標し

め

柱ば
し
らは

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
寄
進
で
あ

る
。

　

お
堂
は
参
道
の
先
に
美
し
く
建
つ
（
写

真
③
）。

　

正
面
は
柱
間
の
数
が
三
間
あ
り
、
両
端

の
柱
間
は
短
い
。
両
端
の
柱
間
は
格
子
窓

で
あ
る
が
、
板
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
た

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

平
山
城
は
古
麓
城
の
第
一
の
支
城
で
、

築
城
は
八
代
荘
地
頭
・
名
和
義
高
の
代

官
・
内
河
義
真
に
よ
る
。
九
州
南
朝
の
最

後
の
砦
と
な
っ
た
古
麓
城
に
と
っ
て
、
ま

た
高
田
御
所
を
北
に
古
麓
城
、
南
に
平
山

城
が
守
護
す
る
点
に
お
い
て
も
、
重
要
な

城
で
あ
っ
た
。南
北
朝
和
睦
後
に
は
、

平
山
城
は
、
相
良
氏
に
よ
る
名
和

氏
攻
略
の
拠
点
と
な
る
。
戦
国
時

代
、
相
良
氏
が
八
代
を
統
治
し
た

時
代
の
最
後
の
平
山
城
主
が
、
桑

原
和
泉
守
広
政
で
あ
っ
た
。

　

小
西
行
長
に
よ
る
八
代
統
治
時

代
に
、
そ
れ
ま
で
大
寺
で
あ
っ
た
中

光
寺
は
焼
失
す
る
。
そ
の
後
再
興

を
果
た
せ
ず
、
村
民
が
お
堂
を
建

設
し
て
本
尊
を
安
置
し
、
山
伏
が

堂
守
を
務
め
て
安
楽
院
と
な
る
。

写真② 参道から見る

写真③ 正面から見る

建
築
み
て
あ
る
記 

㉒

安
楽
院
を
あ
る
く
　

 

森
山　

学

　

懐
良
親
王
を
征
西
将
軍
と
す
る
南
朝
の

征
西
府
は
、
正
平
二
年
（
一
三
四
七
）、
八

代
市
の
高
田
地
区
に
着
岸
、
十
日
間
ほ
ど

滞
在
し
た
の
ち
に
、
北
上
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
一
時
は
大
宰
府
を
手
に
し
た

征
西
府
だ
が
、
や
が
て
形
勢
が
逆
転
し
、

元
中
七
年
（
一
三
九
〇
）
に
は
高
田
地
区

に
も
ど
り
、
九
州
南
朝
、
最
後
の
征
西
府

を
こ
の
地
に
築
く
。
高
田
地
区
の
「
宮
園
」

に
、
高
田
御
所
な
ら
び
に
征
西
府
の
跡
が

残
る
。
こ
の
歴
史
あ
る
地
に
は
、
古
い
伝

承
や
由
緒
あ
る
社
寺
、
昔
な
が
ら
の
路
地

が
今
に
伝
わ
る
。

　

今
回
め
ざ
す
安
楽
院
も
、
高
田
地
区
の

歴
史
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る

お
堂
で
あ
る
。
バ
ス
停
「
高
田
記
念
碑
前
」

か
ら
徒
歩
四
分
、
田
園
風
景
の
な
か
を
井

手（
用
水
路
）に
導
か
れ
る
よ
う
に
進
む
。

や
が
て
、
水
田
の
な
か
を
一
本
の
参
道
が

伸
び
、
木
々
に
囲
ま
れ
て
、
ぽ
つ
ん
と
建

つ
安
楽
院
が
見
え
て
く
る
（
写
真
①
）。

　

安
楽
院
は
、
湯
屋
山
中
光
寺
廃
寺
跡

で
あ
る
。
字
名
は
「
中
光
寺
」
で
あ
る
。

　

山
号
の
「
湯
屋
」
は
、
温
泉
が
湧
出
し

て
い
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
高

田
の
史
跡
』
で
は
、「
ゆ
や
さ
ん
」
を
「
熊

野
山
」
と
読
み
替
え
て
、
や
は
り
南
朝
に

由
来
す
る
と
の
考
察
も
述
べ
て
い
る
。

　

中
光
寺
は
真
言
宗
で
、
京
都
・
醍
醐

寺
三
宝
院
の
直じ

き

末ま
つ
い
ん院

で
あ
っ
た
。
ま
た
相

良
家
臣
で
、
平
山
城
主
で
あ
っ
た
桑
原
和

泉
守
広
政
の
祈
祷
所
で
も
あ
り
、
平
山
城

の
北
東
に
位
置
し
、
そ
の
鬼
門
封
じ
で
も

写真① 水田のなかに建つ安楽院
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建
物
は
石
土
台
の
上
に
建
ち
、
内
法
長
押

と
切
目
長
押
で
柱
を
つ
な
い
で
い
る
。
正

面
と
側
面
に
縁
側
が
つ
く
。

　

続
け
て
内
部
（
写
真
⑥
）
を
拝
見
し
よ

う
。
お
堂
の
手
前
に
あ
る
外
陣
は
、
四
畳

の
広
さ
で
あ
る
。
内
陣
は
上
段
に
な
っ
て

い
て
、
床
が
一
段
高
い
。
こ
こ
に
護
摩
壇

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

仏
壇
は
、
前
柱
を
直
径
十
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
丸
柱
と
す
る
。
前
柱
の
上
の

組
物
は
、
出
組
と
す
る
。
こ
の
前
柱
と
同

じ
柱
筋
に
立
つ
外
周
両
端
の
柱
に
も
、
内

部
に
の
み
出
組
が
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

四
つ
の
出
組
と
と
も
に
、
こ
の
仏
壇
正
面

の
柱
筋
の
上
部
に
は
、
蛇
腹
支
輪
を
並
べ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
境
界
と
し
て
い
る

（
写
真
⑦
）。

　

仏
壇
に
は
、
秘
仏
の
本
尊
を
安
置
す
る

厨
子
の
前
立
に
、
同
じ
く
薬
師
如
来
立
像

が
安
置
さ
れ
る
。
脇
仏
壇
は
後
方
に
下
が

り
、
木
造
十
二
神
将
な
ど
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
堂
内
に
は
、
護
摩
供
養
を
執
り

行
っ
た
二
枚
の
奉
修
札
が
保
管
さ
れ
て
い

る
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
と
慶

応
元
年（
一
八
六
五
）十
月
の
も
の
で
あ
る
。

　

み
な
さ
ん
も
こ
の
美
し
い
宝
形
造
の
お

堂
を
拝
み
に
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
も
り
や
ま
・
ま
な
ぶ
／
高
専
教
員
、
一
級

建
築
士
、
八
代
市
】

写真⑥ 堂内

写真⑦ 丸柱の上の出組。黒い帯が連続しているものを蛇腹支
輪とよぶ

め
、外
観
か
ら
は
そ
れ
が
う
か
が
え
な
い
。

　

中
央
は
「
蔀

し
と
み

戸
」
と
よ
ば
れ
る
建
具
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。
蔀
戸
は
、
は
ね
上
げ

式
で
開
閉
す
る
格
子
の
建
具
で
、
開
け
放

し
て
お
く
に
は
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
た
状

態
と
す
る
。
こ
こ
で
は
上
半
分
の
み
を
は

ね
上
げ
て
い
る
か
ら
、
特
に
「
半は

じ
と
み蔀

」
と

よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
写
真
④
）。

　

正
面
中
央
に
参
拝
の
場
と
し
て
、
片
流

れ
屋
根
の
向ご

拝は
い

を
設
け
る
。
向
拝
柱
の
組

物
は
大
斗
肘
木
で
あ
る
。

　

屋
根
は
四
角
錐
を
な
す
「
宝
形
造
」

で
あ
る
。
反
り
が
わ
ず
か
で
あ
る
た
め
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
状
に
近
い
。
通
常
、

宝
形
造
の
場
合
、
頂
点
に
宝
珠
を
頂
く

が
、
こ
こ
で
は
短
い
棟
瓦
と
す
る
。
現

在
は
桟
瓦
葺
き
で
あ
る
が
、
本
来
は
茅

葺
き
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

軒
は
垂
木
を
二
段
階
に
せ
り
出
し
て

お
り
（「
二ふ

た
の
き軒

」
と
呼
ぶ
）、
そ
の
た
め

軒
が
深
い
。
ぎ
ゅ
っ
と
引
き
締
ま
っ
た
身

舎
か
ら
伸
び
広
が
る
軒
が
、
美
し
い
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
な

す
。

　

側
面
（
写
真
⑤
）

の
長
さ
は
正
面
と
ほ

ぼ
同
じ
で
、
正
方
形
の

平
面
で
あ
る
。
側
面
の

柱
間
も
や
は
り
三
間
あ

る
が
、各
々
の
長
さ
は
、

奥
へ
行
く
ほ
ど
短
く
な
る
。
手
前
の
一
間

目
が
外
陣
、
二
間
目
が
内
陣
、
奥
の
一
間

が
仏
壇
に
相
当
す
る
。
さ
ら
に
脇
仏
壇
が

背
後
に
突
出
す
る
。

写真⑤ 側面から見る

写真④ 半蔀
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代
市
松
崎
町
が
そ
の
地
で
あ

る
。
明
治
41
年
６
月
１
日
の

肥
薩
線
開
通
の
当
初
か
ら
坂

本
内
で
は
唯
一
駅
が
で
き
た
地

区
で
も
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
、
支
所
、

コ
ミ
セ
ン
な
ど
の
場
所
は
製
紙

工
場
が
で
き
る
ま
え
は
滑
ら
か

に
傾
斜
し
た
場
所
で
川
原
（
コ

ラ
ワ
ラ
）
で
川
船
の
た
ま
り
場

で
あ
っ
た
。
工
場
完
成
後
、
そ

の
産
業
廃
棄
物
（「
ガ
ラ
」
と

い
っ
た
）
は
こ
の
土
地
に
捨
て

ら
れ
て
埋
め
立
て
地
に
な
っ

た
。
廃
棄
物
の
捨
て
場
所
に
グ

リ
ー
ン
の
名
の
つ
く
公
園
が
あ

る
の
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。

  （
春
秋
）

に
す
る
の
で
そ
の
名
が
つ
い
た
と
、
坂
本
公

民
館
報
に
西
福
寺
（
鮎
帰
）
の
先
代
住
職
・

故
山
本
一
夢
先
生
が
書
い
て
お
ら
れ
た
記

憶
が
あ
る
。
冗
談
の
文
章
だ
が
、
ま
ん

ざ
ら
出
鱈
目
で
は
な
い
。
八
代
干
潟
の
干

拓
が
始
ま
っ
て
、
そ
の
干
拓
地
に
最
初
に

入
植
し
た
の
は
こ
の
地
区
の
人
々
で
、
八ここも松崎地区

グリーンパーク。坂本ふるさと祭りはここで開催される

　

坂
本
駅
、
八
代
市
役
所
坂
本
支
所
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
肥
後
銀
行
、
郵

便
局
、
消
防
署
、
派
出
所
、
医
院
、
本

田
商
店
な
ど
坂
本
町
を
代
表
す
る
施
設
が

集
中
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

他
所
の
人
は
こ
の
地
区
を
「
坂
本
地
区
」

と
誤
解
す
る
場
合
が
多
い
。
坂
本
橋
の
存

在
も
誤
解
を
招
く
要
因
で
あ
ろ
う
。「
坂

本
地
区
」
は
製
紙
工
場
の
あ
っ
た
付
近
の

地
域
を
い
い
、
坂
本
駅
周
辺
の
こ
と
で
は

な
い
。

　

地
名
の
由
来
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、

な
ん
で
か
ん
で
「
ま
っ
先
（
ま
っ
さ
き
）」

地
域
探
訪 

②

八
代
市
坂
本
町
松
崎
地
区

坂本駅。朝と夜には鹿が出没する

左右に坂本の重要施設が並んでいる

夜の坂本駅
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朝
陽
の
中
で
見
え
る
。
私
と
い
え
ば
、
い

つ
も
の
細
い
竿
で
、
細
い
仕
掛
け
で
マ
キ

エ
サ
を
足
元
に
撒
い
て
、
お
魚
さ
ん
来
て

ネ
エ
～
と
ば
か
り
に
小
さ
な
ウ
キ
を
沖
へ

飛
ば
す
。

　

１
時
間
ほ
ど
し
た
時
だ
っ
た
。

　
「
ミ
ャ
～
～
ン
！
」。
ど
こ
か
で
聞
い
た

こ
と
の
あ
る
鳴
き
声
。

　

後
ろ
を
見
る
と
、
黒
と
白
の
模
様
の
猫

で
あ
っ
た
。
捨
て
猫
が
い
た
の
だ
。
そ
う

か
エ
サ
の
小
魚
が
ほ
し
い
の
か
と
、
小
魚

の
ベ
ラ
を
猫
に
放
り
投
げ
る
と
、
逃
げ
る

　

す
で
に
明
る
く
な
っ
た
早
朝
５
時
に
船

は
出
た
。

　

獅
子
島
の
南
東
部
に
位
置
す
る
前
島
と

い
う
岩
場
に
降
り
た
。

　

隣
の
磯
で
は
大
き
な
竿
を
振
り
大
き
な

カ
ゴ
の
仕
掛
け
が
約
50
ｍ
は
飛
ぶ
光
景
が

大ベテランの磯釣り師、84 歳と88 歳

捨て猫クロちゃん親子～ミヤ～ン

ね
。
血
液
検
査
で
は
猫
が
原
因
で
す
」
と

の
診
断
。

　

Ａ
耳
鼻
科
「
ア
レ
ル
ギ
ー
で
す
ね
。
猫

で
す
よ
」
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

二
つ
の
医
療
機
関
が
猫
に
は
近
づ
く
な

と
お
っ
し
ゃ
る
。

　

同
じ
屋
根
の
下
に
暮
ら
す
猫
と
私
は
、

出
て
行
け
！
と
言
わ
れ
れ
ば
猫
で
は
な
く
、

私
が
我
が
家
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
の
だ
。

　

こ
れ
は
た
ま
ら
ん
と
、
鼻
を
手
術
す
る

こ
と
で
咳
も
猫
ア
レ
ル
ギ
ー
か
ら
も
逃
げ

出
せ
る
と
思
い
、
熊
本
の
病
院
で
鼻
の
手

術
を
し
て
も
ら
っ
た
。
手
術
後
、
咳
も
治

ま
り
猫
と
の
共
同
生
活
も
無
事
に
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
「
ミ
ャ
～
オ
ン
」、
は
い
は
い
エ
サ
を
あ

げ
ま
し
ょ
う
ね
。

　

鹿
児
島
県
最
北
端
に
浮
か
ぶ
島
を
獅

子
島
と
い
う
。

　

獅
子
島
へ
は
水
俣
の
丸
島
港
か
ら
瀬
渡

し
船
で
40
分
も
海
上
を
走
る
と
着
く
の
だ

が
、
今
日
は
そ
の
船
が
出
な
い
と
聞
い
て
、

陸
路
で
長
島
へ
向
か
っ
た
。

　

人
吉
か
ら
芦
北
町
、
そ
こ
か
ら
２
本
の

高
速
道
路
を
乗
り
継
い
で
長
島
の
黒
之
瀬

戸
大
橋
を
渡
っ
て
右
折
。
そ
こ
か
ら
30
分

走
っ
て
伊
唐
島
の
「
し
ん
よ
う
丸
」
と
い

う
瀬
渡
し
船
が
出
る
港
ま
で
着
い
た
。
人

吉
か
ら
深
夜
飛
ば
し
て
２
時
間
30
分
の
道

の
り
だ
。

　

話
し
相
手
も
い
な
く
て
車
を
運
転
し
つ
つ

ブ
ツ
ブ
ツ
と
独
り
言
の
車
内
な
の
で
あ
る
。

　

私
は
猫
ア
レ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

　

我
が
家
に
は
高
齢
の
猫
が
い
て
、
今
年

で
23
歳
と
な
る
猫
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

る
。

　

実
は
私
は
今
か
ら
６
年
前
に
深
夜
か
ら

咳
き
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
夕
方
に
も
咳

が
出
て
胸
が
苦
し
く
て
ひ
ど
く
痛
ん
だ
。

　

Ｔ
内
科
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
喘
息
で
す

新
・
日
曜
釣
り
師
心
得 

⑦

猫
か
ら
の
お
土
産
は　
宮
原
赤
竿

炎天下の岩場にはパラソルを
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絵と文／坂本福治

その ㉖

　

今
、
平

ピ
ョ
ン

壌ヤ
ン

は
歴
史
に
残
る
よ
う
な
、
大
き
な
流
れ
の
中

に
あ
る
。
ど
う
か
、
悲
し
み
の
方
向
に
向
か
わ
な
い
よ
う
、

祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
生
を
承
け
た
者
に
と
っ
て
は
、

容
赦
な
く
、
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

　

平
壌
の
中
央
に
は
、
大
同
江
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
ゆ

る
や
か
な
川
が
あ
る
。
大
同
橋
に
は
、
鉄
の
ア
ー
チ
が
十
個

つ
ら
な
っ
て
い
た
。
潮
の
満
ち
引
き
の
影
響
を
受
け
、
砂
浜

が
で
き
る
と
、
よ
く
シ
ジ
ミ
取
り
を
し
た
。
砂
の
上
に
小
さ

な
穴
が
あ
る
と
、
人
差
し
指
を
つ
っ
こ
む
。
た
い
て
い
シ
ジ

ミ
で
あ
っ
た
。
う
す
よ
ご
れ
た
ポ
ン
ポ
ン
船
が
通
過
す
る
と
、

し
ば
ら
く
し
て
、
幾
つ
か
の
波
が
押
し
寄
せ
て
、
ビ
ッ
ク
リ

さ
せ
た
。
筏
が
川
岸
に
た
く
さ
ん
停
泊
し
て
い
た
。
母
に

は
洗
濯
に
都
合
が
良
く
、
近
所
の
友
達
と
三
人
で
つ
い
て

行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
筏
の
丸
太
の
上
を
渡

り
歩
い
て
遊
ん
だ
が
、
い
つ
の
間
に
か
筏
が
岸
を
離
れ
は
じ

め
て
い
た
。
親
子
と
も
パ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
こ
へ
、
日
焼
け

し
た
体
の
大
き
な
筏
師
が
、
何
も
言
わ
ず
、
子
ど
も
を
豚

の
子
の
よ
う
に
両
脇
に
か
か
え
て
岸
に
運
び
、
母
を
背
負
っ

て
き
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
七
十
数
年
前
の
事
だ
っ
た
。

　
　
　

  【
さ
か
も
と
・
ふ
く
じ
／
画
家
、
人
吉
市
】

遠
い
日
の
筏

い
か
だ

掻
き
な
が
ら
人
吉
へ
帰
宅
し
た
。

　

猫
の
ノ
ミ
？
と
帰
宅
し
て
か
ら
気
づ
い

た
。
入
浴
後
、
痒
い
場
所
を
見
る
と
赤
く

腫
れ
て
い
た
。

　

夜
寝
て
い
て
も
全
身
が
あ
ち
こ
ち
痒
い

の
だ
。

　
「
ミ
ヤ
～
ォ
～
ン
」
と
我
が
家
の
猫
の
声

を
聞
く
と
、
も
っ
と
痒
く
な
る
で
は
な
い

か
!?

　

や
っ
ぱ
り
、
私
の
猫
ア
レ
ル
ギ
ー
は
治
っ

て
な
か
っ
た
の
だ
！

　

ふ
と
ん
の
中
で
暖
ま
る
と
、
猫
の
ノ
ミ

の
痕あ

と

が
痒
く
な
る
の
だ
。

　

猫
の
親
子
か
ら
の
お
土
産
を
も
ら
っ
て

３
日
は
痒
か
っ
た
。
今
頃
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
な
あ
。

【
み
や
は
ら
・
せ
っ
か
ん
／
熊

本
飛
翔
会
会
長
、
人
吉
市
】

猫
に
与
え
て
い
る
と
猫
た
ち
は
姿
が
見
え

な
く
な
り
、
も
う
満
腹
な
ん
だ
ろ
う
と
、

安
心
し
た
ら
眠
く
な
っ
た
。

　

朝
か
ら
パ
ラ
ソ
ル
を
広
げ
て
岩
場
が
暑

く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
、
お

楽
し
み
の
お
昼
寝
。
救
命
具
に
上
着
や

腰
バ
ン
ド
を
岩
の
尖
っ
た
場
所
に
乗
せ
て
、

ゆ
っ
く
り
背
中
を
岩
場
に
付
け
て
い
く
。

背
中
に
下
か
ら
押
し
上
げ
る
圧
力
が
指
圧

の
気
持
ち
良
さ
。
後
頭
部
、
背
中
、
腰

と
足
の
後
ろ
に
は
全
身
治
療
中
の
超
～
気

持
ち
良
い
～
～
っ
て
感
じ
。

　

ど
れ
く
ら
い
寝
た
の
だ
ろ
う
。

　

ト
ン
ビ
の
鳴
き
声
や
カ
ラ
ス
に
う
ぐ
い

す
の
鳴
き
声
で
目
が
覚
め
た
。

　

手
首
、
首
周
り
、
後
頭
部
が
何
だ
か

痒か
ゆ

い
の
だ
。
手
首
か
ら
袖
を
上
げ
て
腕
を

見
て
見
る
と
、
赤
い
斑
点
が
見
え
る
。
そ

れ
が
痒
い
の
だ
～
。
痒
い
痒
い
と
手
首
を

け
れ
ど
、
す
ぐ
立
ち
止
ま
っ
て
戻
っ
て
来

て
、
ベ
ラ
を
く
わ
え
て
元
の
場
所
に
持
ち

帰
り
、
パ
タ
パ
タ
動
く
ベ
ラ
を
遊
ん
で
い

る
よ
う
に
食
べ
る
の
だ
っ
た
。

　

何
か
、
す
ご
く
良
い
こ
と
を
し
て
い
る

気
に
な
っ
て
来
た
。

　

も
う
１
時
間
し
て
後
ろ
の
猫
を
み
る

と
、
何
と
も
う
１
匹
、
子
猫
が
増
え
て

２
匹
で
ミ
ャ
～
～
ン
！
の
合
唱
な
ん
で
あ

る
。
何
と
か
２
匹
分
の
魚
を
釣
ろ
う
と
頑

張
っ
て
竿
を
振
っ
た
。

　

そ
れ
な
り
に
小
魚
を
釣
っ
て
は
親
子
のお土産のノミの痕
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北海道から送られてきた魚をさばいてく
れる夫の謙ちゃん

し
て
い
た
の
だ
が
今
で
は
違
う
。

　

ウ
ブ
な
可
愛
い
時
代
を
乗
り

越
え
て
根
性
に
根
が
生
え
「
自

分
が
飲
も
ぐ
た
る
で
買
っ
て
来
た

く
せ
に
、
昔
は
ケ
ー
キ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
外
食
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
て
い
た
の
に
、
こ
の
ケ
チ
ん

ぼ
！
」
と
は
決
し
て
口
に
出
し
て

は
言
え
な
い
が
心
の
中
で
思
う
こ

の
頃
で
あ
る
。

　

３
月
に
主
人
の
お
父
さ
ん
が

飛
び
跳
ね
る
鮎
が
私
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
が
今
は
、
私
が
主
人
に

す
る
の
は
赤
飯
か
混
ぜ
め
し
。

　

主
人
か
ら
私
に
は
「
は
い
、

誕
生
日
お
め
で
と
う
」
言
い
な

が
ら
缶
ビ
ー
ル
２
缶
と
枝
豆
。

ち
ゃ
ん
と
私
の
コ
ッ
プ
を
出
し
て

く
れ
る
。

　

私
も
新
婚
時
代
は
「
あ
り
が

と
う
優
し
い
人
ね
」
と
う
っ
と
り

亡
く
な
り
私
達
へ
託
さ
れ
た
時

代
が
来
た
。

　

あ
の
頃
は
花
を
植
え
て
も
引

き
抜
か
れ
、
キ
ン
カ
ン
の
実
を

取
り
に
行
く
と
い
つ
の
間
に
か

切
っ
て
捨
て
て
あ
っ
た
。

　

何
か
の
間
違
い
か
と
何
度
も

何
度
も
思
っ
た
。

　

母
の
病
気
の
な
せ
る
こ
と
と
、

私
達
夫
婦
は
辛
抱
し
て
こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た
。

　

今
で
は
母
に
買
い
物
行
く
よ

と
い
う
と
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
一
緒
に

行
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

主
人
も
「
初
め
て
の
野
菜
作

り
」
と
い
う
本
を
買
っ
て
来
た
。

　

い
ろ
ん
な
苗
を
植
え
て
毎
日

の
成
長
が
楽
し
み
の
よ
う
だ
。

　
「
お
母
さ
ん
、
今
度
は
花
の

苗
買
っ
て
来
て
一
緒
に
植
え
よ
う

ね
」
と
い
う
と
ニ
コ
ニ
コ
顔
に

な
っ
て
喜
ん
で
く
れ
る
。

　

主
人
と
の
昔
の
熱
々
の
愛
情

は
抜
け
て
し
ま
っ
た
二
人
だ
が
、

こ
れ
か
ら
が
本
当
の
夫
婦
で
あ

り
、
亡
く
な
っ
た
父
か
ら
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
た
私
達
の
時
代
で
あ

る
。

　
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
事

は
心
配
せ
ん
で
良
か
で
、
ゆ
っ
く

り
天
国
で
休
ん
で
ね
。

　

今
ま
で
あ
り
が
と
う
。
や
さ

し
く
て
、
や
か
ま
し
か
っ
た
け

ど
、
お
父
さ
ん
で
良
か
っ
た
」。

　

主
人
と
共
に
感
謝
ば
か
り
の

毎
日
で
あ
る
。

【
う
え
す
ぎ
・
よ
し
の
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

観
光
バ
ス
ガ
ー
ル
、
あ
さ
ぎ
り
町
上
】

か
ら
純
毛
の
、
あ
の
頃
７
千
円

ぐ
ら
い
の
毛
糸
代
で
セ
ー
タ
ー

を
編
ん
だ
。
ず
っ
し
り
重
た
い

け
ど
と
て
も
温
か
い
、
愛
情
い
っ

ぱ
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
セ
ー
タ
ー

は
今
で
も
大
切
に
し
ま
っ
て
い

る
。

　

も
う
一
つ
の
思
い
出
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
編
み
棒
で
編
ん
だ
長
い

　

私
達
も
結
婚
し
て
早
45
年
に

な
る
。

　

結
婚
し
た
頃
は
お
互
い
本
当

に
可
愛
か
っ
た
。
体
型
も
太
っ
て

も
痩
せ
て
も
お
ら
ず
、
言
う
事

も
す
る
事
も
純
情
そ
の
も
の
だ
っ

た
。

　

主
人
の
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
は
手
作
り
の
品
と
思
っ
て
い
た

上杉芳野の「あがっ段」㉔

これからが私達の時代

長
い
ロ
ン
グ
マ
フ
ラ
ー
。

　

今
で
は
我
が
家
の
愛
犬
の
犬

小
屋
で
布
団
代
わ
り
に
活
躍
中

で
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
毛

だ
ら
け
で
汚
く
な
っ
た
の
で
内
緒

で
ゴ
ミ
に
出
し
た
。

　

主
人
か
ら
の
私
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
い
え
ば
、
必
ず
３
千
円
程

の
ケ
ー
キ
ー
を
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が

ら
「
は
い
誕
生
日
お
め
で
と
う
」

と
手
渡
し
て
く
れ
て
い
た
。

　

私
が
「
こ
ぎ
ゃ
ん
大
き
か
と

は
お
金
も
高
か
ろ
け
ん
、
も
う

よ
か
よ
」
と
言
っ
た
ば
か
り
に

買
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
田
舎
に
帰
る
と
、

私
の
誕
生
日
が
６
月
１
日
か
ら

の
鮎
の
解
禁
日
な
の
で
必
ず
鮎

釣
り
に
行
き
、
ピ
チ
ピ
チ
動
き

デイサービスや、お出かけ前にお化粧してやると
喜ばれる。今は仏様みたいなお母さん
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10
、
福
岡
か
ら
天
草
へ
（
第
８
回
飛
行
）

　

再
度
、
バ
ス
に
て
搭
乗
口
へ
向
か
う
。
途
中
滑
走
路
上
で
は
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
？
が
行
わ
れ
て
い
る
。
天
草
行
の

座
席
は
同
じ
く
8D
、
日
曜
夕
方
便
の
せ
い
か
、
乗
客
は
80
％
と
多

い
が
、
定
時
に
は
離
陸
す
る
。
大
牟
田
上
空
で
は
夕
日
に
映
え
る

三
井
港
の
産
業
遺
産
・
三
角
閘
門
の
ゲ
ー
ト
（
鳥
の
尾
翼
部
分
）

が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
た
。
再
度
長
洲
町
上
空
か
ら
右
へ
旋
回
、

普
賢
岳
を
右
に
見
て
天
草
空
港
へ
と
向
か
う
。
空
港
駐
機
場
に
は

３
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
再
度
の
お
出
迎
え
で
あ
る
。
早
速
、
次
の
福

岡
行
き
最

終
便
の
準

備
で
手
荷

物
の
積
み

下
ろ
し
も

気
忙
し
そ

う
で
あ
っ

た
。

と
見
て
取
れ
る
。

　

機
は
朝
の
コ
ー
ス
と
同
じ
く
、
背
振
山
を
越
え
、
有
明
海
に

出
て
か
ら
、
右
旋
回
、
博
多
湾
上
空
か
ら
海
の
中
道
を
横
切
り
、

福
岡
空
港
へ
と
着
陸
。
直
前
の
博
多
港
で
は
停
泊
中
の
イ
タ
リ
ア
・

コ
ス
タ
社
の
旅
客
船
が
良
く
見
え
る
。
着
陸
後
、
再
度
バ
ス
に
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
。
し
か
し
今
回
は
手
違
い
か
、
乗
継
口
で
は
な
く
、

一
般
乗
客
と
同
じ
出
口
へ
と
案
内
さ
れ
、
一
旦
外
に
出
て
か
ら
、

再
び
出
発
ロ
ビ
ー
の
混
雑
す
る
ビ
ル
内
を
急
が
さ
れ
、
時
間
を
ロ

ス
す
る
。
も
う
す
で
に
ロ
ビ
ー
で
は
、
16
時
55
分
天
草
行
の
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
が
始
ま
っ
て
い
た
。

大牟田三井港閘門

長洲の造船所

三井グリーンランド

博多港のイタリア客船

　

こ
の
飛
行
機
〝
み
ぞ
か
〟
の
一
番
前
の
右
側
座
席
は
、
非
常
口

を
兼
ね
て
向
か
い
合
わ
せ
の
席
に
な
っ
て
い
る
。
仲
間
や
家
族
連

れ
に
は
団
ら
ん
が
出
来
、
楽
し
い
席
に
な
る
か
も
。
そ
し
て
進
行

逆
方
向
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
中
の
プ
ラ
ス
の
楽
し
み
も
、
こ
の
席
に

潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

９
、
天
草
か
ら
２
度
目
の
福
岡
へ
（
第
７
回
飛
行
）

　

熊
本
空
港
か
ら
５
時
間
ぶ
り
に
母
港
天
草
空
港
へ
。
し
か
し
、

ゆ
っ
く
り
す
る
間

も
な
く
、
30
分
後

の
15
時
40
分
に
は

再
度
、
１
０
５

便
で
福
岡
に
向
か

う
こ
と
に
な
る
。

少
々
疲
れ
な
が
ら
も
カ
ウ
ン
タ
ー
で

福
岡
往
復
２
回
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
も

ら
い
、
２
度
目
の
福
岡
行
の
搭
乗
口

に
並
ん
だ
。

　

座
席
は
右
側
8D
へ
と
座
る
。
機
内

で
は
１
０
５
便
か
ら
交
代
し
た
新
し

い
Ｃ
Ａ
さ
ん
よ
り
機
内
説
明
、
そ
し

て
福
岡
の
新
観
光
案
内
を
も
ら
い
、

し
ば
し
旅
行
客
気
分
に
浸
る
。
機
は

６
時
間
ぶ
り
に
再
度
、
博
多
へ
と
向

か
う
。
離
陸
後
、右
手
真
下
に
は
ジ
ャ

パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
（
旧
日

立
造
船
）
の
長
洲
工
場
、
大
牟
田
の

三
井
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
が
し
っ
か
り

産
業
考
古
学
会
航
空
分
科
会
　
松
本
晉
一

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
「
一
日
１
万
円
乗
り
放
題
」挑
戦
記  

（
最
終
回
）

対座出来る4 席

出発便案内ボード

交代したCA 嬢の説明 福岡便搭乗口へ
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誰
も
い
な
い
。
お
土
産
物
を
積
み
込
み
、
こ
れ
か
ら
人
吉
ま
で
の

３
時
間
の
帰
途
に
向
か
う
。
空
港
を
20
時
10
分
に
出
立
、
も
う

８
時
を
廻
っ
た
こ
と
や
日
曜
の
夜
の
せ
い
も
あ
り
、
１
回
追
越
し

を
駆
け
た
だ
け
で
、
途
中
の
道
は
ス
ム
ー
ズ
に
走
れ
た
。
し
か
し
、

又
し
て
も
松
橋
で
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
間
違
え
て
し
ま

う
。そ
れ
で
も
自
宅
に
つ
い
た
の
は
10
時
30
分
前
、と
い
う
こ
と
は
、

天
草
か
ら
２
時
間
半
弱
で
の
帰
宅
。
予
定
で
は
も
う
１
泊
本
渡
へ

泊
る
日
程
だ
っ
た
の
で
、
翌
日
は
ゆ
っ
く
り
と
休
養
が
出
来
た
。

は
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
研
修
の
一
環
で
の
業
務
と
の
こ
と
。
予
想
通

り
で
あ
っ
た
。
バ
ス
よ
り
機
影
写
真
を
撮
っ
て
乗
り
込
む
。

12
、
ラ
ス
ト
・
フ
ラ
イ
ト
（
第
10
回
天
草
空
港
へ
）

　

定
時
の
19
時
10
分
離
陸
。
夜
間
で
周
囲
の
景
色
が
見
え
な
い
こ

と
も
あ
り
、
ラ
ス
ト
の
フ
ラ
イ
ト
は
あ
っ
と
言
う
間
に
天
草
空
港

へ
着
い
た
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
最
後
の
記
念
写
真
を
撮
り
「
み

ぞ
か
号
」
と
別
れ

る
。
終
わ
り
に「
連

続
し
て
搭
乗
し
た

こ
と
を
証
明
し
ま

す
」
の
ボ
ー
デ
ィ

ン
グ
サ
ー
テ
イ

フ
ィ
ケ
ー
ト
（
搭

乗
証
明
書
）
を
頂

戴
す
る
。

　

空
港
ビ
ル
内
に

は
、
も
う
お
客
も

人吉への帰途

夜の到着ゲートへ向かう

お別れの記念写真

る
。
前
便
と
同
様
に
背
振
山
か
ら
博
多
湾
に
抜
け
、
18
時
30
分
に

ネ
オ
ン
輝
く
福
岡
の
街
を
真
下
に
３
度
目
の
福
岡
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
な
る
。

　

そ
し
て
、
35
分
後
に
は
最
後
の
10
レ
グ
（
１
leg
＝
足
＝
1
フ

ラ
イ
ト
）
目
の
１
０
８
便
に
向
か
う
。
今
回
も
〝
の
る
だ
け
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
10
〟
の
メ
ン
バ
ー
は
初
回
同
様
、
一
般
乗
客
と
は
別

な
る
階
段
で
乗
り
継
ぎ
口
へ
向
か
う
。
お
土
産
も
チ
ェ
ッ
ク
せ
ず
、

そ
の
足
で
７
番
搭
乗
口
か
ら
バ
ス
に
て
機
へ
と
向
か
う
。
ふ
と
、

乗
客
誘
導
中
の
若
い
男
性
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
て
み
る
と
、
や

11
、
３
度
目
の
福
岡
便
（
第
９
回
飛
行
）

　

搭
乗
９
回
目
の
最
終
便
、
３
度
目
の
福
岡
行
は
１
０
７
便
、

17
時
55
分
発
で
あ
る
。
乗
換
時
間
は
25
分
、
売
店
で
自
宅
用
の

天
草
土
産
を
見
繕
っ
て
車
に
置
き
、
す
ぐ
に
搭
乗
口
へ
と
並
ぶ
。

お
客
は
約
40
％
程
度
、
座
席
は
前
方
の
4A
、
左
プ
ロ
ペ
ラ
の
す

ぐ
横
で
あ
る
。
ゲ
ー
ト
で
は
又
も
「
楽
し
い
空
の
旅
を
」
の
ボ
ー

ド
を
掲
げ
た
ス
タ
ッ
フ
ら
が
本
日
最
後
の
見
送
り
に
立
っ
て
く
れ

る
。
ド
ア
ク
ロ
ー
ズ
後
、
直
ち
に
非
常
用
の
機
内
説
明
が
開
始
さ

れ
た
。

　

例
の
ご
と
く
、
あ
っ
と
言
う
間
の
離
陸
。
夕
暮
れ
の
中
、

左
手
に
坊
津
、
そ
し
て
３
回
目
の
普
賢
岳
も
見
え
始
め

最後の福岡往復便

今日最後のお見送り

博多の夜景

夕暮れの普賢岳



41  くまがわ春秋　Vol.27　2018.6.15 40くまがわ春秋　Vol.27　2018.6.15

　

地
方
輸
送
機
関
の
路

線
維
持
の
必
要
性
と
、
こ

れ
ら
第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ

る
公
共
交
通
運
輸
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
交

通
弱
者
の
増
え
る
こ
の
自

動
車
社
会
の
中
で
、
空
路

も
鉄
路
も
、
共
に
公
共

交
通
機
関
即
ち
共
有
資

本
（
社
会
資
産
）
の
よ
り

良
い
地
域
利
用
と
合
理
化

を
、
何
で
、
ど
こ
で
見
出

す
か
が
、カ
ギ
と
な
ろ
う
。

【
ま
つ
も
と
・
し
ん
い
ち

／
人
吉
市
】

〈
参
考
資
料
〉

・
鳥
海
高
太
朗
「
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
の
奇
跡
」
２
０
１
６
年　

集
英
社

・
奥
島
透
「
日
本
一
小
さ
な
航
空
会
社
の
大
き
な
奇
跡
の
物
語
」

２
０
１
６
年　

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社

各
種
ネ
ッ
ト
資
料
：
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
、
く
ま
川
鉄
道

・
資
料
協
力
：
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
KK　

く
ま
川
鉄
道
KK

ク
セ
ス
が
空
路
で
あ
る
こ
と
。
九
州
の
各
空
港
と
航
空
路
の
緊
急
時

の
代
替
・
補
給
基
地
と
し
て
、
九
州
山
脈
の
中
央
に
位
置
す
る
人

吉
空
港
の
存
在
と
、
そ
の
利
便
性
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。
そ
う

し
て
事
業
用
、
観
光
用
チ
ャ
ー
タ
ー
機
、
自
家
用
機
な
ど
、
ア
ウ
ト
・

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
て
次
世
代
航
空
路
の
時
代
が
も
う
そ
こ
ま
で

来
て
い
る
。

○
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
と
く
ま
川
鉄
道

（
空
路
と
鉄
路
と
の
比
較
）

　

最
後
に
身
近
に
あ
る
く
ま
川
鉄
道
（
湯
前
線
）
の
鉄
路
と
空
路
と
を

簡
単
に
比
較
し
て
み
る
。

　

天
草
空
港
か
ら
各
県
庁
所
在
地
ま
で
30
分
と
い
う
、
こ
の
便
の
機
動

性
と
便
利
さ
は
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。も
う
天
草
の
地
元
の
人
た
ち
は
、

こ
の
空
路
を
使
い
馴
れ
、
多
く
の
都
市
に
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
が
出
来
、
そ

の
便
利
さ
は
病
み
つ
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
有
効
な

公
共
交
通
手
段
を
ど
う
使
う
か
で
、
今
後
の
地
域
の
発
展
と
衰
退
が
決

ま
り
そ
う
な
気
が
す
る
。

　

こ
の
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
同
様
、
全
国
的
に
く
ま
川
鉄
道
を
ど
う
注
目

さ
せ
る
か
、
利
用
さ
せ
る
か
が
課
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
Ｊ
Ｒ
九
州
は
路
線
の
利
用
状
況
か
ら
大
幅
な
減
便
を
決
め
た
。

天草エアライン くま川鉄道
設立 1998 年（平 10） 1989 年（平成元）
資本金 ４億 99 百万円 1 億 36 百万円
社員数 57 名 46 名
運営主体 第 3セクター 第 3セクター
運用 赤字⇒黒字（400 万） 赤字（7196 万円）
路線数 3 路線 1 路線
運行回数［1日］12 回 28 回
保有台数 １機 5 台
座席数 48 席 41 〜 46 席 (1 台 )
地域人口 11 万 5 千 8 万 5 千
利点 速い 確実
欠点 天候依存 時間依存
共通点 両社ともに運営現場と経営とが近い

地元の足であり、観光路線である

し
い
空
港
で
、
し
か
も
、
こ
の
タ
イ
ト
な
１
日
10
便
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

中
、
自
分
の
心
身
、
そ
し
て
機
体
の
整
備
調
整
等
と
、
ど
う
や
っ
て
こ

な
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
の
年
間
の
運
営
と
管
理
の
大
変
さ
が
、

今
回
ホ
ン
の
少
々
で
は
あ
る
が
、
垣
間
見
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ま

たATR42-600

の
機
体
と
エ
ン
ジ
ン
の
稼
働
時
間
（
滞
空
時
間
）
も
１

カ
月
で
１
万
３
千
時
間
、
１
年
で
は
15
万
６
千
時
間
と
、
そ
の
時
間
数

も
相
当
な
も
の
だ
と
推
測
さ
せ
ら
れ
た
。
や
は
り
２
年
前
の
新
機
種
交

代
は
止
む
を
得
な
い
決
断
で
あ
ろ
う
。

○
１
日
乗
り
放
題
の
こ
の
空
か
ら
何
が
見
え
た
か

１
、九
州
全
体
の
広
が
り
、
そ
し
て
狭
さ
＝
高
度
３
０
０
０
ｍ
で
桜
島

か
ら
隠
岐
の
島
ま
で
見
え
て
し
ま
う
視
野
の
広
さ
、
九
州
の
狭
さ

２
、
航
空
路
の
便
利
さ
・
簡
便
さ
＝
距
離
と
時
間
感
覚
の
喪
失
＝
飛
ん

で
し
ま
え
ば
、
み
な
同
じ
＝
道
路
の
見
え
な
い
高
速
バ
ス
で
あ
る

３
、
運
輸
業
務
の
大
変
さ
、
路
線
維
持
業
務
の
大
変
さ
＝
こ
れ
は
地
元

の
く
ま
川
鉄
道
（
湯
前
線
）
も
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う

４
、こ
の
九
州
山
脈
の
奥
深
い
人
吉
球
磨
の
地
に
こ
そ
、
陸
路
と
併
せ
て
、

空
路
の
必
要
性
を
訴
え
た
い
。
20
年
前
の
新
聞
紙
上
に
も
投
書
し
た

が
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
人
吉
に
空
港
が
あ
る
こ
と
で
、
数
年
に
１

度
は
陸
路
が
自
然
災
害
で
閉
鎖
さ
れ
る
こ
の
地
で
は
、
残
さ
れ
た
ア

〈
１
日
乗
り
放
題
の
感
想
〉

１
、
正
直
、
実
質
１
日
10
回
の
フ
ラ
イ
ト
は
少
し
キ
ツ
イ
。
で
も
、

こ
の
飛
行
機
に
乗
る
の
だ
！
と
い
う
搭
乗
の
ワ
ク
ワ
ク
感
、
飛

行
の
醍
醐
味
、
降
機
の
安
堵
感
は
、
10
回
と
も
変
わ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
途
中
の
居
眠
り
は
20
分
だ
け
。

２
、「
ま
た
乗
り
た
い
か
？
」
の
質
問
に
は
、
季
節
に
も
よ
る
が
、

乗
る
目
的
と
視
点
を
変
え
れ
ば
、
年
に
２
回
は
楽
し
め
そ
う

で
あ
る
。
空
旅
を
ど
う
楽
し
む
か
、
乗
務
員
の
視
点
、
航
空

機
評
価
の
視
点
で
、
多
角
的
に
ま
た
乗
っ
て
み
た
い
。

３
、
空
か
ら
見
た
西
日
本
は
、
や
は
り
小
さ
な
島
国
で
あ
り
、
海

洋
国
家
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
、
数
々
の
風
景
を
眼
に
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

４
、１
日
た
っ
ぷ
り
10
フ
ラ
イ
ト
を
こ
の
料
金
で
楽
し
め
る
の
は
、
空

の
オ
タ
ク
に
と
っ
て
も
垂
涎
の
的
で
あ
ろ
う
。（
天
草
エ
ア
ラ
ン

予
約
電
話
０
９
６
９
・
34
・
１
５
１
５
）

終
わ
り
に

　

自
分
の
身
体
の
疲
れ
は
勿
論
だ
が
、
天
草
航
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
始
め

と
す
る
各
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
方
は
、
19
時
45
分
の
福
岡
か
ら
の
最
終
便

到
着
か
ら
、
翌
日
始
発
便
７
時
55
分
の
準
備
ま
で
、
離
着
陸
条
件
の
厳
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人
を
中
心
に
し
、
位
階
が
下
が
っ
て
い
く

に
つ
れ
周
辺
部
に
墓
標
は
あ
っ
た
。
６
月

18
日
と
い
え
ば
近
日
で
あ
る
。
西
郷
軍
の

戦
死
者
を
思
い
つ
つ
手
を
合
わ
せ
た

　

大
ま
か
輪
郭
を
み
た
の
ち
、
城
跡
近

く
に
「
最
中
の
美
貴
」
本
店
に
向
か
い
、

最も

中な
か

を
購
入
。
帰
途
に
つ
く
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
八
代
市
】

と
に
建
立
さ
れ
、
氏
名
、
階
級
、
所
属
、

死
亡
の
年
月
日
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
水
俣

城
跡
内
に
あ
る
官
軍
墓
地
は
そ
の
な
か
で

も
元
の
状
態
を
よ
く
保
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
墓
碑
数
は
42
基
。
大
半
は

明
治
10
年
６
月
18
日
の
鹿
児
島
県
薩
摩

川
内
市
の
高
隅
山
の
戦
闘
で
戦
死
し
た

将
兵
の
墓
碑
で
あ
っ
た
。
位
階
の
高
い
軍

水
軍
の
名
残
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
官
軍
墓
地
」
も
あ
っ
た
。
西
南
戦
争

で
戦
死
し
た
政
府
軍
の
軍
人
、
軍
夫
、

警
察
官
を
埋
葬
し
た
墓
地
を
「
官
軍
墓

地
」
と
い
う
。
熊
本
県
内
に
は
21
箇
所
つ

く
ら
れ
て
い
る
。
墓
地
は
い
ず
れ
も
周
囲

を
石
垣
で
囲
み
、
玉
垣
を
め
ぐ
ら
せ
て
い

る
。
一
部
を
除
き
、
墓
碑
は
埋
葬
者
ご

石垣と金比羅宮（下）

最中の美貴・柳屋本舗（上・下）

　

流
域
圏
学
会
で
正
岡
裕
子
さ
ん
の
基

調
講
演
を
う
か
が
い
、
水
俣
城
に
つ
い

て
の
知
識
不
足
を
痛
感
し
、
６
月
４
日
、

同
城
跡
に
向
か
っ
た
。
現
場
１
０
０
回
で

あ
る
。
偶
然
、
正
岡
さ
ん
に
お
会
い
し
、

訪
問
の
目
的
を
告
げ
る
と
、「
あ
ら
か
じ

め
電
話
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
案
内
し

ま
し
た
の
に
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

恐
縮
す
る
。

　

城
の
概
要
を
掴
む
こ
と
に
目
的
が
あ
っ

た
の
で
、
城
跡
内
を
簡
単
に
め
ぐ
る
。
井

戸
跡
は
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
同

所
の
説
明
文
に
よ
る
と
、
以
前
に
は
、
井

戸
跡
だ
け
が
同
地
に
城
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
驚
く
。

明
治
中
期
ま
で
石
垣
を
確
認
で
き
た
が
、

そ
の
後
、
破
却
さ
れ
た
ら
し
い
。
西
南

戦
争
が
破
却
に
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
現
在
は
、
一
部
だ
が
、
石
垣
の
状
況

を
確
認
で
き
る
。
城
跡
の
頂
上
に
金
比

羅
宮
が
あ
っ
た
。
水
俣
の
漁
師
さ
ん
た
ち

を
見
守
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
水
俣

水
俣
城
跡
訪
問
記

上
村
雄
一

水俣城の井戸跡。高井戸の井戸である。山城では水が生命線になる。
この井戸の水脈が気になった

正岡さんに偶然にお会いする。写真の場所から東側（山
側）約１キロまでが城跡。細長い城だったようである
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二
号
、
四
一
号
。
一
七
区
に
一
軒
が
あ
っ
た
も

の
の
、
そ
れ
以
外
は
、
竪
穴
式
住
居
跡
の
広

が
り
の
中
の
西
側
に
あ
っ
た
。

　

Ⅲ
類
（
八
号
、一
三
号
、一
七
号
、四
三
号
、

四
五
号
、
五
二
号
、
五
五
号
）
は
、
小
型
の

長
方
形
（
長
軸
二
・
二
～
四
メ
ー
ト
ル
）
で
、

八
区
よ
り
も
東
に
分
布
し
て
い
た
。

　

Ⅳ
類
（
五
三
号
）
は
、小
型
の
正
方
形
（
一

辺
二
メ
ー
ト
ル
）
で
、
八
区
よ
り
も
東
に
分

布
し
て
い
た
。

　

Ｖ
類
は
、
中
央
部
（
一
二
～
二
八
区
）
に

分
布
し
て
い
た
。
大
型
の
円
形
の
住
居
跡
で
、

ベ
ッ
ド
状
遺
構
が
設
け
ら
れ
て
い
た
住
居
跡

を
Ⅴ
ａ
類
、
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の

を
Ⅴ
ｂ
類
、
ま
た
壁
の
一
方
が
花
弁
状
に
突

き
出
し
た
形
の
も
の
を
Ⅴ
ｃ
類
と
呼
ん
だ
。

見
つ
か
っ
た
範
囲
で
は
、
お
互
い
が
重
な
り

あ
っ
て
い
て
、
何
度
も
建
て
替
え
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
ａ
類
は
、
一
八

号
、
一
九
号
、
二
二
号
～
二
五
号
、
三
六

六
三
号
と
六
五
号
が
東
側
（
二
七
区
、
二
五

区
）
に
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、
六
五
号
住
居

跡
か
ら
は
、
青
銅
製
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
で
あ
っ

た
銅
釧
が
出
土
し
た
。
こ
の
他
、
形
が
分
か

ら
な
い
も
の
は
、
Ⅶ
類
と
さ
れ
た
。

　

次
に
園
村
が
試
み
よ
う
と
し
た
、
竪
穴
式

住
居
跡
の
時
期
的
な
移
り
代
わ
り
を
紹
介
し

て
お
き
た
い
（
表
）。
園
村
は
、
類
型
別
に

仕
分
け
す
る
な
か
で
、
家
を
新
し
く
造
る
時

に
古
い
家
を
壊
し
た
痕
跡
が
多
く
あ
っ
た
こ

と
に
着
目
し
、
そ
れ
を
竪
穴
式
住
居
跡
同
士

の
切
り
合
い
関
係
と
呼
ん
で
、
新
旧
関
係
の

割
出
し
に
利
用
し
た
の
だ
っ
た
。

　

園
村
が
最
も
古
い
グ
ル
ー
プ
と
し
た
の
が
、

Ⅰ
ｂ
類
の
住
居
跡
だ
。
そ
し
て
そ
の
次
に
続

く
の
が
、Ⅴ
類
だ
っ
た
。
そ
の
形
の
特
徴
か
ら
、

そ
の
移
り
代
わ
り
を
跡
付
け
す
る
と
、
大
型

の
長
方
形
で
、
ベ
ッ
ド
状
遺
構
を
付
設
し
な

い
も
の
（
Ⅰ
ｂ
類
）
か
ら
、
大
型
の
円
形
で
、

ベ
ッ
ド
状
遺
構
を
付
設
す
る
も
の（
Ⅴ
ａ
類
）、

号
、
四
〇
号
、
五
〇
号
の
九

基
が
該
当
し
た
。
こ
の
中
で
、

二
三
号
と
五
〇
号
の
住
居
跡

か
ら
は
、
内
行
花
文
鏡
と
呼

ば
れ
る
青
銅
製
の
鏡
が
出
土

し
た
。
ｂ
類
は
、
四
九
号
。

ｃ
類
は
五
七
号
で
、「
花
弁

型
住
居
」
と
か
、「
日
向
型

間
仕
切
り
住
居
」
と
か
呼
ば

れ
る
も
の
。「
日
向
型
」
と
付

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
に

南
九
州
に
見
ら
れ
る
住
居
跡

で
あ
る
。
重
弧
文
土
器
が
ま

と
ま
っ
て
出
土
し
た
。

　

Ⅵ
類
は
、
平
行
四
辺
形
や

隅
丸
方
形
等
、
方
形
お
よ
び

円
形
に
属
さ
な
い
も
の
だ
っ

た
。
Ⅵ
類
は
、
一
四
号
と

二
七
号
が
中
央
部
西
端（
一
〇

区
、
一
三
・
一
四
区
）
で
、
表　園村辰実が示した変遷案

長
軸
が
四
・
五
～
八
メ
ー
ト
ル
の
、
夏
女
遺

跡
で
は
大
型
の
も
の
だ
っ
た
。
Ⅰ
ａ
類
が

ベ
ッ
ド
状
遺
構
の
付
い
た
住
居
跡
で
、
付
い

て
い
な
い
も
の
が
Ⅰ
ｂ
類
。
Ⅰ
ａ
類
は
、
三

号
、
五
号
、
六
号
、
一
二
号
、
二
九
号
の
竪

穴
式
住
居
跡
五
基
が
四
区
か
ら
一
四
区
ま
で

の
範
囲
の
中
に
収
ま
っ
て
い
た
。
竪
穴
式
住

居
跡
の
広
が
り
の
中
で
は
、
西
半
分
の
範
囲

で
あ
っ
た
。
Ⅰ
ｂ
類
は
、
三
二
号
と
六
八
号

の
竪
穴
式
住
居
跡
二
基
が
一
四
・
一
五
区
と

二
八
・
二
九
区
で
見
つ
か
っ
た
。
竪
穴
式
住
居

跡
の
広
が
り
の
中
で
は
、
東
側
に
位
置
し
て

い
た
。

　

Ⅱ
類
は
大
型
の
正
方
形
住
居
跡
で
、
一
号
、

 （19）
球磨川筋の弥生時代⑲

八洲開発株式会社　木﨑文化財研究室長　木﨑康弘

くまがわすじの考古地誌

　

熊
本
県
文
化
課
の
園
村
辰
実
が
分
け
た
、

Ⅰ
類
か
ら
Ⅶ
類
ま
で
の
七
種
類
の
竪
穴
式
住

居
跡
。
さ
ら
に
、
ベ
ッ
ド
状
遺
構
の
有
無
で
、

ａ
、
ｂ
の
二
種
類
に
細
分
さ
れ
た
Ⅰ
類
と
、

ａ
、
ｂ
、
ｃ
に
細
分
さ
れ
た
Ⅴ
類
の
住
居
跡
。

こ
れ
ら
九
種
類
の
竪
穴
式
住
居
跡
は
、
園
村

が
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
関
係
か
ら
、
興
味
深
い

傾
向
を
明
ら
か
に
し
て
は
い
た
が
、
具
体
的

に
お
互
い
ど
ん
な
関
係
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
、
退
屈
な
話
は
承
知
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
と
見
つ
か
っ
た
位
置
を
再
度
整

理
し
て
、
園
村
の
探
求
を
跡
付
け
て
い
っ
て

み
た
い
。

　

Ⅰ
類
は
、
上
か
ら
見
た
形
が
長
方
形
で
、

（NO.180

「
免
田
式
」
を
使
お
う
！
⑤

　
話
題
騒
然
、
夏
女
遺
跡
の
発
掘
③
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の
よ
う
に
表
現
し
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
遺
跡
の
変
遷
は
東
側
か
ら

西
側
に
向
か
っ
て
移
動
、
も
し
く
は
拡
大
し

て
い
っ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
た
だ
住
居

跡
の
形
態
の
み
で
、
そ
の
変
遷
を
決
め
つ
け

る
と
大
き
な
誤
解
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
、
住
居
跡
の
形
態
お
よ
び
、
出
土
遺
物

を
関
連
づ
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
図
に
し
て
み
る
と
、
興
味
深
い
、
園

村
の
分
析
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で

次
に
は
、
土
器
を
使
っ
て
、
園
村
の
仮
説
を

検
証
し
て
み
た
い
。　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

【
引
用
参
考
文
献
】

・
木
﨑
康
弘　

二
〇
一
八　
「
く
ま
が
わ
す

じ
の
考
古
地
誌
一
八  

「
免
田
式
」
を
使

お
う
④　

話
題
騒
然
、
夏
女
遺
跡
の
発

掘
②
」『
く
ま
が
わ
春
秋
』
第
二
二
号　

人
吉
中
央
出
版
社

・
園
村
辰
実
編　

一
九
九
三　
『
夏
女
遺
跡
』

熊
本
県
教
育
委
員
会

（
図
）。

　

最
初
の
Ⅰ
ｂ
類
の
位
置
は
、

竪
穴
式
住
居
跡
の
分
布
域
の
中

で
も
東
側
だ
っ
た
。
二
基
と
い
う

少
な
さ
で
は
あ
っ
た
が
、
未
発
掘

部
分
に
も
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
れ
ば
、
分
布
域
の
東
側
に

偏
っ
て
家
が
造
ら
れ
て
い
た
も
の

と
想
像
で
き
る
。
そ
の
傾
向
は

そ
の
次
の
Ｖ
類
で
も
受
け
継
が

れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
、
分
布
域

の
中
央
部
を
中
心
に
し
つ
つ
も
東

側
に
広
が
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ

し
て
、
Ⅲ
類
と
Ⅳ
類
の
頃
に
な

る
と
、
分
布
域
の
西
側
以
東
に

分
布
が
移
り
始
め
た
傾
向
が
看

取
で
き
る
。
そ
し
て
、
次
の
Ⅰ

ａ
類
や
、
そ
の
次
の
Ⅱ
類
の
段

階
に
も
看
取
で
き
る
分
布
傾
向

と
な
っ
た
。
こ
れ
を
園
村
は
、
次

図　図化した園村辰実変遷案

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
背
景
が
気
に
な
る
と
こ
ろ

だ
が
、
現
時
点
で
は
不
明
な
部
分
が
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
次
の
段
階
に
な
る
と
、
打
っ
て

変
わ
っ
て
、
大
型
の
長
方
形
で
、
ベ
ッ
ド
状

遺
構
付
き
（
Ⅰ
ａ
類
）
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
小
型
の
四
角
の
形
（
Ⅲ
類
、
Ⅳ
類
）

が
間
に
挟
ま
っ
て
は
い
る
が
、
ベ
ッ
ド
状
遺
構

付
き
と
い
う
特
徴
で
は
、
関
連
を
読
み
取
れ

そ
う
な
の
だ
が
、
住
居
の
形
で
は
円
形
と
四

角
形
と
異
な
る
所
も
顕
著
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
解
釈
を
や
ろ
う
と
す
る
上
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
は
、
と
て
も
興
味
深
、
避

け
て
通
れ
な
い
要
素
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
大

形
正
方
形
（
Ⅱ
類
）
へ
と
造
り
が
移
っ
て
い
っ

た
が
、
ベ
ッ
ド
状
遺
構
の
有
無
だ
け
の
違
い

で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
も
つ
な
が
り
を
見
出
せ
そ

う
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
最
後
に
、
台
地
上
の
ム
ラ
構
え

の
移
ろ
い
と
い
う
観
点
で
、
園
村
が
整
理

し
た
移
り
代
わ
り
案
を
図
に
起
し
て
み
よ
う

の
移
り
代
わ
り
と
い
う
こ
と
で
、
読
み
解
い

て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
流

れ
が
捉
え
ら
れ
そ
う
な
の
だ
。

　

最
初
に
大
型
の
長
方
形
の
家
（
Ⅰ
ｂ
類
）

に
住
ん
で
い
た
人
々
は
、そ
の
次
の
段
階
に
は
、

大
型
の
円
形
で
、ベ
ッ
ド
状
遺
構
付
き
の
家（
Ⅴ

ａ
類
）、
そ
れ
を
付
け
な
い
家
（
Ⅴ
ｂ
類
）、

花
弁
状
で
複
雑
な
形
の
家
（
Ⅴ
ｃ
類
）
を
造

り
始
め
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
二
つ
の
段
階
に
ど

れ
だ
け
の
時
間
が
流
れ
て
い
た
の
か
は
、
現
時

点
で
は
分
か
ら
な
い
が
、
大
き
さ
は
変
わ
ら

な
い
も
の
の
、
上
か
ら
見
た
形
で
、
長
方
形
の

も
の
か
ら
円
形
の
も
の
に
代
わ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
し
か
も
、
ベ
ッ
ド
状
遺
構
付
き
や
花
弁

状
の
形
と
い
う
、
今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
造

り
の
家
が
作
ら
れ
始
め
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を

ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
の
か
、
こ
れ
が
解
釈

す
る
場
合
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

次
の
段
階
に
な
る
と
、
竪
穴
式
住
居
は
、

小
型
の
四
角
の
形
（
Ⅲ
類
、
Ⅳ
類
）
に
な
っ

し
な
い
も
の
（
Ⅴ
ｂ
類
）、
花
弁
状
に
突
き

出
た
形
の
も
の（
Ⅴ
ｃ
類
）に
代
わ
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
長
方
形
の
も
の
か
ら
円
形
の
も
の

に
代
わ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
形
の
変
化
は
、
た
だ
事
で
は
な
い
も
の
、

と
思
え
る
も
の
だ
。

　

Ⅴ
類
の
次
に
は
、
Ⅲ
類
と
Ⅳ
類
を
置
い
た
。

Ⅲ
類
は
小
型
の
長
方
形
、
Ⅳ
類
は
小
型
の
正

方
形
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
型
の
長

方
形
か
ら
大
型
の
円
形
に
移
り
変
わ
っ
た
後
、

次
の
段
階
に
は
、
竪
穴
式
住
居
跡
は
、
小
型

の
長
方
形
と
正
方
形
に
な
っ
た
と
考
え
た
の

だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
次
に
は
、
Ⅰ
ａ
類
と

い
う
、
大
型
の
長
方
形
で
、
ベ
ッ
ド
状
遺
構

を
付
設
し
た
も
の
が
作
ら
れ
た
と
考
え
、
さ

ら
に
は
大
型
の
正
方
形
住
居
跡
（
Ⅱ
類
）
へ

と
続
い
た
と
い
う
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ

た
意
味
が
何
だ
っ
た
の
か
、
興
味
深
い
も
の

が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
、
竪
穴
式
住
居
の
造
作
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木
材
を
筏
に
し
て
、
そ
れ
を
運
ぶ
人
を
筏
師
と
い
う
。
明
治

41
年
の
肥
薩
線
開
通
に
と
も
な
い
木
材
輸
送
は
鉄
道
が
担
う
よ
う

に
な
っ
て
筏
師
の
数
は
激
減
し
た
が
、
麦
島
勝
氏
の
写
真
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
完
全
に
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
木
材
の
輸
送
方

法
と
し
て
は
筏
は
安
価
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
伐
採
地
か
ら
木
材

を
駅
ま
で
運
ぶ
手
間
を
省
く
有
用
な
方
法
で
あ
っ
た
。
木
材
の
需

要
も
多
く
、
鉄
道
だ
け
で
運
送
で
き
な
い
事
情
も
あ
っ
た
。

　

流
域
に
よ
っ
て
事
情
が
異
な
る
の
で
、
ど
の
時
期
ま
で
、
筏
師

が
職
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
か
を
正
確
に
述
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
八
代
市
坂
本
町
に
限
定
し
て
い
え
ば
、
昭
和
29
年
末

の
荒
瀬
ダ
ム
建
設
完
成
時
ま
で
か
な
り
の
数
の
筏
師
が
い
た
。
ダ

ム
完
成
後
も
、
荒
瀬
ダ
ム
ま
で
筏
は
流
さ
れ
て
い
た
の
で
、
坂
本

よ
り
上
流
で
は
、
筏
師
は
存
在
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
い
つ
ま
で
、

荒
瀬
ダ
ム
ま
で
筏
を
流
す
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
の
か
の
詳
細
は

確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
坂
本
町
の
場
合
に
限
定
し
て

あ
と
で
触
れ
る
。

　

以
下
、
坂
本
町
の
筏
師
の
仕
事
内
容
・
生
活
の
一
部
を
、
以
前

に
お
こ
な
っ
た
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
簡
単
に
紹
介
す
る
。

坂
本
の
筏
師

　

筏
師
の
報
酬
は
工
場
労
働
者
よ
り
高
額
で
あ
っ
た
。
熟
練
労
働

者
の
月
給
が
１
０
０
円
の
頃
、
筏
師
は
１
回
の
流
し
で
３
０
０
円

を
得
て
い
た
。
２
人
で
流
せ
ば
１
人
あ
た
り
１
５
０
円
に
な
る
。

こ
れ
を
「
１
人
前
半
（
イ
チ
ニ
ン
マ
エ
・
ハ
ン
）」
と
い
っ
た
。
雇

用
労
働
者
の
賃
金
の
１
・
５
倍
の
収
入
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し

か
し
定
期
的
に
仕
事
が
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
、
筏
を
組
み
流
す
作

業
に
必
要
な
費
用
は
す
べ
て
筏
師
の
負
担
で
あ
っ
た
。
専
業
で
は

な
く
農
作
業
を
し
な
が
ら
筏
を
流
す
者
が
多
か
っ
た
。
田
畑
を
も

つ
筏
師
も
い
た
が
、
大
半
は
第
三
者
（
地
主
か
ら
）
土
地
を
借

り
て
小
作
人
的
に
農
作
業
に
従
事
し
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
小
作
人
は
地
主
の
も
と
に
た
び
た
び
「
ご
機
嫌
う
が

い
」
に
出
む
き
、
地
主
に
対
し
て
は
敬
語
を
つ
か
っ
た
。
世
間
は
、

専
門
職
で
は
く
、
未
熟
練
工
と
み
て
い
た
。
つ
ま
り
、
誰
で
も
出

筏い

か

だ

師し

上
村
雄
一

地
か
ら
河
原
ま
で
木
材
を
牛
で
運
ぶ
馬
喰
、
筏
師
の
四
者
で
あ

る
。
山
林
所
有
者
が
、
自
己
の
山
林
の
伐
採
を
山
師
に
、
輸
送

を
馬
喰
と
筏
師
に
依
頼
し
た
。
法
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関

係
は
「
請
負
」
に
該
当
す
る
。
木
材
売
却
で
得
た
収
入
の
大
半

は
山
林
所
有
者
の
も
の
と
な
っ
た
。
作
業
者
で
は
、
馬
喰
の
収
入

が
も
っ
と
も
高
く
、
筏
師
、
山
師
が
そ
れ
に
つ
づ
い
た
。
馬
喰
は

希
少
性
の
た
め
収
入
が
多
く
、
危
険
性
の
た
め
筏
師
が
こ
れ
に
つ

づ
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
は
分
割
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
統

括
す
る
「
親
方
」
が
い
た
。
仕
事
の
手
配
な
ど
は
親
方
が
お
こ
な

い
、
親
方
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
筏
師
は
そ
の
仕
事
に
従
事

し
た
。

　

木
材
の
輸
送
先
は
八
代
と
坂
本
で
あ
っ
た
。
坂
本
は
製
紙
工
場

用
の
木
材
で
あ
っ
た
。
八
代
ま
で
く
だ
っ
た
と
き
に
は
汽
車
で
帰

り
、
瀬
戸
石
駅
で
下
車
し
た
。
汽
車
賃
は
筏
師
の
負
担
で
あ
る
。

坂
本
ま
で
歩
き
同
所
で
買
い
物
を
し
て
坂
本
駅
か
ら
汽
車
で
帰
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
長
靴
で
な
く
草
鞋
を
は
い
て
い
た
。
八
代
と
坂

本
は
「
焼
酎
を
呑
む
」
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
褌
姿
で
汽
車
の
車
中

で
呑
ん
で
い
た
。
そ
れ
を
み
て
「
汚
ら
し
く
て
し
か
た
な
か
っ
た
。

あ
の
よ
う
な
仕
事
は
し
た
く
な
い
と
思
っ
た
」と
語
る
人
も
い
る
。

来
る
仕
事
と
み
た
。
定
期
的
収
入
が
な
い
こ
と
、
危
険
な
仕
事
で

あ
る
こ
と
、
筏
師
に
対
す
る
社
会
的
評
価
が
低
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
原
因
に
な
っ
て
、「
高
収
入
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雇

用
労
働
の
場
が
み
つ
か
れ
ば
、
筏
師
を
や
め
て
、
そ
の
仕
事
に
就

い
た
。
雇
用
労
働
者
は
「
社
員
」
で
は
な
く
「
ヒ
ユ
ト
リ
（
給
与

取
り
・
日
雇
い
）」
と
呼
ば
れ
、
会
社
も
「
社
員
」
と
「
ひ
ゆ
と

り
」
を
区
別
し
た
が
、
臨
時
労
働
者
で
は
な
く
終
身
雇
用
の
正

規
労
働
者
の
こ
と
を
指

し
、「
社
員
」
は
株
主

ま
た
は
上
級
労
働
者
に

つ
い
て
使
っ
た
。「
ヒ
ユ

ト
リ
」
は
元
々
は
文
字

通
り
「
日
雇
」
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
が
、
終
身
雇

用
制
度
の
確
立
と
と
も

に
意
味
を
変
え
た
。

　

木
材
輸
送
の
当
事
者

は
、
山
林
所
有
者
、
伐

採
者
（
山
師
）、
伐
採

「筏組み」昭和 32 年、葦北郡芦北町海路で。
撮影／麦島 勝（八代市立博物館未来の森ミュージアム蔵）
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そ
の
筏
師
は
筏
を
操
る
棒
で
子
供
た
ち
を
追
い
や
っ
た
。

　

中
津
道
（
荒
瀬
ダ
ム
跡
約
５
キ
ロ
上
流
右
岸
の
集
落
）
の
筏

師
の
場
合
、
同
所
か
ら
八
代
（
萩
原
）
ま
で
６
時
間
ほ
ど
筏
を

な
が
し
た
。現
在
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
約
30
分
の
距
離
で
あ
る
。

夏
場
は
水
に
勢
い
が
あ
る
た
め
早
く
目
的
地
に
つ
い
た
。
冬
は
水

が
少
な
く
時
間
を
要
し
た
。「
段
」（
荒
瀬
ダ
ム
下
流
右
岸
約
７

キ
ロ
地
点
の
集
落
）
付
近
で
食
事
の
た
め
筏
の
う
え
で
休
憩
し

た
。
難
所
で
筏
が
崩
れ
る
（
解
け
る
）
と
き
も
あ
っ
た
。
そ
の
と

き
に
は
、
筏
を
組
み
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
カ
ズ
ラ
が

緩
ん
で
い
る
と
感
じ
た
と
き
も
筏
を
組
み
直
し
た
。

ダ
ム
完
成
後

　

荒
瀬
ダ
ム
完
成
後
も
、
ダ
ム
近
く
ま
で
筏
で
木
材
を
運
ん
だ
。

そ
の
あ
と
は
陸
送
で
あ
っ
た
。
報
酬
は
大
幅
に
減
っ
た
。
瀬
戸
石

ダ
ム
建
設
に
と
も
な
い
沿
岸
道
路
（
国
道
２
１
９
号
線
）
の
整

備
が
進
み
、
筏
の
時
代
は
終
了
し
た
。
筏
師
た
ち
は
新
天
地
を

求
め
て
地
元
を
離
れ
た
。
多
く
は
炭
鉱
労
働
者
に
な
っ
た
。
そ
の

ほ
か
の
者
は
お
お
む
ね
土
木
作
業
に
従
事
し
た
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
】

そ
れ
は
別
に
し
て
、
多
く
の
話
者
は
、
筏
師
を
語
る
と
き
焼
酎
を

話
題
に
し
た
。
川
の
仕
事
で
あ
る
。
身
体
が
冷
え
て
仕
方
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。筏
師
＝
焼
酎
の
イ
メ
ー
ジ
は
固
定
し
て
い
る
。

筏
師
た
ち
が
利
用
し
た
八
代
の
呑
み
屋
街
は
い
ま
で
も
そ
の
外
観

を
と
ど
め
て
い
る
。

　

筏
は
ツ
タ
（
葛
）
で
組
ん
だ
。
ツ
タ
は
筏
師
が
用
意
し
た
。
ハ

ゼ
カ
ズ
ラ
と
カ
ン
ネ
カ
ズ
ラ
が
利
用
さ
れ
た
。
ハ
ゼ
カ
ズ
ラ
が
強

く
好
ま
れ
た
。
カ
ズ
ラ
を
用
意
す
る
作
業
だ
け
で
筏
師
は
１
日
を

費
や
し
た
。
木
材
を
カ
ズ
ラ
で
組
み
筏
に
す
る
作
業
も
１
日
を
つ

い
や
し
て
お
こ
な
っ
た
。
球
磨
川
が
増
水
し
た
と
き
と
渇
水
の
と

き
で
は
筏
の
組
み
方
は
ち
が
っ
た
。
木
材
を
固
く
縛
り
つ
け
筏
に

す
る
作
業
は
簡
単
で
な
く
初
心
者
と
熟
練
者
の
作
業
時
間
は
大

き
く
ち
が
っ
た
。
夏
だ
け
で
な
く
冬
も
筏
を
く
だ
し
た
。
冬
場
に

は
身
体
が
凍
え
る
、
辛
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
１
人
ま
た
は
２
人
で

川
を
下
っ
た
。
小
俣
の
瀬
（
佐
瀬
野
）
と
犬
帰
の
瀬
（
合
志
野
）

が
難
所
で
あ
っ
た
。
難
所
で
筏
を
岩
に
あ
て
崩
し
て
し
ま
い
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
「
下
手
ク
ソ
」
と
囃
し
た
れ
も
し
た
。
夏
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
筏
ま
で
泳
ぎ
、
筏
の
う
え
で
遊
ぶ
こ
と
も
あ
っ

た
。
仕
事
の
邪
魔
に
な
る
と
し
て
、
そ
れ
を
嫌
う
筏
師
も
い
て
、

　

50
年
前
、
茅
葺
屋
根
の
家
は
数
軒
あ
っ

た
。
大
半
の
家
は
瓦
葺
で
あ
っ
た
、
茅
葺

の
作
業
は
地
域
の
若
者
が
中
心
に
な
っ
て

お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
作
業
の
細
か
い
内

容
は
覚
え
て
い
な
い
。
茅
葺
の
家
は
時
代

遅
れ
の
世
代
と
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

そ
の
家
に
対
し
て
差
別
意
識
も
あ
っ
た
よ

う
に
思
う
。
い
つ
ま
で
茅
葺
の
家
が
残
っ

て
い
た
か
、
そ
の
記
憶
も
な
い
。
い
つ
の

間
に
か
な
く
な
っ
た
。

　

錦
町
の
桑
原
家
住
宅
を
訪
問
し
た
と

き
、
ご
家
族
に
う
か
が
っ
た
。
球
磨
地
方

に
は
茅
葺
の
職
人
さ
ん
は
い
な
い
、
鹿
児

島
の
職
人
さ
ん
に
手
入
れ
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
、
維
持
す
る
の
に
手
間
が
か
か
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

八
代
地
方
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
瓦
葺

の
と
き
も
地
区
の
若
い
人
た
ち
が
作
業
を

手
伝
っ
て
い
た
。
お
礼
を
し
て
い
た
か
、

ど
の
よ
う
な
お
礼
で
あ
っ
た
か
、
の
記
憶

も
な
い
。
昼
食
な
ど
の
用
意
は
そ
の
家
が

お
こ
な
っ
た
。

　

い
ま
、家
は
個
人
が
建
て
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
手
伝
う
こ
と
も
な
い
。
手
伝
う

だ
け
の
技
術
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、

業
者
に
す
べ
て
を
任
せ
る
の
が
合
理
的
だ

と
い
う
考
え
方
が
支
配
的
に
み
え
る
が
、

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

麦
島
さ
ん
が
写
真
を
撮
っ
た
頃
、
茅
葺

は
普
通
の
光
景
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
だ
と
し
た
ら
、
約
10
年
で
家
屋
の

風
景
は
一
変
し
た
こ
と
に
な
る
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
八
代
市
】

茅
葺
屋
根
の
茅
葺
作
業

上
村
雄
一

「茅葺き屋根のふき替え」昭和 27 年、八代市坂本町
撮影／麦島 勝（八代市立博物館未来の森ミュージアム蔵）
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め
の
通
路
を
設
け
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
松
橋
と

八
代
を
む
す
ぶ
「
下
往
還
」

の
要
所
で
、
鏡
川
に
架
け
ら

れ
て
い
る
。
橋
の
た
も
と
に
は

「
御
高
札
場
」
が
あ
っ
た
。

現
在
は
住
宅
地
に
な
っ
て
い

る
。
宮
原
と
坂
本
な
ど
の
高

札
所
は
２
枚
立
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
は
八
代
町
徳
淵
と
と
も

に
12
枚
で
あ
っ
た
。

　

明
治
10
年（
１
８
７
７
年
）

の
西
南
戦
争
の
と
き
、
官
軍

の
斥
候
と
西
郷
軍
の
斥
候
が

は
じ
め
て
出
会
っ
た
所
で
、

そ
の
情
報
に
よ
っ
て
西
郷
軍

は
氷
川
に
陣
地
を
構
え
た
。

八
代
市
指
定
文
化
財
。
人
、

自
転
車
、
バ
イ
ク
以
外
は
通

行
で
き
な
い
。

　

三
五
郎
は
寛
政
10
年
（
１
７
９
８
年
）

生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
橋
は
三
五
郎

が
32
歳
の
と
き
の
作
に
な
る
。
こ
の
と
き

三
五
郎
は
す
で
に
岩
永
の
姓
を
名
乗
る
こ

と
を
許
さ
れ
、帯
刀
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。

  （
春
秋
）御高札場跡

鏡川に下る通路

4

鑑か

ん

な

い

ば

し

内
橋

八
代
市
鏡
町
内
田

鑑内橋（八代市指定文化財）

　

石
工
は
岩
永
三
五
郎
。
文
政
13
年

（
１
８
３
０
年
）架
橋
。
長
さ
７
・
２
メ
ー

ト
ル
、
幅
３
・
８
メ
ー
ト
ル
、
径
間
５
・

５
メ
ー
ト
ル
。
鑑
町
と
内
田
村
を
結
ぶ

と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。

橋
自
体
だ
け
で
な
く
、
同
橋
近
く
の
家

屋
は
石
を
土
台
に
し
、
鏡
川
利
用
の
た 橋近くの家屋の石垣

石橋を訪ねる ⑪
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こ
の
欄
へ
の
投
稿
の
目
安
は
一
件
に
つ
き

４
０
０
字
、
何
件
で
も
可
。
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
明
記
の
こ
と
。締
切
は
毎
月
５
日
。

宛
先　

〒
８
６
８
︱
０
０
１
５　
　

人
吉
市
下
城
本
町
１
４
３
６
︱
４
の
３
号

人
吉
中
央
出
版
社
内
「
く
ま
が
わ
春
秋
」

編
集
部
宛
て

を
明
る
く
健け

な

気げ

に
生
き
た
こ
の
七
年
間
の

自
分
史
は
、
本
が
何
冊
あ
っ
た
ら
収
ま
る

で
あ
ろ
う
。

　

継
母
を
迎
え
た
の
は
、
す
で
に
お
手
伝

い
さ
ん
を
雇
っ
た
後
の
高
校
受
験
寸
前
の

こ
と
。
無
邪
気
な
初
婚
の
母
は
、
周
り

の
人
々
か
ら
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
…
。
私

は
そ
の
素
直
な
母
を
必
死
に
庇か

ば

い
続
け

た
。
そ
こ
で
も
自
分
史
は
更
に
、
ペ
ー
ジ

を
増
す
こ
と
に
な
る
。

　

年
々
、
体
の
内
外
と
も
に
衰
え
を
感

じ
て
い
る
が
、
潜
ん
で
い
る
好
奇
心
だ
け

は
未
だ
に
健
在
。
現
在
三
世
代
同
居
で
、

多
忙
な
中
に
も
毎
日
が
楽
し
く
、
と
て

も
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
も

少
女
時
代
の
稀
な
体
験
か
ら
培
っ
た
賜
物

か
も
知
れ
な
い
。

【
な
か
む
ら
・
み
き
こ
／
人
吉
市
】

き
ょ
う
よ
う
／
き
ょ
う
い
く

三
倉
重
成
・
三
倉
美
千
子

　

よ
く
聞
く
教
養
や
教
育
の
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
今
日
用
事
が
あ
る
」と
「
今

日
行
く
処
が
あ
る
」
の
こ
と
で
す
。
表
記

し
な
け
れ
ば
分
か
り
に
っ
か
で
す
ね
。
歳

を
取
っ
て
く
る
と
段
々
用
事
も
少
な
く
な

り
、
行
く
処
も
減
っ
て
億
劫
に
な
っ
て
来

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
在
宅
老
後
・
介
護
に
な

り
、
頼
り
は
ご
近
所
さ
ん
で
す
ば
い
。
老

人
ク
ラ
ブ
も
支
え
合
い
助
け
合
い
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
と
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
聞
こ
え
が
悪
か
と
言
う

人
も
お
ら
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

代
表
さ
れ
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
ン
や
近
場
の
旅
行
、
史
跡
巡
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
神
社
や
公
民
館
清
掃
な
ど

様
々
な
活
動
が
あ
り
ま
す
と
。

　

振
り
込
め
詐
欺
や
交
通
法
規
な
ど
新

し
い
情
報
も
聞
け
る
し
、
健
康
づ
く
り

や
認
知
症
予
防
と
考
え
て
自
分
の
体
力
・

能
力
に
応
じ
て
活
動
を
す
れ
ば
よ
か
と
で

す
。
私
共
二
人
と
も
会
員
で
す
で
、
未

加
入
の
方
は
是
非
と
も
、
入
会
を
ば
お

待
ち
し
ま
す
。

【
み
く
ら
・
し
げ
な
り　

み
く
ら
・

み
ち
こ
／
人
吉
市
】

「
老
い
ら
ん
」
道
中 

③　

　
　
︱
︱
元
気
に
暮
ら
す
読
者
の〝
秘
術
〟

食
生
活
の
コ
ツ
は
骨
に
あ
り

高
森
直
史
（
79
歳
）

　
「
骨
が
折
れ
る
」

「
骨
折
り
損
の

く
た
び
れ
も
う

け
」
な
ど
、
ホ

ネ
に
因
む
表
現

が
多
い
よ
う
に
、
体
と
頭
を
働
か
せ
る
に

は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
力
が
大
き
い
。

　

そ
の
た
め
の
食
生
活
の
コ
ツ
は
骨こ

つ

（
カ

ル
シ
ウ
ム
）
の
摂
取
。
蓮
如
上
人
の
「
白

骨
章
」
で
は
「
朝あ

し
た

に
は
紅
顔
あ
り
て
、

夕ゆ
う
べ

に
は
白
骨
と
な
れ
る
身
な
り
…
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
普
段
か
ら
骨
を
摂
っ
て

お
か
ん
と
、
六ろ

く
し
ん
け
ん
ぞ
く

親
眷
属
あ
つ
ま
り
て
夜
半

の
煙
と
な
し
果
て
ぬ
れ
ど
も
「
白
骨
だ
に

の
こ
ら
ず
、
あ
わ
れ
と
い
う
も
さ
ら
に
お

ろ
か
な
り
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

骨
を
摂
る
コ
ツ
は
簡
単
。
球
磨
川
の
鮎

の
塩
焼
き
を
毎
日
一
尾
、
丸
ご
と
食
べ
る

の
が
理
想
だ
が
、そ
れ
は
無
理
と
し
て
も
、

小
魚
（
た
た
み
イ
ワ
シ
、
し
ら
す
干
し
、

サ
ヨ
リ
の
味
醂
干
し
な
ど
）
で
十
分
。
煮

干
し
五
尾
で
カ
ル
シ
ウ
ム
２
０
０
ミ
リ

グ
ラ
ム
（
70
歳
以
上
の
摂
取
基
準
量
は

少
女
時
代
の
賜た

ま
も
の物
か
も

中
村
美
喜
子
（
80
歳
）

　
　

あ
ら
た
ま
の
年
の
始
め
に
願
ふ
な
り

　
　

か
ら
だ
の
無
事
と
輝
き
少
し

　

年
頭
の
一
首
、
こ
れ
が
今
の
心
境
で
あ

る
。
母
は
終
戦
直
後
、
私
が
小
二
の
夏

に
発
病
、
小
五
の
夏
に
他
界
。
残
さ
れ

た
家
族
は
公
務
員
の
父
と
子
ど
も
た
ち

四
人
で
、
私
は
唯
一
の
女
性
と
な
っ
た
。

苦
難
の
当
時
、
学
校
の
傍
ら
幼
い
主
婦
？

と
し
て
の
存
在
は
、
学
校
や
小
さ
い
村
に

は
充
分
知
れ
渡
っ
て
い
た
。
戦
後
の
時
代

６
０
０
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
と
覚
え
て
お
く

と
よ
い
。

【
た
か
も
り
・
な
お
ふ
み
／
広
島
市
】
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以
外
の
側
面
で
問
題
に
な

る
。
た
と
え
ば
、
大
学

へ
の
進
学
率
の
問
題
が
あ

る
。
低
所
得
は
大
学
な

ど
へ
の
進
学
の
障
壁
に
な

る
の
で
あ
っ
て
、
貧
困
が

貧
困
に
つ
な
が
る
「
負
の

ス
パ
イ
ラ
ル
」
を
も
た
ら

し
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
平
均
所

得
10
位
ま
で
の

自
治
体
名
と
球

磨
川
流
域
自
治

体
の
所
得
順
位

を
紹
介
す
る
。

上
位
中
の
第
４

位
の
猿
払
村
は

ホ
タ
テ
の
特
産

地
、
第
９
位
の

忍
野
村
は
高
額
給
与
で
有
名
な
工
作
機

械
メ
ー
カ
ー
の
所
在
地
で
あ
る
。
独
占
的

特
産
物
を
つ
く
り
だ
せ
る
か
に
地
域
活
性

化
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
が
あ
る
こ
と
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
自
治
体
数

は
１
７
４
１
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
球
磨

村
は
最
下
位
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

表【自治体別人口数の推移】（国勢調査統計）（2017 年は推計人口）
（2020 年以降は国立社会保障・人口問題研究所の推計人口）

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
後
継
者
不
足
で
廃

業
せ
ざ
る
を
え
な
い
自
営
業
者
も
増
え
て

い
る
。

　

過
疎
地
で
は
、
集
落
の

存
続
が
不
可
能
に
な
る
ほ

ど
ま
で
に
人
口

減
少
は
す
す
ん

で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の

出
生
率
か
ら
み

て
人
手
不
足
は

今
後
と
も
各
方

面
で
顕
在
化
し

　

宅
配
業
者
・
引
越
業
者
の
人
手
不
足

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
都
市
部
で
も
少
子
化

社
会
の
深
刻
さ
が
確
実
に
理
解
さ
れ
る

て
い
く
。
そ
の
こ
と
を
数
値
で
確
認
し
て

お
こ
う
。
将
来
の
推
定
人
口
予
測
数
に
つ

い
て
は
、
年
齢
構
成
が
重
要
に
な
る
が
複

雑
に
な
る
の
で
説
明
を
省
略
し
た
。

　

地
域
別
の
所
得
格
差
も
大
き
い
。
所

得
格
差
は
生
活
・
生
存
可
能
性
の
問
題

に
尽
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ

少
子
化
社
会
と
所
得
格
差

（
編
集
部
）
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こ
の
六
人
の
こ
と
は
人
吉
藩
で
勝
手
次
第
に
使
役
な
ど
に
使
っ

て
よ
い
と
兵
部
省
よ
り
の
達
し
で
、
ま
た
預
か
る
期
間
も
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
十
一
月
の
末
に
大
赦
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
時
の
人
吉
藩
公
用
人
は
渋
谷
錬
助
で
後
の
肥
薩
線
開
通
に
尽

力
し
た
渋
谷
礼
の
こ
と
で
す
。

　

己
巳
十
二
月
十
八
日

　

依　

御
用
召
那
須
拙
速
、
新
宮
竹
間
、
出
頭
之
処
於
大
広
間

三
之
間
林
小
辨
殿
ヲ
以
御
書
付
御
渡
左
之
通

　

那
須
拙
速　

任　

人
吉
藩
大
参
事　
　

右
宣
下
候
事　
　

十
二
月
太
政
官

　

山
田
酒
造
蔵　
　

文
言　

右
ニ
同
シ

　

新
宮
竹
間　

任　

人
吉
藩
権
大
参
事　
　

右
宣
下
候
事　
　

　

十
二
月
太
政
官

　

犬
童
平
兵
衛　
　

文
言　

右
ニ
同
シ

　

相
良
頼
基
の
藩
知
事
就
任
に
続
き
幹
部
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

己
巳
八
月
四
日　
　

人
吉
藩

　

依
御
用
之
旨
兵
部
省
江
公
用
方
出
頭
之
処
官
軍
江
抗
敵
候
者

六
人
御
預
被
仰
付
左
之
通

　

元
高
田
藩　

高
橋
金
次
郎　

牧
野
隣
太
郎　

杤
堀
磐
次
郎　

伊
東
兵
助

　

元
福
山
藩　

柿
谷
慎
三

　

南
部
伊
豫
家
来　

谷
地
洋
及

　

別
紙
之
者
共　

官
軍
ニ
抗
敵
候
処
今
般
降
伏
候
間
其
藩
江
御

預
申
付
候
事　

但
禁
錮
之
者
ニ

　

ハ
候
得
共
見
込
ヲ
以
使
役
等
可
為
勝
手
候
事　
　

八
月　

兵

部
省

　

兵
部
省
よ
り
呼
び
出
し
を
受
け
た
人
吉
藩
は
六
人
の
罪
人
を

預
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
兵
部
省
は
国
防
の
部
署
で
こ
の
六

人
は
戊
辰
戦
争
後
も
明
治
政
府
に
抵
抗
を
続
け
て
い
た
人
物
の
よ

う
で
高
田
藩
は
越
後
福
島
県
、
福
山
藩
は
広
島
県
、
南
部
伊
豫

は
盛
岡
で
す
。

　
『
第
二
便
』

　

己
つ
ち
の
と
み巳

七
月
十
七
日
（
明
治
二
年
・
１
８
６
９
）

　
　
　
　
　

帰
藩
便
船
願
左
之
通

　
　
　
　
　
　

知
藩
事
上
下
拾
五
人

　

右
者
今
般
帰
藩
御
暇
被

　

仰
出
候
ニ
付
来
ル
二
十
日
東
京
出
立

　

横
濱
碇
泊
之
米
国
ニ
ウ
ヨ
ル
ク
船
江

　

迄
便
長
崎
迄
罷
越
申
度
此
段
奉

　

願
候
以
上

　

七
月
十
七
日　
　

人
吉
藩
公
用
人　
　

内
田
政
次
郎

　

明
治
二
年
七
月
に
な
っ
て
藩
主
相
良
頼
基
を
は
じ
め
家
臣
た

ち
五
十
五
人
は
よ
う
や
く
人
吉
へ
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
故
郷
に
帰
る
に
も
明
治
政
府
の
許
し
が
必
要
で
し
た
。
こ
の
時

は
ア
メ
リ
カ
船
の
「
ニ
ウ
ヨ
ル
ク
」
号
、
こ
れ
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
」
号
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
船
に
乗
っ
て
横
浜
か
ら
長
崎
へ

向
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
歩
く
よ
り
は
は
る
か
に
楽

ち
ん
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
藩
士
た
ち
も
文
明
の
違
い
を

肌
で
感
じ
た

こ
と
で
し
ょ
う

（
写
真
⑤
）。

人
吉
藩
の
明
治
維
新 

㊦             

益
田
啓
三

⑤ 人吉への帰藩願い
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時
に
は
暴
行
に
お
よ
ん
で
い
る
こ
と
を
日
向
藩
や
中
津
藩
よ
り
届

け
が
あ
っ
た
の
で
厳
重
に
取
り
締
ま
る
よ
う
に
と
の
命
令
で
す
。

こ
の
こ
ろ
よ
り
禄
を
は
な
れ
た
武
士
た
ち
の
中
に
は
明
治
政
府
へ

の
不
満
を
持
つ
も
の
が
次
第
に
多
く
な
り
、
や
が
て
明
治
十
年
の

西
南
戦
争
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

辛
未
二
月
二
十
二
日　
　

新
宮
権
大
参
事
帰
藩
御
暇
願
差
出

左
之
通

　

人
吉
藩
権
大
参
事　

新
宮
竹
間

　

右
先
達
而
藩
制
御
届
申
上
候
処
御
落
手
難
相
成
事
件
有
之
於

此
表
改
定
致
兼
一
先
帰
藩
知
事

　

江
局
談
仕
度
奉
存
候　

依
之
滞
藩
十
日
往
復
五
十
日
都
合

六
十
ヶ
日
御
暇
奉
願
之
候　

然
而

　

明
二
十
三
日
ヨ
リ
此
地
発
足
二
十
四
日
横
浜
出
艦
便
迄
仕
度

候
間
何
卒
早
急
之
御
沙
汰
奉
願

　

上
候
以
上

　
『
第
三
便
』

　

庚
午
十
二
月
二
十
二
日　

従　

政
府
御
達
書
弾
正
台
出
張
所

ヨ
リ
廻
達
有
之
左
之
通

　

熊
本
藩　

延
岡
藩　

人
吉
藩

　

近
来
浮
浪
之
徒
豊
後
路
辺
各
所
ニ
潜
伏
致
シ
時
々
出
没
暴
行

ニ
及
ヒ
候
段
日
向
懸
中
津
藩

　

届
出
候
ニ
付
テ
ハ
近
傍
地
方
官
管
内
捕
押
方
厳
重
手
配
ハ
勿

論
臨
機
兵
威
ヲ
以
テ
処
置
可
致

　

候　
　

尤
右
為
取
締
河
野
弾
正
少
忠
日
田
懸
江
被
差
遣
候
時

宜
ニ
ヨ
リ
差
図
ニ
及
候
儀
モ
可

　

有
之
候
条
此
旨
相
達
候
事

　

明
治
三
年
十
二
月
、
政
府
よ
り
熊
本
藩
と
延
岡
藩
、
人
吉
藩

へ
お
達
し
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
豊
後
（
大
分
県
）
あ
た
り
で

は
浮
浪
之
徒
（
反
政
府
の
浪
人
た
ち
と
思
わ
れ
る
）
が
潜
伏
し
、

　

御
内
達
之
趣
奉
畏
候
御
機
密
之
儀
ニ
付
決
而
漏
泄
不
仕
候
様

御
請
迄
如
件

　

十
二
月
二
十
八
日　
　

人
吉
藩
公
用
人　
　

渋
谷
錬
助　

判

　

明
治
二
年
も
お
し
つ
ま
っ
た
十
二
月
二
十
八
日
、
太
政
官
よ
り

の
お
達
し
は「
異
宗
門
」の
取
締
と
い
う
も
の
で
、各
藩
の
中
に「
異

宗
徒
」
が
い
る
の
か
を
調
べ
て
長
崎
県
へ
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ

る
も
の
で
し
た
。
こ
の
異
宗
徒
と
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
事
と
思
わ

れ
、
こ
の
時
期
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
は
禁
教
で
し
た
。
市
中
に
掲
げ

ら
れ
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
禁

制
の
高
札
が
取
り
除
か
れ

た
の
は
も
う
少
し
後
の
明

治
六
年
の
こ
と
で
す
。
た

だ
最
後
に
「
こ
の
調
査
は

機
密
で
あ
り
決
し
て
漏
ら

し
て
は
い
け
な
い
」
と
書
か

れ
て
お
り
秘
密
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
ま
す（
写
真
⑥
）。

以
前
の
家
老
職
相
当
が
今
度
は
「
大
参
事
」
と
変
わ
り
、
旧
家

老
の
那
須
拙
速
と
山
田
酒
造
蔵
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
下
の
「
権
大
参
事
」
に
新
宮
竹
間
と
犬
童
平
兵
衛
の

名
が
あ
り
ま
す
。
皆
旧
藩
政
時
代
か
ら
の
重
臣
で
す
。
新し

ん
ぐ
う宮

竹た
け

間ま

は
こ
の
後
の
西
南
戦
争
で
は
ひ
と
り
官
軍
に
属
し
、
子
供
、
親

戚
、
旧
友
た
ち
と
敵
味
方
に
分
か
れ
戦
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
時
に
は
ま
だ
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

己
巳
十
二
月
二
十
八
日

　

此
節
異
宗
門
御
取
記
ニ
付
其
藩
支
配
所
不
残
様
細
密
ニ
遂
穿

鑿
長
崎
懸
江
有
無
可
届
出
事

　

御
書
付　
　

土
方
中
辨
殿
御
渡

　

今
般
異
宗
門
之
徒
御
取
締
相
成
候
ニ
付
而
ハ
支
配
中
異
宗
徒

有
無
厳
密
取
調
長
崎
懸
江
可
申

　

出
事　
　

十
二
月　
　

太
政
官

⑥ 「異宗徒」調査の命令書
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こ
の
日
、
廃
藩
置
県
の
詔
書
が
発
せ
ら
れ
、
第
三
十
五
代
相

良
頼
基
も
藩
知
事
の
職
を
免
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
殿
様
も
一
個
人
と

な
り
こ
れ
ま
で
の
相
良
領
も
県
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
相

良
七
百
年
」
の
終
焉
を
迎
え
ま
し
た
（
写
真
⑧
）。

　
《
登
場
人
物
》

相
良
頼
基
＝
第
三
十
五
代
当
主　

幼
名
元
三
郎
の
ち
為
知　

従

五
位
下
越
前
守　

幕
末
よ
り
明
治
維
新
の
時
代
に

生
き
る　

明
治
十
八
年
逝
去　

享
年
四
十
五　

願

成
寺
葬

内
田
政
太
郎
＝
相
良
頼
寿
の
子　

休
命
と
称
す　

中
尾
墓
地

那
須
拙
速
＝
原
城
三
百
石　

家
老
職
の
ち
藩
大
参
事　

剣
術
指

南　

西
南
戦
争
で
は
人
吉
隊
を
編
成
し
西
郷
軍
に

加
わ
る　

戦
後
懲
役
三
年
に
処
さ
れ
熊
本
監
獄
に

て
逝
去　

享
年
七
十
三　

中
尾
墓
地

辛
未
七
月
十
四
日　

　

依　

召
参　

朝
之
処
被
免
本
官
且　

詔
書
之
趣
被
仰
渡
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
吉
藩
知
事　

相
良
頼
基

　

免
本
官　

辛
未
七
月　

太
政
官

　

詔　

書
写

朕
惟
フ
ニ
更
始
ノ
時
ニ
際
シ
内
以
億
兆
ヲ
保
安
シ
外
以
テ

万
国
ト
対
峙
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
宜
ク
名
實
相
副
ヒ
政
令
一
ニ

帰
セ
シ
ム
ヘ
シ
朕
曩
ニ
諸
版
籍
奉
還
ノ
儀
ヲ
聴
納
シ
新
ニ

知
事
事
ヲ
命
シ
各
其
職
ヲ
奉
セ
シ
ム
然
ル
ニ
数
百
年
因

襲
ノ
久
シ
キ
或
ハ
其
名
ア
リ
テ
其
實
挙
ラ
サ
ル
者
ア
リ
何

ヲ
以
億
兆
ヲ
保
安
シ
万
国
ト
対
峙
ス
ル
ヲ
得
ン
ヤ
朕
深
ク

之
ヲ
概
ス
依
テ
今
更
ニ
藩
ヲ
廃
シ
懸
ト
為
ス
是
務
テ
冗
ヲ

去
リ
簡
ニ
就
キ
有
名
無
実
ノ
弊
ヲ
除
キ
政
令
多
岐
ノ
憂

無
ラ
シ
メ
ン
ト
ス　
　

汝
郡
臣
其
朕
カ
意
ヲ
體
セ
ヨ　
　

明
治
四
年
辛
未
七
月
十
四
日

　

右
者
用
辨
之
小
銃
ニ
御
座
候
間
筑
地
逗
留
之
外
国
人
ヨ
リ
買

入
度
此
段
奉
願
候
以
上

　

明
治
四
年
二
月
、
人
吉
藩
は
「
ス
ナ
イ
テ
ル
銃
」
百
五
十
挺

を
買
い
た
い
と
政
府
へ
願
い
出
て
い
ま
す
。
購
入
先
は
「
筑
地
逗

留
の
外
国
人
」
と
あ
る
の
み
で
誰
で
あ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

当
時
の
金
額
で
は
た
し
て
い
く
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
人
吉
藩

も
軍
備
を
整
え
て
い
た
の
が
窺
え
ま
す
。
後
の
銃
名
「
ス
ナ
イ
ド

ル
銃
」
は
後
込
め
の
単
発
銃
で
し
た
（
写
真
⑦
）。

　

明
治
四
年
二
月
、
人
吉
藩
の
権
大
参
事
新
宮
竹
間
は
人
吉
に

帰
る
た
め
休
暇
願
を
出
し
ま
し
た
。
予
定
で
は
人
吉
滞
在
が
十

日
、
往
復
に
五
十
日
、
合
わ
せ
て
六
十
日
間
の
休
暇
を
願
い
、
明

日
に
は
東
京
を
出
発
し
横
浜
か
ら
の
船
便
に
乗
り
た
い
旨
を
早
急

に
願
っ
て
い
ま
す
。
理
由
と
し
て「
事じ

件け
ん

有こ
れ
あ
り之

」と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
明
治
二
年
十
一
月
に
起
っ
た
「
新
宮
竹
間
暗
殺
未
遂
事
件
」

の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
、
竹
間
自
身
が
暗
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
前

代
未
聞
の
事
件
で
し
た
。
ま
た
そ
の
首
謀
者
が
同
じ
人
吉
藩
士
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
遠
因
は
幕
末
に
相
良
家
を
揺
る
が
し

た
「
丑
年
騒
動
」
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
急
ぎ
の
帰
国
願
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
弾
正
台

に
よ
る
裁
判
に
よ
り
関
係
者
た
ち
は
閉
門
な
ど
の
判
決
と
な
り
両

者
和
解
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

辛
未
二
月
二
十
四
日　
　

筑
地
逗
留
外
国
人
ヨ
リ
小
銃
買
入

度
願
書
左
之
通

　

ス
ナ
イ
テ
ル
百
五
十
挺

⑦ スナイテル銃の購入願い
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賑
や
か
な
光
の
舞
を
か
も
し
だ
す
五
月
の
闇
を
彩
る
ほ
た
る

修
行
す
る
心
も
若
き
雲
水
は
救
い
の
仏
法
求
め
つ
づ
け
て

守
永　

和
久

天
草
の
松
島
巡
り
の
ク
ル
ー
ズ
は
夕
映
え
の
海
滑
べ
る
如
く
に

大
矢
野
の
千
厳
山
よ
り
見
下
せ
ば
箱
庭
の
ご
と
く
港
と
街
が

河
内　

徹
夫

「
茄
子
花
に
無
駄
な
き
こ
と
」
を
教
へ
た
る
六
月
八
日
母
の
祥
月

南
風
の
な
か
バ
ス
借
り
切
り
て
家
族
旅た

び行
今
年
も
孫
に
支
へ
ら
れ
つ
つ

中
村
美
喜
子

通
学
時
文
庫
片
手
に
思
索
せ
し
今
は
ス
マ
ホ
で
ゲ
ー
ム
の
世
界

孫
の
手
は
ス
マ
ホ
片
手
に
指
踊
り
瞬
く
間
合
い
に
企
画
書
作
る

西　
　

武
喜

ゴ
ル
フ
後
に
仲
間
で
食
べ
る
昼
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー
選
び
に
個
性
が
見
え
る

同
期
生
一
人
ひ
と
り
と
去
っ
て
い
く
八
十
路
越
へ
と
は
淋
し
い
も
の
よ

釜
田　
　

操

暑
さ
避
け
木
陰
も
と
め
て
休
ま
ん
と
切
り
株
見
つ
け
思
い
出
浸
る

ニ
ッ
ケ
の
樹
大
木
と
な
り
危
険
だ
と
伐
採
迎
え
吾
が
歳
重
ぬ

中
原　

康
子

う
す
暗
い
雨
中
飛
び
た
る
飛
行
機
の
下
を
覗
け
ば
真
白
の
雲
が

汚
れ
な
き
真
綿
の
様
な
雲
を
見
て
外
に
飛
び
出
し
横
に
な
り
た
し

三
原　

光
代

山
歩
き
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
咲
き
乱
れ
至
福
の
時と

き間
に
逝
く
先
想
ふ

う
た
せ
船
風
を
は
ら
み
て
滑
り
行
く
夕
陽
を
受
け
て
御
立
岬
を

橋
詰　

了
一

誤ご

嚥え
ん

し
て
咳
き
込
む
妻
の
苦
し
み
の
時
計
の
刻
み
の
永
き
こ
と
か
な

澄
み
わ
た
る
空
を
仰
ぎ
て
露
天
ぶ
ろ
ザ
ン
ブ
リ
浸
か
れ
ば
五
体
が
笑
ふ

堀
田　

英
雄

鶺せ

き

れ

い鴒
短
歌
会
　
　
　
五
月
詠
草

山
田
酒
造
蔵
＝
麓
百
石　

幹
蔵　

江
戸
留
守
居
役　

物
頭
役　

勘
定
奉
行　

明
治
二
年
藩
大
参
事　

同
四
年
免

職　

五
日
町

渋
谷
錬
助
＝
麓
三
百
石　

藩
校
「
習
教
館
」に
学
び
、武
道
を「
郷

義
館
」
に
修
め
る
。
雅
号
に
雲
根
・
来
復
堂
・
世

幹
な
ど
が
あ
る　

維
新
後
会
津
戦
争
時
は
小
隊
長
、

の
ち
近
習
頭
、
公
用
人
な
ど
を
勤
め
る　

廃
藩
後

県
会
議
員
と
な
り
肥
薩
線
開
通
に
尽
力
す
る　

明

治
三
年
「
礼
」
と
改
め
る

新
宮
竹
間
＝
土
手
馬
場
百
石　

行
蔵
と
言
い
士
敬
と
号
す
る　

相
良
義
休
の
四
男
で
新
宮
家
の
養
子
と
な
る　

維

新
後
藩
権
大
参
事　

明
治
十
一
年
逝
去　

享
年

五
十
二　

永
国
寺
墓
地

【
ま
す
だ
・
け
い
ぞ
う
／
元
人
吉
市
文
化
財
保
護
委
員
、
人
吉
市
】

⑧ 人吉藩の終わりを告げる廃藩置県の詔書
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す
ね
。
現
在
で
は
、
こ
の
地
に
清
酒
の
醸

造
元
な
ど
一
軒
も
な
い
か
ら
で
す
。し
か
し
、

『
熊
つ
れ
づ
れ
咄
』
が
書
か
れ
た
明
治
の

頃
ま
で
は
焼
酎
よ
り
も
清
酒
の
醸
造
量
の

方
が
多
か
っ
た
の
で
し
た
。
因
み
に
、
明

治
八
（
１
８
７
５
）
年
に
は
清
酒
七
〇
九

石
、
焼
酎
が
五
五
四
石
。

　

も
う
一
つ
ヘ
ン
な
の
は
、「
何
で
も
か
で

も
南
無
阿
弥
陀
」
と
い
う
く
だ
り
。
ま
あ

エ
ビ
ス
様
は
神
様
か
仏
様
か
分
か
ら
な
い

の
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
宮
様
は
明

ら
か
に
〝
神
様
〟
で
す
ね
。
そ
れ
な
の
に

南
無
阿
弥
陀
と
は
ナ
ニ
ご
と
か
。
そ
う
怒

ら
れ
そ
う
で
す
。
で
も
何
の
異
義
申
し
立

て
も
な
さ
そ
う
。

　

実
は
明
治
に
な
る
ま
で
「
神
仏
習
合
」

と
申
し
ま
し
て
、
わ
が
国
で
は
神
様
と
仏

様
は
あ
ん
ま
り
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
対

等
に
お
祀
り
し
て
き
た
の
で
し
た
。
で
す

か
ら
江
戸
時
代
の
人
た
ち
は
、
青
井
さ
ん

に
お
参
り
す
る
時
も
［
南
無
阿
弥
陀
、
今

年
ど
ま
よ
か
ヨ
メ
ゴ
ば
く
わ
せ
て
く
だ
は

ん
も
し
］
と
お
参
り
す
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と

叶
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
明
治
時
代
に
な
っ
た
と
た
ん
、

「
神
仏
分
離
」
だ
と
か
「
廃
仏
毀
釈
」
な

ど
と
言
っ
て
、
時
の
政
府
が
庶
民
の
信
仰

を
無
視
し
て
、
神
様
と
仏
様
を
分
け
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
お
か
げ
で
神
様
を
拝
む
時

に
は
、
た
だ
黙
っ
て
柏
手
と
礼
を
す
る
だ

け
に
。

　

ひ
ど
い
所
、
例
え
ば
お
隣
り
の
薩
摩
な

ど
で
は
、
お
寺
を
引
き
倒
し
仏
像
や
仏
具

教
典
を
焼
き
捨
て
る
な
ど
し
て
、
仏
教
関

係
の
も
の
を
す
っ
か
り
排
除
し
て
し
ま
っ
た

事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
そ
う
し
た
地
域
で
は
ど
れ
ほ

ど
多
く
の
信
仰
文
化
財
が
失
わ
れ
た
こ
と

か
知
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
有
り
難
い
こ
と
に
、
わ
が
球

磨
人
吉
地
方
で
は
、
そ
う
し
た
〝
人
災
〟

に
遭
遇
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
平

安
時
代
か
ら
の
仏
教
遺
跡
や
遺
品
な
ど

が
、
驚
く
ほ
ど
よ
く
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
あ
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
明
治
の

三
十
年
代
に
な
っ
て
も
、
昔
と
お
り
に
「
何

で
も
か
で
も
南
無
阿
弥
陀
チ
ー
ン
」
で
よ

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
も
し
か
し
た
ら
老
神

さ
ん
も
多
良
木
の
天
神
さ
ん
も
、
そ
の
こ

と
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

そ
れ
で
今
度
神
社
に
お
参
り
す
る
時
に

は
、
そ
っ
と
ナ
ン
マ
イ
ダ
と
唱
え
て
み
ら
れ

ま
せ
ん
か
。
す
る
と
「
ほ
ほ
う
今
時
じ
ん

べ
ん
な
人
間
も
お
る
も
ん
」
と
感
心
な
さ

れ
、
か
な
り
の
難
問
で
も
お
聴
き
届
け
て

下
さ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
お
や
お
や
、

解
説
が
い
さ
さ
か
長
た
ら
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

  （
続
く
）

【
ま
え
だ
・
か
ず
ひ
ろ
／
人
吉
市
】

南
無
阿
弥
陀
南
無
阿
弥
陀
、
何
で
も
か
で

も
南
無
阿
弥
陀
南
無
阿
弥
陀
」

　
［
解
説
］

　

い
ろ
ん
な
商
店
が
並
ん
で
い
ま
す
ね
。

煮
売
り
は
今
で
い
う
惣
菜
で
し
ょ
う
か
、

リ
サ
イ
ク
ル
も
盛
ん
で
し
た
。
タ
バ
コ
が

専
売
制
度
に
な
っ
て
自
由
に
売
買
で
き
な

く
な
る
の
は
昭
和
二
十
四
年
か
ら
で
す
の

で
、
当
時
は
自
由
に
売
り
買
い
が
で
き
た

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
金
物
店
ま
で
は
店
で
、
豆
腐

屋
か
ら
先
は
屋
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の

違
い
は
何
？　

そ
う
で
す
、
商
品
を
仕
入

れ
て
売
る
と
こ
ろ
が
店
で
、
語
源
は
商
品

を
タ
ナ
に
並
べ
て
ミ
セ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

屋
の
方
は
、
そ
こ
で
一
手
に
造
っ
て
売
る
と

こ
ろ
。

　

さ
て
こ
こ
で
「
酒
屋
」
と
「
焼
酎
屋
」

が
別
々
に
出
て
き
て
不
思
議
な
気
が
し
ま

店
、
煙
草
店
、
荒
物
店
、
金
物
店
。
豆
腐

屋
、
桶
屋
、
小
間
物
酒
屋
、
焼
酎
屋
と
軒

を
並
べ
て
美
し
か
ば
う
ぬ
う
。
横
町
も
同

じ
事
。
左
に
引
き
折
り
て
ち
っ
と
行
け
ば

五
日
町
、
見
ろ
見
ろ
長
ん
か
長
ん
か
、
先
ゃ

し
れ
ん
（
見
え
な
い
）
目
が
と
ど
か
ん
ば

い
。
こ
ら
こ
ら
見
や
れ
、
町ま

ち

頭が
し
らの

薬
師
様

南
無
阿
弥
陀
南
無
阿
弥
陀
。
川
端
を
見
や

れ
料
理
屋
が
い
く
ら
も
あ
る
、
よ
か
銭
を

取
り
め
す
ど
う
。
来
や
れ
来
や
れ
、
そ
ら

牛
屋
店
、
荒
物
店
、
板
屋
、
問
屋
。
若
宮

様
、
は
い
南
無
阿
弥
陀
南
無
阿
弥
陀
、
こ

ら
あ
蝦
子
（
エ
ビ
ス
）
様
あ
ら
有
り
難
や

　

前
回
は
「
七
日
町
」
ま
で
や
っ
て
来
た

と
こ
ろ
で
し
た
ね
。
昔
は
カ
シ
ケ
町
じ
ゃ
っ

た
る
い
ど
も
、
今
は
ど
っ
こ
も
良
う
な
っ
て

い
て
結
構
な
こ
と
。
そ
れ
で
も
米
が
高
か

で
町
へ
ん
し
も
キ
ツ
か
っ
ど
た
い
。

　

家
は
太
う
造
っ
て
み
た
も
ん
の
、
店
か

ら
内
ゃ
借
銭
ば
っ
か
り
で
ゆ
う
し
て
い
き
や

る
ぬ
う
。
な
ど
と
現
代
に
も
ど
こ
か
通
じ

る
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
ど
ん
な
店
が
並
ん
で
い
た
の
か
。

　

七
日
町
か
ら
五
日
町
へ
ん

　
「
見
や
れ
見
や
れ
、
煮
売
り
店
、
古
物

方
言
を
味
わ
う
㉓

稲
留
三
郎
の
世
界 

②

︱
球
磨
弁
ま
っ
出
し
で
綴
る
︱

前
田
一
洋
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載
さ
れ
た
後
、長
い
間
埋
も
れ
て
い
た
「
五

足
の
靴
」を
戦
後
改
め
て
世
に
紹
介
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
文
庫
本
『
五
足
の

靴
』
で
知
っ
た
私
は
、
天
草
で
の
五
人
の

足
跡
を
辿
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
地
の
歴
史
や
文
化
や
現
況
に
つ
い
て

は
資
料
に
よ
る
も
、
大
部
分
は
天
草
市
役

所
担
当
課
に
紹
介
さ
れ
た
同
市
立
「
天
草

ロ
ザ
リ
オ
館
」
の
山
下
嘉
明
審
議
員
に
頼
っ

た
。
山
下
さ
ん
は
地
元
の
歴
史
や
文
芸
の

専
門
員
で
、「
五
足
の
靴
」は
も
ち
ろ
ん
、「
パ

ア
テ
ル
神
父
」
そ
の
他
、
諸
々
の
こ
と
を

親
切
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

さ
ら
に
各
所
ま
で
同
行
い
た
だ
い
た
が
、

私
が
紀
行
文
中
の
「
パ
ア
テ
ル
さ
ん
」
の

言
っ
た
「
茂
ス
ケ
ー
善よ

か
水
汲
ん
で
来
な

し
ゃ
れ
」
の
茂
ス
ケ
の
こ
と
を
知
り
た
い
と

言
う
と
、「
パ
ア
テ
ル
さ
ん
に
直
接
仕
え
た

人（
信
者
）が
一
人
い
る
か
ら
紹
介
し
よ
う
」

郎
の
「
黒
船
」
と
、北
原
白
秋
の
「
邪
宗
門
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
に
至
っ
て
こ
の
流

れ
を
評
論
家
・
野
田
宇
太
郎
は
「
日
本
耽

美
派
文
学
の
誕
生
」
と
評
し
て
い
る
。
ち

な
み
に
野
田
は
「
東
京
二
六
新
聞
」
に
掲「五足の靴」の五人の若者（天草市版「藍の楽園と浪漫の旅」より）

パアテル神父（ジパング誌より）

茂吉（左）とパアテル神父
（濵名志松編著「五足の靴と天草」より）

周
防
徳
山
の
徳
応
寺
（
与
謝
野
の
実
兄
が

住
職
）
に
泊
し
、
最
後
に
は
与
謝
野
の
生

地
で
あ
る
京
都
に
逗
留
し
て
、
明
治
四
十

年
八
月
二
十
八
日
に
東
京
に
帰
り
、
旅
装

を
解
く
（
同
書
よ
り
）。

　

五
人
の
こ
の
長
期
旅
行
は
、
事
前
に
各

所
・
要
所
で
地
域
の
文
芸
・
文
人
と
の
交

流
懇
談
な
ど
の
手
配
を
し
て
い
る
。
旅
行

そ
の
も
の
は
一
見
、
無
計
画
に
見
え
る
が
、

物
見
遊
山
の
旅
行
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

よ
く
分
か
る
。
そ
の
証
拠
に
、
彼
ら
は
与

謝
野
寛
・
晶
子
主
宰
の
「
新
詩
社
・
明
星
」

に
掲
げ
る
「
古
典
主
義
か
ら
自
由
主
義
浪

漫
派
文
学
へ
の
脱
却
」
を
基
軸
に
置
き
な

が
ら
も
、
与
謝
野
を
除
く
北
原
・
太
田
・

木
下
な
ど
は
す
で
に
今
回
の
異
国
情
緒
豊

か
な
旅
体
験
か
ら
南
蛮
文
学
の
世
界
に
傾

斜
し
、
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
は
そ
の
後
の
彼
ら
の
作
品
の
な
か

で
特
に
顕
著
に
出
て
い
る
の
が
木
下
杢
太

天
草
の
「
五
足
の
靴
」

　

︱
「
パ
ア
テ
ル
さ
ん
」と「
茂
助
」は
何
処
に
居
る 

②

冨
永
和
信

に
詣
で
、
次
に
山
口
県
赤あ

か
ま
が
せ
き

間
関
（
下
関
）

を
経
由
、
福
岡
県
柳
川
の
北
原
白
秋
の
生

家
（
有
数
の
酒
造
家
）
に
数
日
間
逗
留
。

そ
の
間
、
地
域
の
文
芸
関
係
の
人
た
ち
と

交
流
。
次
に
長
崎
・
佐
世
保
・
平
戸
に
遊
び
、

次
に
熊
本
県
天
草
富
岡
か
ら
大
江
村
天
主

堂
神
父
「
パ
ア
テ
ル
」
さ
ん
を
探
し
求
め
、

目
的
を
達
成
す
る
。
再
び
長
崎
県
島
原
を

経
て
、熊
本
市
・
阿
蘇
登
山
・
垂
玉
温
泉「
山

口
旅
館
」
に
泊
す
。

　

そ
れ
か
ら
福
岡
三
池
炭
鉱
見
学
、
再
度

柳
川
の
白
秋
宅
に
て
旅
の
汗
を
流
す
。
そ

の
後
、
与
謝
野
・
吉
井
・
太
田
の
三
人
は

　

前
回
は
私
と
『
五
足
の
靴
』
と
の
出
合

い
を
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
『
五
足

の
靴
』
か
ら
、
五
人
の
若
き
詩
歌
人
た
ち

の
辿
っ
た
行
程
の
概
要
に
触
れ
て
み
た
い
。

　

時
は
明
治
四
十
年
七
月
二
十
七
日
、
東

京
を
出
発
し
て
広
島
・
宮
島
の
厳
島
神
社

五人づれ 著『五足の靴』
（2007 年、岩波文庫）
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メ
ス
で
あ
る
。
牝
馬
は
ヒ

ン
バ
。〈
た
に
〉〈
か
ぎ
あ
な
〉

と
い
う
意
味
に
も
使
わ
れ

る
そ
う
だ
が
、ち
ょ
っ
と
エ
ッ

チ
な
感
じ
が
す
る
。「
玄
牝

ゲ
ン
ピ
ン
」
と
は
〈
万
物
を
生
じ
る
道
〉
の
事
。

「
玄
」
は
〈
人
間
の
感
覚
で
は
知
り
え
ぬ
、
そ
の

作
用
の
微
妙
な
事
〉、「
牝
」
は
メ
ス
で
、
子
を
産

む
よ
う
に
万
物
を
生
み
出
す
、こ
と
か
ら
ら
し
い
。

　

某
高
校
の
体
育
祭
で
、
女
子
騎
馬
戦
の
種
目

名
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
《
牝
馬
レ
ー
ス
》
と
い
う
名

で
印
刷
し
よ
う
と
し
て
い
た
ら
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買

い
、
何
か
面
白
く
な
い
（
？
）
名
前
に
変
え
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
名
前
、
ま
っ
た
く
記
憶
に
残
っ

て
い
な
い
。
よ
ほ
ど
平
凡
極
ま
る
名
前
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

字
形
は〈
爪
＋
子
＋
乙
〉で「
爪
」
は〈
手

を
下
に
向
け
て
つ
か
む
形
〉、「
乙
」
は
〈
乳

房
の
象
形
〉
な
の
で
、《
赤
子
を
乳
に
向
け

る
形
》
つ
ま
り
《
乳
を
飲
ま
せ
る
・
子
を

産
む
こ
と
・
養
う
・い
つ
く
し
む
》
と
な
る
。

　

待た
い

乳に
ゅ
う

山ざ
ん

と
い
う
四
股
名
の
相
撲
取
り
が
い
た
。
紀
州
に
待ま

つ

乳ち

山や
ま

と
い
う
山
が
あ
る
ら
し
い
が
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
名
前
︱
︱

何
か
地
名
伝
説
で
も
あ
り
そ
う
？　

あ
な
た
が
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

高
い
建
物
の
事
。
望
楼
と
い
う
と
広
く

遠
く
を
見
渡
し
て
、
情
勢
を
見
極
め
る
監

視
所
の
こ
と
。
そ
こ
か
ら
、
一
般
的
に
高
殿

の
こ
と
を
楼
と
い
っ
た
。

　

そ
う
い
っ
た
も
の
を
持
つ
料
亭
・
旅
館
な

ど
も
「
○
○
楼
」
と
い
う
名
を
付
け
た
。
と
こ
ろ
が
遊
廓
ま
で

も
が
こ
の
字
を
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、「
登
楼
」
と
い
う
こ

と
ば
が〈
遊
廓
通
い
〉を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
春

高
楼
の
花
の
宴
…
」
の
名
詩
も
変
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

【
つ
る
か
み
・
か
ん
じ
／
人
吉
市
】

漢和字典は面白い 10

牝

乳楼

鶴上寛治

漢字遊び　時には気分転換！

在
任
中
に
帰
天
。（
享
年
八
十
二
歳
）

　

日
本
赴
任
以
来
五
十
七
年
、
天
草
に
は

五
十
年
間
、
八
十
二
歳
の
生
涯
を
終
え
る

ま
で
一
度
も
故
郷
フ
ラ
ン
ス
に
帰
る
こ
と
な

く
、
本
人
の
強
い
意
志
で
天
草
の
人
と
な

り
土
と
な
っ
て
、
大
江
教
会
天
主
堂
の
一

隅
に
眠
っ
て
い
る
。

　

赴
任
当
時
の
天

草
は
極
め
て
不
便

で
貧
し
い
寒
村
で
、

教
会
も
小
屋
同
然

の
建
物
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
パ
ア
テ

ル
神
父
は
そ
の
よ

う
な
状
況
の
な
か

で
破
れ
法
衣
を
ま

と
っ
て
、
自
ら
清

貧
克
己
の
生
活
に

徹
し
、
教
道
の
み

な
ら
ず
社
会
福
祉
の
活
動
も
あ
っ
て
、
村

人
か
ら
「
パ
ア
テ
ル
さ
ん
、パ
ア
テ
ル
さ
ん
」

と
親
し
ま
れ
、
敬
慕
さ
れ
た
。

（
つ
づ
く
）

　
【
と
み
な
が
・
か
ず
の
ぶ
／
山
口
市
】

と
な
っ
た
。

　

今
回
の
探
訪
で
、
こ
の
堀
口
静
雄
さ
ん

（
平
成
二
十
五
年
当
時
八
十
三
歳
）
に
、

パ
ア
テ
ル
さ
ん
の
こ
と
を
直
接
聞
く
こ
と

が
出
来
た
こ
と
は
幸
い
に
し
て
貴
重
で
あ
っ

た
。
対
談
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

さ
て
、「
パ
ア
テ
ル
神
父
」
に
つ
い
て
は

各
種
資
料
か
ら
概
略
を
ま
と
め
る
と
次
の

よ
う
で
あ
る
。

・
本
名
＝
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
イ
・
ガ
ル
ニ

エ
・
一
八
六
〇
年　

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ョ
ピ
ュ
イ

市
サ
ン
ロ
ー
ラ
教
区
に
生
ま
れ
る

・
一
八
八
四
年　

パ
リ
大
学
神
学
校
卒
業

・
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
年
）　

東
洋
日

本
・
長
崎
地
区
教
会
赴
任

・
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）　

熊
本

天
草
大
江
教
会
・
崎
津
教
会
へ

・
一
九
四
二
年
（
昭
和
十
七
年
）　

同
教
会

パアテル神父が建てた大江天主堂にて
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花
崗
岩
の
石
垣
の
上
に
厳
然
た
る
姿
で
横

た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
標
高
五
百
メ
ー
ト

ル
に
達
す
る
備
中
の
国
の
山

奥
で
あ
る
吹
屋
の
里
に
、
こ

の
よ
う
な
豪
邸
を
造
り
上
げ

た
人
物
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た

の
か
、
或
い
は
ど
ん
な
時
代

の
人
だ
っ
た
か
の
か
知
り
た

い
と
誰
し
も
が
思
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

広
兼
邸
は
、
旧
中
野
村

大
野
呂む

ら

の
庄
屋
だ
っ
た
同

家
二
代
目
元
治
が
小
泉
銅

山
（
成
羽
町
）
を
経
営
し
、

合
わ
せ
て
ベ
ン
ガ
ラ
（
弁

柄
）
の
製
造
に
よ
り
巨
万

の
富
を
築
き
、
文
化
七
年

（
１
８
１
０
）
に
山
を
切
り

開
き
、
二
五
八
一
平
方
メ
ー

岡山県高梁市の山奥にある広兼邸（2018, 原田）

ト
ル
の
敷
地
に
、
母
屋
・
長
屋
・
土
蔵
・

楼
門
か
ら
な
る
五
八
七
平
方
メ
ー
ト
ル

の
建
物
を
建
造
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
正
三
年
（
１
９
１
４
）
に
離
れ
座
敷

（
一
一
七
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
増
築
し
て

い
ま
す
。

　

駐
車
場
か
ら
広
兼
邸
へ
行
く
に
は
、
急

な
坂
道
を
大
き
く
左
側
に
回
り
込
み
な

が
ら
登
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
幸
い
な
こ
と
に
売
店
に
貸
し
出
し
用

の
竹
杖
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ

を
借
り
て
ど
う
に
か
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル

の
垂
直
に
近
い
傾
斜
地
を
持
つ
石
垣
の
基

部
に
到
着
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
楼
門

ま
で
は
石
垣
面
に
沿
っ
て
斜
め
に
取
り
付

け
ら
れ
た
急
な
石
段
を
登
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
左
手
で
、
見
学
者
の
た
め
に
新
し

く
設
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
金
属
製
の

手て

摺す
り

を
摑
み
、
右
手
で
竹
杖
を
つ
き
な
が

高
い
山
を
背
に
し
た
広
兼
邸
が
、
城
壁

の
よ
う
に
高
く
長
く
積
み
上
げ
ら
れ
た

　

や
が
て
車
は
、
北
側
に
高
梁
市
の
中
心

街
が
見
え
る
地
点
に
到
達
し
ま
す
。
中

心
街
の
近
く
に
は
、
天
空
の
城
と
し
て
名

高
い
高
松
城
が
存
在
し
ま
す
が
、
今
回

は
時
間
に
ゆ
と
り
が
な
く
、
見
学
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
車
は
こ
こ
か

ら
進
路
を
西
方
に
転
じ
、
高
梁
市
成
羽

町
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
西
進
す
る
本
道

を
捨
て
、
北
側
の
谷
を
渡
っ
て
、
細
い
上

り
下
り
の
激
し
い
山
道
に
入
り
ま
す
。
右

側
は
深
い
谷
で
、
断
崖
絶
壁
と
な
っ
て
お

り
、
運
転
を
誤
る
と
確
実
に
あ
の
世
行
き

で
す
。

　

ひ
や
ひ
や
し
な
が
ら
十
キ
ロ
ほ
ど
進
ん

だ
と
こ
ろ
で
急
に
深
い
谷
は
ど
こ
か
に
消

え
去
り
、
駐
車
場
と
売
店
が
あ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
の
広
場
に
出
ま
し
た
。

車
を
降
り
て
広
場
に
立
ち
、
前
方
を
見

上
げ
る
と
緑
の
木
々
に
お
お
わ
れ
た
小

部
は
終
り
と
な
り
、
中
国
山
地
に
入
り

ま
す
。
ポ
ッ
カ
リ
と
口
を
開
け
た
よ
う

な
大
き
な
谷
間
の
両
側
か
ら
山
が
迫
り
、

道
路
左
手
に
は
高
梁
川
が
穏
や
か
な
流

れ
を
見
せ
て
南
へ
流
れ
下
っ
て
い
ま
す
。

道
路
右
手
の
少
し
上
方
に
は
倉
敷
駅
と

鳥
取
県
米
子
駅
を
結
ぶ
伯
備
線
が
走
っ

て
い
ま
す
。
進
ん
で
行
く
と
、
こ
の
景
色

は
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
思

い
が
生
じ
ま
す
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
八

代
平
野
と
人
吉
盆
地
の
間
で
見
ら
れ
る

球
磨
川
沿
い
の
景
色
と
そ
っ
く
り
な
の
で

す
。
違
う
と
こ
ろ
は
球
磨
川
が
急
流
で

あ
っ
て
谷
が
深
く
、
両
岸
に
見
事
な
岩
石

の
露
出
が
続
く
こ
と
ぐ
ら
い
で
す
。

広
兼
邸
と
銅
山

　

平
成
三
十
年
五
月
五
日
、
岡
山
県
の

北
部
に
位
置
す
る
高た

か
は
し梁

市
成な

り

羽わ

町
の
吹ふ

き

屋や

を
訪
れ
ま
し
た
。
吹
屋
探
訪
の
第
一
の

目
的
は
横
溝
正
史
の
小
説
『
八
つ
墓
村
』

の
映
画
化
の
際
、
田た

じ

み

治
見
家
の
屋
敷
と

し
て
撮
影
さ
れ
た
吹
屋
の
広ひ

ろ
が
ね兼

邸
を
見
る

こ
と
で
し
た
。
映
画
で
見
た
広
兼
邸
は

豪
壮
な
佇
ま
い
な
が
ら
も
一
種
独
特
の
怪

し
げ
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

 

倉
敷
を
出
発
し
て
北
方
へ
車
を
走
ら
せ
、

隣
接
す
る
総そ

う
じ
ゃ社

市
を
通
過
す
る
と
平
野

倉
敷
便
り  

⑱  　

  

絵
と
文
／
原
田 

正
史
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新
し
い
人
吉
城
は
す
で
に
御
下
門
か
ら
上
の
本
丸
、
二
の
丸
・
三

の
丸
の
石
組
み
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
。
天
守
か
ら
は
東
の
開
け
た

土
地
の
先
に
江
代
山
が
、
そ
し
て
右
前
方
に
は
白
髪
岳
が
見
え
る
。

そ
の
中
央
に
は
球
磨
川
が
流
れ
、
そ
の
先
に
こ
の
地
方
い
ち
ば
ん
の

高
さ
を
誇
る
美
し
い
姿
の
霊
峰
市
房
連
山
が
一
望
で
き
る
。
城
の
す

ぐ
北
側
に
流
れ
を
変
え
る
球
磨
川
の
ほ
と
り
に
は
、
米
や
農
作
物
な

ど
の
積
み
降
ろ
し
が
出
来
る
大
き
な
船
着
き
場
を
兼
ね
た
水
の
手
門

が
、
さ
ら
に
そ
の
下
手
に
は
城
壁
を
鍵
型
に
し
た
長
毎
公
専
用
の
船

着
き
場
が
造
ら
れ
、
そ
の
さ
ら
に
下
流
に
清
兵
衛
専
用
の
船
着
き
場

と
、
そ
の
ま
た
下
手
の
胸
川
合
流
近
く
に
軍
事
品
専
用
船
着
き
場
が

造
ら
れ
た
。

　

相
良
家
臣
小
田
又
兵
衛
と
豊
後
の
石
工
棟
梁
の
指
示
に
よ
り
工
事

は
着
々
と
進
ん
で
行
っ
た
。
天
守
の
真
西
に
は
曹
洞
宗･

蓬
莱
山
永

国
寺
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
延
び
る
参
道
が
あ
り
、
西
側
に
流
れ
を
変

え
た
胸
川
沿
い
に
は
大
手
門
が
出
来
、
新
橋
が
架
け
ら
れ
て
行
く
。

ま
た
三
の
丸
の
す
ぐ
西
の
下
に
は
御
館
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
周
り
を
高

い
城
壁
が
覆
っ
た
。
さ
ら
に
南
と
東
に
は
各
奉
行
の
屋
敷
が
造
ら
れ
、

球
磨
川
と
胸
川
の
河
原
を
埋
め
立
て
て
造
っ
た
城
郭
の
西
の
半
分
は
清

兵
衛
一
族
の
屋
敷
に
当
て
ら
れ
た
。
そ
の
ま
た
半
分
に
は
先
ご
ろ
島
津

家
佐
土
原
城
主
の
娘
と
き
姫
と
の
婚
約
を
済
ま
せ
た
嫡
男
内
蔵
助
の

屋
敷
も
造
ら
れ
、
あ
わ
せ
た
広
さ
は
殿
の
御
館
と
ほ
ぼ
同
じ
ほ
ど
の

規
模
で
あ
っ
た
。
大
手
橋
を
渡
っ
た
永
国
寺
ま
で
の
一
帯
と
、
南
手
に

延
び
る
寺
町
筋
の
両
脇
に
は
多
く
の
武
家
屋
敷
が
造
成
さ
れ
た
。

　

人
吉
城
の
北
と
西
は
球
磨
川
と
胸
川
の
二
本
の
大
き
な
川
が
流

れ
、
そ
こ
を
堀
と
見
立
て
て
石
垣
が
築
か
れ
た
の
で
難
工
事
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
の
分
堅
固
な
城
壁
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
層
仕
立
て

の
天
守
閣
が
三
層
ま
で
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
た
頃
、『
た
か
が
二
万
石
余

り
の
小
藩
に
天
守
閣
な
ど
滅
相
も
な
い
』
と
囁
か
れ
、
殿
の
命
に
よ

【
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
】
父
休
矣
の
後
を
継
い
だ
清
兵
衛
は
、
藩
内

の
本
格
的
な
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
時
々
思
い
返
す
の

は
か
つ
て
の
朝
鮮
出
兵
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
口 
啓
二

生誕 450 年
記 念
書き下ろし

小
説
・
相
良
清
兵
衛   

⑤ の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
今
で
は
、

ベ
ン
ガ
ラ
の
恩
恵
を
受
け
た
広
兼
邸
の
よ

う
な
豪
邸
は
造
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

【
は
ら
だ
・
ま
さ
ふ
み
／
元
人
吉
市

文
化
財
保
護
委
員
、
倉
敷
市
】

鉱
床
に
銅
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
銅
山

に
な
り
、
鉄
が
多
い
部
分
で
は
鉄
が
変
質

し
て
ベ
ン
ガ
ラ
の
材
料
で
あ
る
白
い
結
晶

の
ロ
ー
ハ
が
出
来
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

鉄
が
酸
化
し
て
出
来
る
酸
化
鉄
に
は

酸
化
第
一
鉄
と
酸
化
第
二
鉄
が
あ
り
ま

す
。
前
者
が
通
常
見

ら
れ
る
茶
色
の
錆さ

び

で
、

後
者
が
通
常
見
ら
れ

な
い
赤
錆
、
す
な
わ

ち
ベ
ン
ガ
ラ
な
の
で

す
。
ベ
ン
ガ
ラ
は
昔
、

焼
き
物
や
布
を
赤
く

染
め
る
染
料
と
し
て

使
わ
れ
大
変
高
価
な

も
の
で
し
た
が
、
現

在
で
は
肥
料
の
副
産

物
と
し
て
大
量
に
生

産
さ
れ
、
安
価
な
も

ら
一
歩
一
歩
進
み
、
ど
う
に
か
楼
門
に
到

達
で
き
ま
し
た
。

　

邸
内
を
一
巡
し
て
背
後
に
回
る
と
裏
山

の
山
裾
が
目
の
前
に
あ
り
、
露
出
し
た
緑

色
の
岩
石
の
割
れ
目
か
ら
流
れ
出
し
た
水

が
、
溶
結
凝
灰
岩
製
の
大
き
な
石
桶
に

溜
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
広
兼
邸
が
こ
の

場
所
に
建
て
ら
れ
た
最
大
の
理
由
は
、
こ

こ
な
ら
十
分
な
用
水
の
確
保
が
で
き
る
か

ら
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

緑
色
を
呈
す
る
岩
石
は
輝き

り
ょ
く緑

凝
灰
岩

と
呼
ば
れ
る
南
太
平
洋
産
の
石
で
す
。
こ

の
よ
う
な
外
来
種
は
、
異
地
性
岩
体
と

称
さ
れ
ま
す
。
南
太
平
洋
に
噴
出
し
た

火
山
灰
が
海
底
に
堆
積
し
、
海
洋
プ
レ
ー

ト
に
よ
っ
て
西
方
へ
運
ば
れ
、
日
本
列
島

に
合
体
し
た
異
地
性
岩
体
な
の
で
す
。
輝

緑
凝
灰
岩
に
は
、
部
分
的
に
含が

ん
ど
う銅

硫り
ゅ
う
か化

鉄て
っ
こ
う鉱

床し
ょ
うが

存
在
し
ま
す
。
含
銅
硫
化
鉄
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岡
本
河
内
守
も
内
田
伝
右
衛
門
も
万
江
長
右
衛
門
も
頼
房
公
の

父
・
義
陽
公
の
頃
か
ら
特
に
秀
で
た
相
良
家
臣
で
、
島
津
義
久
率
い

る
薩
摩
軍
と
幾
度
も
争
い
戦
功
を
あ
げ
た
つ
わ
も
の
達
で
あ
っ
た
。

　

｢

お
お
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
妙
案
か
と｣

　

相
良
の
武
将
た
ち
み
な
が
頷
い
た
。
行
長
と
清
正
は
こ
の
戦
法
を

ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

｢

頼
兄
殿
、
そ
の
『
釣
り
野
伏
せ
』
と
は
い
か
な
る
も
の
で｣

　

｢

さ
れ
ば
、
薩
摩
が
よ
く
使
い
ま
し
た
戦
法
に
ご
ざ
い
ま
す
る
。

先
ず
、
敵
前
近
く
に
少
数
の
軍
を
配
し
敵
を
お
び
き
寄
せ
て
引
き
つ

け
、
頃
合
い
を
み
て
一
斉
に
引
き
揚
げ
さ
せ
ま

す
る
。
そ
れ
に
乗
じ
て
攻
め
て
き
た
敵
を
、
左

右
に
隠
れ
潜
ん
だ
本
隊
が
一
網
打
尽
に
す
る
仕

掛
け
に
ご
ざ
い
ま
す
る
。
肥
前
龍
造
寺
殿
と
の

一
戦
で
は
五
万
を
超
え
る
敵
兵
を
、
我
が
相
良

軍
が
先
鋒
を
務
め
総
勢
三
千
で
撃
破
致
し
申
し

た
。
こ
た
び
は
こ
こ
に
広
い
川
が
あ
り
ま
す
故
、

夕
暮
れ
時
に
火
を
放
っ
て
い
っ
た
ん
こ
の
場
を
退

散
致
し
ま
し
ょ
う
ぞ
。
そ
れ
を
見
て
敵
の
舟
が

こ
ち
ら
へ
追
撃
に
渡
っ
て
く
れ
ば
こ
れ
幸
い
。
舟

を
取
り
あ
げ
明
朝
の
明
け
方
前
に
も
向
こ
う
岸

ま
で
渡
り
、
一
気
に
敵
軍
を
蹴
散
ら
す
。
と
い
う
戦
略
は
如
何
で
ご

ざ
り
ま
し
ょ
う
や｣

　
「
お
う
、
そ
う
い
う
戦
術
に
ご
ざ
っ
た
か
。
そ
れ
は
妙
案
。
で
は
夕

暮
れ
ま
で
敵
の
気
を
引
く
よ
う
、
暫
く
こ
の
場
で
奇
声
を
発
し
よ
う
ぞ
」

　
『
タ
イ
捨
流
』
師
範
で
あ
る
剣
豪
丸ま

る

目め

蔵く
ら
ん
ど人

佐の
す
けは

二
人
の
弟
と
共
に

そ
の
場
に
い
た
が
、
複
雑
な
面お

も

持も

ち
で
あ
っ
た
。
彼
は
自
分
の
判
断
で

相
良
家
を
窮
地
に
追
い
込
ん
だ
大
口
・
砥
上
で
の
戦
い
を
思
い
出
し

て
い
た
。
こ
の
薩
摩
軍
の
『
釣
り
野
伏
せ
』
に
ま
ん
ま
と
引
っ
掛
か
り
、

そ
の
戦
い
で
千
人
近
い
相
良
軍
の
仲
間
が
討
ち
死
に
、
さ
ら
に
大
口

と
菱
刈
も
手
放
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
ら
二
十
年
以
上

も
球
磨
の
地
を
離
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
因
縁
の
戦
法
だ
っ
た
の
だ
。

　

日
暮
れ
も
近
付
き
清
正
率
い
る
兵
が
軍
旗
を
数
枚
燃
や
し
て
川
岸

か
ら
撤
退
、
そ
の
す
ぐ
先
の
物
陰
に
隠
れ
る
よ
う
に
布
陣
を
す
る
と
、

案
の
定
十
数
隻
の
舟
が
灯
を
と
も
し
な
が
ら
こ
ち
ら
の
岸
へ
渡
っ
て
来

た
。
敵
軍
が
舟
か
ら
降
り
て
し
ば
ら
く
進
ん
だ
場
所
で
一
気
に
攻
撃

を
し
か
け
、
い
と
も
簡
単
に
舟
を
取
り
あ
げ
た
。
そ
の
後
取
り
敢
え

ず
先
発
隊
を
暗
闇
に
発
し
、
川
岸
に
上
陸
を
し
て
寝
込
ん
で
空
に
な
っ

た
舟
の
ほ
と
ん
ど
を
手
前
側
の
岸
ま
で
音
も
立
て
ず
に
ゆ
っ
く
り
運

ば
せ
た
。
こ
の
役
目
は
普
段
、
舟
を
渡
し
慣
れ
て
い
る
天
草
衆
と
対

馬
衆
が
活
躍
し
た
。

吉
か
ら
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
海
運
に
は
自
信
が
あ
っ
た
が
、

　

｢

う
ー
ん
、
如
何
し
た
も
の
じ
ゃ
ろ
う
。
拙
者
瀬
戸
内
で
の
水
運
に

は
い
さ
さ
か
心
得
は
あ
り
ま
す
の
じ
ゃ
が｣

　

海
運
に
長
け
た
行
長
も
な
か
な
か
名
案
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
。
対

馬
の
宗
義
智
は
、

　
「
そ
う
で
す
の
う
。
我
が
軍
も
舟
さ
え
あ
れ
ば
何
と
致
し
申
す
の

じ
ゃ
が
」

　

頼
房
公
は
、

　
「
そ
う
で
す
な
あ
。
こ
れ
だ
け
の
大
河
、
球
磨
川
よ
り
更
に
遥
か
に

広
う
ご
ざ
る
。
さ
す
れ
ば
如
何
し
て
渡
り
ま
し
ょ
う
ぞ
。
お
、
向
こ

う
岸
に
は
敵
軍
の
船
が
多
数
見
え
ま
す
る
が
、
こ
ち
ら
へ
攻
め
入
る
つ

も
り
で
あ
り
ま
し
ょ
う
や
」

　

そ
れ
に
乗
じ
て
清
正
が
、

　

｢

そ
う
い
え
ば
か
な
り
の
数
の
軍
勢
を
寄
せ
集
め
た
よ
う
じ
ゃ
の

う
。
頼
兄
殿
、
し
て
何
か
い
い
策
は
な
い
も
の
か
。
こ
の
場
を
い
か
が

す
る
か
じ
ゃ
が｣

　

と
落
胆
し
な
が
ら
言
い
放
っ
た
。
暫
く
考
え
て
い
た
清
兵
衛
頼
兄

が
、

　

｢

清
正
殿
、
あ
い
や
し
ば
ら
く
。
岡
本
殿
、
内
田
殿
、
万
江
殿
、

こ
の
際
島
津
の
『
釣
り
野
伏
せ
』
は
如
何
か
と｣

り
二
階
建
て
の
護
摩
堂
と
な
り
、
の
ち
に
は
徳
川
家
の
位
牌
と
相
良

家
歴
代
の
位
牌
が
祀
ら
れ
、
願
成
寺
や
永
国
寺
な
ど
の
僧
や
各
霊
山

の
山
伏
た
ち
が
交
代
で
朝
夕
毎
日
、
護
摩
祈
祷
を
と
り
行
っ
た
。

　

こ
の
年
も
秋
の
収
穫
の
季
節
と
な
っ
た
。
清
兵
衛
は
対
馬
家
当
主
・

宗そ
う

義よ
し
と
し智

に
贈
る
米
の
段
取
り
を
部
下
に
指
示
し
て
い
た
。

　

秀
吉
の
命
で
最
初
に
朝
鮮
に
出
兵
し
た
折
り
、
こ
れ
ま
た
清
兵
衛

と
宗
義
智
公
と
が
同
じ
年
の
生
ま
れ
と
い
う
事
も
あ
り
意
気
投
合
、

帰
国
後
も
戦
友
、
盟
友
と
し
て
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
。
相
良
軍
が

朝
鮮
で
の
実
質
的
な
最
初
の
戦
い
に
な
っ
た
『
臨イ

ム

津ジ
ン
ガ
ワ江

』
渡
航
の
時

に
は
お
互
い
知
恵
を
出
し
て
乗
り
切
っ
た
。
そ
れ
か
ら
す
で
に
十
五

年
が
経
っ
て
い
た
。

　

文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
、
秀
吉
の
命
で
『
唐
入
り
』
を
し
て
ひ

と
月
ほ
ど
が
経
っ
た
頃
、
漢
城
を
落
と
し
た
日
本
軍
は
北
へ
向
か
っ
て

進
軍
、
イ
ム
ジ
ン
川
河
岸
に
い
た
。
そ
の
川
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ

て
い
た
清
正
は
、

　

｢

さ
あ
て
、
こ
れ
だ
け
の
広
さ
の
川
を
馬
や
装
備
や
兵
糧
す
べ
て
運

ぶ
と
な
る
と
な
ん
ぞ
策
が
必
要
じ
ゃ
が
、
小
西
殿
、
宗
殿
、
相
良
殿
、

い
い
知
恵
は
あ
り
ま
す
ま
い
か｣

　

行
長
は
肥
後
の
宇
土
に
来
る
少
し
前
ま
で
瀬
戸
内
海
の
警
護
を
秀

　■主な登場人物
相良清兵衛（犬童頼兄）＝相良家 家老
相良頼房（長毎）＝相良家 第 20 代当主
宗 義智＝対馬家当主
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鮮
通
信
使
』
約
五
百
名
が
徳
川
家
康
の
も
と
に
拝
謁
し
た
。
朝
鮮
と

の
大
戦
争
終
結
か
ら
僅
か
十
年
後
に
は
国
交
は
回
復
し
た
の
だ
。
勿

論
朝
鮮
と
し
て
も
日
本
と
の
友
好
は
重
要
で
、
戦
の
際
に
連
れ
去
ら

れ
た
数
多
く
の
捕
虜
の
返
還
も
そ
の
目
的
だ
っ
た
。
朝
鮮
王
朝
は
先

の
戦
争
の
謝
罪
国
書
を
、
宗
義
智
を
通
じ
今
の
日
本
国
王
で
あ
る
徳

川
家
康
に
求
め
た
が
、
実
は
義
智
は
刻
印
を
偽
造
し
た
家
康
の
国
書

を
作
成
し
て
朝
鮮
王
朝
に
送
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
宗
義
智
に
清
兵
衛
は
関
ヶ
原
戦
以
降
、
秋
の
収
穫
時
に
な
る

と
毎
年
米
百
俵
ほ
ど
を
贈
り
続
け
て
い
た
の
だ
。
対
馬
の
陸
地
は
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
雑
木
林
の
山
ば
か
り
で
、
米
が
出
来
る
田
ん
ぼ
は
ご

く
僅
か
し
か
な
か
っ
た
し
、
秀
吉
の
命
に
よ
り
島
民
の
半
分
以
上
に

当
た
る
五
千
人
の
大
軍
が
朝
鮮
に
出
兵
さ
せ
ら
れ
、
働
き
手
が
い
な

く
な
り
喰
い
物
が
無
く
な
っ
た
。
残
っ
た
年
寄
り
や
女
子
供
は
次
々

と
島
を
離
れ
た
た
め
、
農
地
や
漁
場
が
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
い
た
事

を
知
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
米
は
朝
鮮
か
ら
無
事
に
帰
国
で
き
た
心

か
ら
の
お
礼
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
お
返
し
に
宗
義
智
か
ら
は
高
価
な

明
や
朝
鮮
の
焼
き
物
、ガ
ラ
ス
製
品
や
紫し

檀た
ん

家
具
な
ど
、珍
し
い
品
々

が
多
数
贈
ら
れ
て
き
て
い
た
。
後
年
、
相
良
家
に
は
宗
家
に
仕
え
て

い
た
家
臣
が
移
り
住
ん
だ
事
が
史
実
に
残
さ
れ
て
い
る
。   （
つ
づ
く
）

【
や
ま
ぐ
ち
・
け
い
じ
／
人
吉
市
】

　

村 

上 
鬼 
拳

む
げ
ぇ
こ
つ　

相
思
相
愛
だ
っ
た
て
ェ

お
暇
な
ら　

カ
ル
チ
ャ
ー
梯は

し

子ご

お
す
っ
た
い

太
ッ
腹　

長
男
や
っ
て
え
え
ち
わ
す

ン　

ど
う
も
男
の
ち
ら
つ
く
が

芸
術　

見
方
次
第
じ
ゃ
只
の
裸
婦

さ
っ
ぱ
り　

さ
ァ
明
日
か
ら
一
私
人

余
る　

知
恵
な
ら
分
け
て
や
っ
て
え
え

の
さ
ん　

僕
も
二
人
は
貰
わ
れ
ん

夕
涼
み　

昨
日
の
敵　

討
つつ
も
り

よ
か
趣
味　

図
書
館
な
涼
し
ゅ
う
も
あ
る

【
む
ら
か
み
・
き
け
ん
／
人
吉
市
】

軍
が
よ
う
や
く
釜
山
浦
を
離
れ
て
湾
内
を
帰
航
中
に
明
の
大
軍
に
行

く
手
を
阻
ま
れ
、そ
の
時
に
そ
れ
こ
そ
『
助
け
舟
』
を
出
し
て
援
護
し
、

明
軍
か
ら
救
出
し
て
く
れ
た
の
が
対
馬
の
舟
乗
り
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
の
助
け
が
な
か
っ
た
ら
朝
鮮
で
の
戦
で
、
今
ま
で
せ
っ
か
く
生
き
延

び
て
来
ら
れ
た
の
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
窮
地
を
対
馬
軍
が

救
っ
た
の
だ
。

　

両
軍
と
も
に
な
ん
と
か
朝
鮮
か
ら
帰
国
を
果
た
し
た
の
ち
、
そ
の

二
年
後
に
始
ま
っ
た
関
ヶ
原
戦
で
は
小
西
行
長
の
誘
い
に
よ
っ
て
お

互
い
石
田
三
成
率
い
る
西
軍
に
い
た
が
、
相
良
軍
は
途
中
で
清
兵
衛

頼
兄
の
機
転
に
よ
り
東
軍
の
徳
川
家
康
に
寝
返
っ
て
国
を
安
堵
さ
れ

た
。
し
か
し
、
小
西
行
長
の
長
女
マ
リ
ア
を
妻
に
し
て
い
た
キ
リ
シ

タ
ン
の
宗
義
智
は
そ
の
ま
ま
西
軍
に
残
っ
た
が
、
家
康
に
弓
を
引
い
た

対
馬
の
宗
家
は
な
ぜ
か
お
取
り
潰
し
を
逃
れ
、
家
康
の
許
し
を
得
て

そ
の
ま
ま
領
地
を
安
堵
さ
れ
て
い
た
。
朝
鮮
や
大
陸
と
の
仲
介
役
に

は
義
智
が
是
非
と
も
必
要
、
と
東
軍
の
将
徳
川
家
康
が
判
断
し
た
の

で
あ
る
。

　

実
際
、
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
五
年
後
の
慶
長
十
年
に
は
朝
鮮
か
ら

の
使
者
の
僧
『
松ソ

ン
ウ
ン雲

大
師
』
が
義
智
と
共
に
家
康
と
謁
見
し
、
宗

義
智
の
更
な
る
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
さ
ら
に
二
年
後
の
慶
長
十
二

（
一
六
〇
七
）
年
、
室
町
幕
府
以
降
よ
り
長
年
途
切
れ
て
い
た
『
朝

　

翌
朝
の
暗
い
う
ち
に
舟
に
乗
り
込
み
音
も
無
く
対
岸
に
近
付
く
と
、

ま
だ
寝
入
っ
て
い
た
朝
鮮
軍
を
一
斉
に
攻
撃
し
た
。
ま
さ
か
の
襲
撃
に

よ
り
敵
軍
は
総
崩
れ
、
難
な
く
陥
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
宗
義

智
も
頼
兄
を
一
機
に
信
頼
し
き
っ
て
、
そ
の
知
恵
に
驚
き
を
隠
せ
な

か
っ
た
。
こ
の
事
が
あ
っ
て
二
人
の
信
頼
関
係
は
更
に
深
ま
っ
て
い
た

の
だ
っ
た
。
こ
の
あ
と
意
見
が
喰
い
違
う
加
藤
清
正
・
小
西
行
長
両

隊
長
の
下
で
相
良
軍
と
宗
軍
は
各
々
大
い
に
奮
起
し
、
お
互
い
大
活

躍
を
治
め
た
。

　

さ
ら
に
宗
義
智
の
対
馬
は

そ
れ
ま
で
長
い
間
朝
鮮
を
相

手
に
交
易
を
し
て
お
り
、
朝

鮮
も
明
も
室
町
時
代
か
ら
そ

の
存
在
を
認
め
た
家
柄
で
、
こ

の
度
秀
吉
の
命
に
よ
り
朝
鮮

を
攻
め
る
事
に
な
っ
た
た
め
に

そ
の
案
内
役
と
兵
士
、
果
て

は
渡
海
す
る
舟
の
漕
ぎ
手
と

し
て
も
多
く
の
領
民
が
呼
ば
れ

た
。
そ
の
の
ち
秀
吉
亡
き
あ
と

全
軍
が
撤
退
す
る
際
、
相
良

１５９８年に起きた露梁海戦などを描いた屏風絵「征倭
紀功図屏」（国立中央博物館蔵）
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す
ぎ
な
い
の
で
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
回
を
重
ね
て
い
け
ば
、

そ
れ
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

ま
っ
た
く
別
の
家
族
像
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
山
田
映
画
を
理
解
す

る
う
え
で
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
ま
で
考
え
る
余
裕
は

な
い
も
の
の
、
家
族
の
崩
壊
の
事
実
や
過
程
を
描
く
の
で
は
な
く
、

崩
壊
に
む
か
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
工
夫

が
必
要
で
あ
る
か
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
。

　

出
演
者
は
み
な
さ
ん
演
技
が
上
手
い
。
今
回
は
、
専
業
主
婦
・

史
枝
役
の
夏
川
結
衣
さ
ん
の
フ
ラ
メ
ン
コ
に
驚
い
た
け
れ
ど
も
、

シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
は
小
料
理
屋
の
女
将
さ
ん
・
加
代
の
吹
雪
ジ
ュ

ン
さ
ん
に
注
目
し
た
い
。
寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
の
笠
智
衆
さ
ん
的
な

役
回
り
を
演
じ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
か
ら
だ
が
、
小
料
理
屋
の

女
将
さ
ん
の
姿
を
目
に
し
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　

作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、
文
庫
本
に
な
っ

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
講
談
社
文
庫
）。
最
近
、
物
忘
れ
が
ひ

ど
い
の
で
ノ
ー
ト
代
わ
り
に
文
庫
本
を
買
お
う
。
し
か
し
、
そ
の

前
に
、
百
足
対
策
が
必
要
だ
。
薔
薇
の
花
の
刺と

げ

の
よ
う
に
、
百
足

で
も
そ
れ
に
刺
さ
れ
る
と
痛
い
の
で
あ
る
。

【
き
ゅ
う
ま
・
す
ぐ
る
／
八
代
市
】

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
に
収
入
が
あ
っ
て
、
し

か
も
家
事
を
し
な
い
。
奥
さ
ん
は
専
業
主
婦
で
あ
る
。
こ
う
い
う

家
庭
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
ゴ
ル
フ
に
行
っ
て
、
そ
の
帰
り
に
小
料

理
屋
で
一
杯
か
た
む
け
る
余
裕
の
あ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
現
実
に

ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。
パ
ー
ト
に
も
出
な
い
奥
さ
ん
が
ど
れ

ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。
特
上
の
ウ
ナ
ギ
を
注
文
で
き
る
家
族
が
ど

れ
ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
注
目
す
る
と
、
一
体
、
山
田
監
督
は
な
に

を
考
え
て
い
る
の
か
と
な
り
そ
う
だ
が
、
そ
の
程
度
の
こ
と
は
、

山
田
監
督
は
十
分
に
承
知
し
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
う
え
で
、

家
族
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
が
、
な
に

か
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
見
え
て
こ
な
い
。
シ
リ
ー
ズ
３
回
目
に

家族はつらいよ３
「妻よ薔薇のように」
脚本・監督：山田洋次
2018 年　松竹
出演：橋爪功・吉行和子・
西村まさ彦

の
効
果
は
継
続
し
な
か
っ
た
。
百
足
防
止
の
薬
剤
が
あ
る
ら
し
い

の
で
、
そ
れ
を
購
入
す
る
つ
も
り
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
左
手
の
親

指
で
幸
い
で
あ
っ
た
。
右
手
の
親
指
な
ら
さ
ぞ
か
し
不
自
由
し
た

で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
映
画
館
に
向
か
っ
た
。

　

山
田
洋
次
監
督
の
映
画
は
無
難
で
あ
る
。
寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
の

と
き
と
同
じ
で
ド
キ
ド
キ
感
に
さ
い
な
ま
れ
る
こ
と
な
く
安
心
し

て
観
れ
る
。
お
巡
り
さ
ん
と
出
前
屋
さ
ん
が
毎
回
登
場
す
る
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
出
演
者
に
変
化
が
な
い
と
こ
ろ
（
た
と
え
ば
、

小
林
稔
侍
さ
ん
）
も
山
田
映
画
の
特
徴
だ
。

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
死
ん
じ
ゃ
っ
た
っ
て
。」
は
、
三
世
代
同
居

的
な
大
家
族
的
を
前
提
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
崩
壊
が
前
提

で
あ
っ
た
。
現
実
社
会
を
み
る
と
き
、「
家
族
は
つ
ら
い
よ
」
の
家

族
構
成
は
現
実
味
が
薄
い
。
そ
れ
に
平
田
家
は
裕
福
す
ぎ
る
。
お

　

梅
雨
入
り
し
た
。
そ
の
途
端
、
百む

か
で足

に
刺
さ
れ
た
。
左
手
の

親
指
で
あ
る
。強
烈
な
痛
み
が
走
っ
た
。直
ぐ
に
水
に
冷
や
し
た
。

痛
み
は
長
く
つ
づ
き
親
指
は
腫
れ
あ
が
っ
た
。
蕁じ

ん

麻ま

疹し
ん

も
で
た
。

百
足
の
被
害
と
し
て
は
人
生
で
２
番
目
の
痛
み
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、

２
番
目
か
。
病
院
に
い
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
数
年
前
、
刺
さ

れ
た
と
き
は
我
慢
で
き
な
い
痛
さ
で
深
夜
の
２
時
に
病
院
に
向
か

い
、
痛
み
止
め
の
注
射
を
受
け
３
日
ほ
ど
通
院
し
た
。

　

今
回
は
我
慢
で
き
た
。
我
慢
で
き
た
と
は
い
え
、
並
大
抵
の
痛

み
で
は
な
か
っ
た
。
市
販
の
軟
膏
を
傷
口
に
塗
り
、
漢
方
薬
の
葛

根
湯
を
服
用
し
た
。
葛
根
湯
は
血
行
を
よ
く
し
百
足
の
毒
の
拡
散

に
役
立
つ
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
し
た
が
っ
た
。痛
み
が
続
い
た
の
で
、

こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
疑
問
に
思
っ
て
い
る
。
傷
口
の
消
毒
の
意
味
で

日
奈
久
温
泉
に
い
っ
た
。
痛
み
が
柔
ら
い
だ
気
も
し
た
が
、
温
泉

映
画
観
想
記
②

家
族
は
つ
ら
い
よ
３
「
妻
よ
薔
薇
の
よ
う
に
」

久  

馬    

俊
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問１　トルストイの翻訳者の名前を５人あげよ（例：北御門二郎）
① （　　　　　　　　）
② （　　　　　　　　）
③ （　　　　　　　　）
④ （　　　　　　　　）
⑤ （　　　　　　　　）

問２　人吉球磨地方を訪問した有名人の名前を５人あげよ（例：与謝野晶子）
① （　　　　　　　　）
② （　　　　　　　　）
③ （　　　　　　　　）
④ （　　　　　　　　）
⑤ （　　　　　　　　）

問３　次の記述は正しいか。正しいときには○を、間違っているときには×をつけよ
① 総理大臣は衆議院議員でなければならない
② 最高裁判所の長官は天皇が任命する
③ 三権の長というとき、参議院員の議長は含めない
④ 明治憲法のもとでは、「元老」という制度があった
⑤ 皇室の構成員は自由に結婚できない
⑥ 国会議員は選出選挙区の利益のために活動する義務を負う
⑦ 国会議員の数は憲法が定めている
⑧ 最高裁判所の裁判官は司法試験に合格した者でなければならない
⑨ 国会議員には歳費が支払われるが、地方議員には支払われない
⑩ 憲法 41 条は国会は国権の最高機関と定めているので、内閣と最高裁判
     所は国会の決定に従わなければならない

問４　次の駅のある自治体名を書け　例 : 八代駅（八代市）
① 海路駅（　　　　）
② 白石駅（　　　　　）
③ 渡駅（　　　　　）
④ 肥後西村駅（　　　）
⑤ 公立病院前駅（　　　）

くまがわ学習塾　⓲

※答え合わせは次号でおこないます。前回の答え合わせは87頁で。

財
務
省
の
セ
ク
ハ
ラ
防
止
研
修
に
肝
心
な
人
は
姿
も
見
せ
ず

司
法
ま
で
ア
ベの
支
配
に
屈
す
る
や
梅
雨
空
に
聞
く
佐
川
の
不
起
訴柳

原　

三
男

老
い
て
な
お
料
理
教
室
に
ぎ
や
か
に
計
量
ス
プ
ー
ン
よ
り
勘
に
頼
り
て

夕
暮
れ
て
五
月
の
細
き
月
を
見
る
ア
ラ
ジ
ン
の
舞
う
剣つ

る
ぎ

の
如
し坂

本　

ケ
イ

転
倒
し
床
に
し
た
た
か
頭
打
つ　

大
声
出
し
て
夫
駆
け
く
る

肺
炎
に
か
か
り
し
夫つ

ま

の
息
せ
わ
し
我
を
抱
え
て
咳
き
込
み
お
り
ぬ

上
田　

廸
子

花
嫁
の
手
紙
何
よ
り
父ち

ち
は
は母

が
絵
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
く
れ
し
と

沖
縄
に
教
え
ら
れ
し
は
た
だ
平
和
「
命
ど
う
宝
」
命
こ
そ
宝

宮
川
し
の
ぶ

朝
鮮
に
生
ま
れ
育
ち
し
亡
き
友
の
悲
願
で
あ
り
し
統
一
な
る
や

酒
酌
め
ば
涙
ぐ
み
つ
つ
亡
友
は
イ
ム
ジ
ン
河
を
歌
い
て
お
り
し上

田　

精
一

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇

い
も
ご
短
歌
会 

問４　次の写真の名前を書け（ヒント：本誌 26 号）

　① （　　　　　　　　）　　　　　　② （　　　　　　　　）
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その❹

シ
で
吹
い
て
や
れ
ば
つ
き
お
っ
た
。

　

竹
ん
た
き
も
ん
の
中
き
ゃ
ニ
ガ
タ
ケ

ば
小
だ
め
て
あ
っ
と
ん
あ
っ
た
で
、
そ

こ
ば
良
う
見
と
け
ば
、
ミ
ツ
バ
チ
ん
ぐ

た
っ
と
の
タ
カ
ン
ポ
ん
中
き
ゃ
、
後
ろ

ん
足
ぃ
黄
ん
か
花
粉
ば
つ
け
て
入
っ
て
い

た
て
、
出
て
く
っ
と
き
に
ゃ
つ
い
ち
ゃ
お

ら
じ
ゃ
っ
た
で
、
日
に
ゃ
何
べ
ん
も
タ
カ

ン
ポ
ん
中
き
ゃ
入
れ
ぎ
ゃ
き
お
っ
た
。

そ
ぎ
ゃ
し
お
っ
う
ち
ん
、
ハ
チ
の
入
っ
て

行
き
お
っ
た
所
ん
の
泥
ん
壁
で
塞
が
っ

て
し
ま
う
で
、
そ
ん
と
き
ゃ
中
き
ゃ
に
ゃ

だ
こ
ば
作
っ
て
入
れ
て
し
も
ぅ
た
ち
ゅ
う

こ
っ
じ
ゃ
っ
で
、
そ
ん
竹
ば
引
き
じ
ゃ
て
、

う
ち
割
っ
て
見
れ
ば
、
中
に
ゃ
二
分
ぐ

り
ゃ
ん
丸
さ
の
濃
い
か
橙
色
ん
だ
ご
を

ば
一
ち
ょ
ず
つ
入
り
口
ん
し
て
あ
っ
た
泥

壁
で
仕
切
っ
て
あ
っ
た
。

　

だ
ご
ば
取
っ
じ
ゃ
あ
て
良
う
見
れ
ば
、

白
か
小
み
ん
か
卵
の
あ
っ
た
で
、
そ
っ

ば
う
し
て
て
食
え
ば
び
っ
し
ぃ
か
甘
か

味
ん
し
た
。

　

こ
ん
ご
ら
た
き
も
ん
も
見
っ
こ
た
ぁ

無
か
め
ぇ
ひ
な
っ
た
で
、
タ
カ
ン
ポ
バ

チ
ん
ひ
ゃ
っ
て
い
く
竹
も
な
か
め
ぇ
な
っ

て
、
今
ん
な
れ
ば
ど
ぎ
ゃ
ん
ハ
チ
じ
ゃ
っ

た
か
、
わ
か
ら
ん
め
ぇ
ひ
な
っ
て
し
も
ぅ

た
。【

ま
つ
ふ
ね
・
ひ
ろ
み
つ
／
青
井
阿
蘇

神
社
・
文
化
苑
「
童
遊
館
」】

　

タ
カ
ン
ポ
バ
チ
の
だ
ご

　

昔
ゃ
ガ
ス
て
ろ
ん
石
油
は
、
使
わ
ん

じ
ゃ
っ
た
で
、
家
ん
中
き
ゃ
ど
ぉ
じ
（
土

間
）
あ
っ
て
、
壁
ん
と
け
泥
で
作
っ
て

あ
る
ク
ド
（
カ
マ
ド
）
ん
あ
っ
て
、
そ

ん
ぐ
る
り
に
ゃ
水
道
ん
無
か
っ
た
で
、

は
ん
ず
が
め
（
水
瓶
）
ん
水
汲
ん
で

き
て
う
ぇ
て
あ
っ
た
。
母
さ
ん
の
炊
事

し
ゃ
っ
と
き
ゃ
、ク
ド
ん
た
き
も
ん
（
薪
）

ば
く
べ
て
、
飯
で
ん
汁
っ
で
ん
炊
き
お

ら
い
た
。

　

ク
ド
ん
火
お
こ
す
て
に
ゃ
、
ち
ゃ
つ

け
ち
ゅ
ぅ
杉
葉
ん
火
つ
け
て
、
い
き
の

ま
ち
ぃ
た
き
も
ん
く
べ
た
っ
ち
ゃ
つ
か

じ
ゃ
っ
た
で
、
竹
ば
同
じ
ご
て
こ
だ
め

て
あ
っ
と
ん
ち
ゃ
つ
け
て
う
ぇ
て
か
ら
、

小
み
ん
か
た
き
も
ん
ば
乗
せ
て
ヒ
オ
コ

絵と文／松舟博満
おっとわっとあすび その⓱

─ フェアプレイこそスポーツ ─
　信じられない日大アメフト部のプレー。“危険なタックル”は、とて
も許せない。前監督・コーチは除名・永久追放。真相究明は当然。

　ギリシャ語「krino（クリーノ）、分ける・分離する」から発展したことばです。「crisis
（クライシス）、危機・重大局面・（病気の）峠」は、ギリシャ語「krisis（クリシス）、
病気が回復するか死に向かうかの重大な時期」から転じて、一般的に物事の重大局面、
特に政治、経済上の危機・難局を指すようになりました。
　「critic（クリティック）、批評家・評論家」、フランス語から入った「critique（クリティー
ク）、文芸作品などの批評や評論」は、ギリシャ語「kritikos（クリティコス）、判断力
に富んだ・判断できる」からの派生です。
　criticに接尾辞「-al（…に関する・…の性質の・…に特有の」がついたのが、形
容詞「critical（クリティカル）、決定的な・重大な・危機の・（病気が）峠にある・危
篤の・批評の・批判的な」です。
　「criterion（クリテリオン・クライテリオン）、判断の規準・批判の標準・特徴」は、
ギリシャ語「kriterion（クリテーリオン）、判定基準・裁判」からの借用です。criteria（ク
ライテリア）は複数形ですが、口語では単数扱いされることもあります。

外来語から学ぶ英単語 （27）…… 藤原　宏

クライシス・クリティック・クリティーク・クリティカル・クリテリオン
crisis　　　critic　 　　critique　　critical　　  criterion

（394）
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問１　以下の（　　　　）を埋めよ
① 相良家の家臣・相良清兵衛の父は（　犬童休矣　）である。★頼安でも可
② 相良頼房（長毎）の正室は（　秋月種美　）の娘である
③ 江戸幕府の第２代将軍は（　徳川秀忠　）である
④ タイ捨流の創始者は（　丸目蔵人佐　）である
⑤ 相良家の菩提寺は（　願成寺　）である

問２　人吉球磨地方を訪問したことのある考古学者の名前をあげよ（例：濱田耕作）
① （　寺石正路　）
② （　柴田常恵　）
③ （　角田政治　）
④ （　下林重夫　）
⑤ （　坂本經堯　）

問３　くまがわ鉄道の駅名を書け（例：多良木駅）
① 東多良木駅（本誌 25 号 12 頁以下参照）
② 公立病院前駅（本誌 24 号 30 頁以下参照）
③ 東免田駅（本誌 23 号 14 頁以下参照）
④ あさぎり駅（本誌 22 号 8 頁以下参照）
⑤ おかどめ幸福駅（本誌 21 号 42 頁以下参照）

問４　次の漢字を読め（例：精悍＝せいかん）
① 鴨脚（　いちょう　）　本誌 25 号 51 頁参照
② 鴛（　おしどり　）　本誌 24 号 29 頁は「オシドリを漢字で鴛鴦と書く」と説明する。

そのとおりであるが「鴛」の一字では「オスのオシドリ」であることに注意
③ 悔悛（　かいしゅん　）　本誌 23 号 47 頁参照
④ 粔籹（　おこし　）　本誌 22 号 27 頁、同 23 号 38 頁以下参照
⑤ 赳々（　きゅうきゅう　）　本誌 20 号 31 頁参照

問４　次の写真の名前を言え
① 八代市坂本町にある		  ② 球磨村川島集落にある
　（　百済来地蔵堂　　）	 　　（　布ヶ滝　）

前号【くまがわ学習塾⑰の答え】

https://www.facebook.com/groups/1805562046390300/

永田満徳選評・向瀬美音訳

このコーナーは、「二行書きに
よる〈切れ〉と〈取り合わせ〉
を取り入れたHaiku」を提案し
ている『俳句大学』facebook
ページからの転載です。

【ながた・みつのり／俳人協会会員、熊本市】

俳句大学
Haiku University

今月の秀句
Selected Haiku of this Month

Haiku Column⓰

Rosa Maria Di Salvatore
●
Giorno della Terra -
cammino a piedi nudi sull'erba
【Commented by Mitsunori NAGATA】
Sente la terra direttamente mentre 
cammina sull'erba. Penso che lei 
ringrazia la terra per il giorno della 
terra.

ローザ マリア ディ サルバトーレ
●
地球の日
裸足で草の上を歩く
〔永田満徳評〕
地球を「素足」でじかに感じ、地球
の恵みの「草」を踏みしめ、地球に
感謝しているのである。地球環境を
考える「地球の日」の行事に相応し
い行為と言えよう。

Nuky Kristijno
●
Spring shawl
Scent of my grandmother on my 
shoulder
【Commented by Mitsunori NAGATA】
She thinks of her grand-mother wearing 
her shawl. She speaks only of her scent. 
It is a good example of omission.

ナッキー クリスティニョ　
●
春ショール
私の肩におばあちゃんの匂い
〔永田満徳評〕
祖母の形見の「春ショール」を羽織っ
て、ありし日の祖母を偲んでいるの
である。「匂い」とだけ言って、それ
以上言わない俳句の省略が効いてい
る。

Jean Luc Werpin
●
souffles courts des amants
~ aux antipodes un ouragan
【Commented by Mitsunori NAGATA】
Le contraste est merveilleux entre la 
respiration paisible de l’amant proche 
et l’orage tel que la guerre et les conflits 
aux antipodes.

ジャン リュック ヴェルパン　
●
恋人の短い息づかい
嵐は地球の反対側
〔永田満徳評〕
恋人の息を身近に感じながら、地球
の裏側の「嵐」を思い遣る句である。
安らかで平和な「息」と戦争、争乱
などの「嵐」との対比がすばらしい。
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ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
が
開
花
し
た
群
生
地
で

は
爽
や
か
な
風
が
吹
く
中
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
花
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
よ
う
と
の
声
が
サ
ミ
ッ
ト
で
出
る
（
３
頁
）。
そ
の
今
後

に
注
目
し
た
い
。
★
今
号
は
、
先
月
亡
く
な
っ
た
八
代
市
の
写
真
家
・

麦
島
勝
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
（
15
〜
23
頁
・
48
〜
51
頁
）。
八

代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
協
力
を
い
た
だ
き
実
現
し

た
企
画
で
、
改
め
て
お
礼
を
述
べ
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
坂
本
福
治
さ

ん
と
木
﨑
康
弘
さ
ん
が
選
ん
だ
一
枚
が
、
あ
さ
ぎ
り
町
深
田
西
に
あ
る

「
立
岩
」（
22
頁
）
と
い
う
こ
と
は
単
な
る
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に

不
思
議
な
風
景
で
あ
り
印
象
に
残
る
。
岩
の
形
が
68
年
前
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
ぬ
こ
と
に
驚
い
た
。
風
化
す
る
こ
と
も
な
く
昔
の
姿
を
留
め
て
い

る
こ
と
に
自
然
の
力
の
偉
大
さ
と
、
写
真
と
い
う
も
の
の
奥
深
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
★
次
号
も
引
き
続
き
紹
介
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
流

域
の
暮
ら
し
を
記
録
し
つ
づ
け
た
麦
島
さ
ん
の
作
品
は
、
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
人
の
心
に
残
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。（
ま
）

　
編
集
後
記

〒
８
６
８
─
０
０
１
５

熊
本
県
人
吉
市
下
城
本
町
１
４
３
６
︱
４
の
３
号

人
吉
中
央
出
版
社
「
く
ま
が
わ
春
秋
」
編
集
部

info@
hitoyoshi.co.jp

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
９
６
６
・
23
・
３
７
５
９

　イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

開
催
中

▽
八
代
市
立
博
物
館
・
春
季
特
別
展
「
能
面
乱
舞
︱
八
代
城
主
松
井
家
伝

来
能
楽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
」（
～
６
月
３
日
、未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

▽「
や
ま
え
と
西
南
の
役
」展（
～
５
月
20
日
、山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
）

５
月
17
日
（
木
）

▽
２
０
１
８
「
黄
玄
会
」
水
彩
画
展(

～
20
日
、お
菓
子
の
香
梅
人
吉
店
）

５
月
19
日
（
土
）

▽
画
家
・
流
郷
由
紀
子
と
染
織
家
・
佐
藤
美
恵
子
の
コ
ラ
ボ
展
（
～
26
日
、

ひ
と
よ
し
森
の
ホ
ー
ル
）

▽
一
般
社
団
法
人
「
青
井
の
杜
外
苑
街
づ
く
り
協
会
」
設
立
総
会
（
青
井

阿
蘇
神
社
参
集
殿
）

５
月
20
日
（
日
）

▽
第
32
回
「
繊
月
ま
つ
り
」（
人
吉
市
・
繊
月
酒
造
敷
地
内
）

５
月
21
日
（
月
）

▽
人
吉
球
磨
日
本
遺
産
活
用
協
議
会
総
会
（
県
球
磨
地
域
振
興
局
）

５
月
26
日
（
土
）

▽
人
吉
市
梅
園
梅
狩
り
開
放
（
～
27
日
、
同
市
大
畑
梅
園
）

▽
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
（
く
ま
川
鉄
道
「
錦
町
木
上
駅
」

近
く
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
群
生
地
）

５
月
27
日
（
日
）

▽「
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
８
６
８
」
３
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト（
人

吉
駅
横
・
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

▽
人
吉
市
東
西
コ
ミ
セ
ン
「
子
ど
も
・
成
人
講
座
開
講
式
」（
同
コ
ミ
セ
ン
）

▽
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
（
く
ま
川
鉄
道

「
錦
町
木
上
駅
」
近
く
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
群
生
地
）


